
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








プロローグ　下着の色は、うつりにけりな、イタズラに

第一章　ノーパン・フェンシング

第二章　全裸でド・ライブ　～３Ｐと尺八とキッス～

第三章　ガチラグビー

第四章　ソウル・ポゼッション

エピローグ　二人きりの全裸ライブ

あとがき


















口絵・本文イラスト　希望つばめ

















プロローグ　下着の色は、うつりにけりな、イタズラに









「七なな瀬せ、七瀬、坂さか田た。七瀬、七瀬、七瀬、七瀬、坂田。七瀬、七瀬、これが清きよ花かかな」

　と、部屋着姿の『穂ほ北きた　宗そう志し』は言い当てた。

　ハンカチで目め隠かくしをして、正座しながら、まるで茶道の先生のような風ふ情ぜい溢あふれる立ち振ふる舞まいをしていた。

「凄すごい！　全部当たってるっ！　凄いよ宗志っ！　宗志凄いっ！」

『坂田　権ごん左ざ右衛え門もん』はぴょんぴょんと跳はねて宗志を誉ほめた。

　髪かみが短く、胸が小さめの、少年のような少女だった。

　キャミソールに短パンな姿の坂田は、誰だれが見ても女子であると認にん識しき出来るだろう。

　ぴょんぴょんと跳ねたが、彼女もまた、正座していた。

「凄いけど、凄すぎて引くわー」

『鬼おに久く保ぼ　清花』は困こん惑わくの混じった笑え顔がおを見せた。

　坂田よりは長い、肩かたに掛かかる程度の髪。大きな胸の少女だった。

　タンクトップの上から、オフショルダーなシャツを着て、スカートの状態で体育座りをしていた。

「ふむ。立派な変態ではないか。誇ほこっていいぞ」

『七しち道どう　七瀬』は腕うでを組んで、感心しきりに頷うなずいていた。

　清花よりもさらに長い髪。清花と坂田の中間ほどの胸の少女だった。

　背は一番高く、足が長い。

　服装はブラウスにスカート。シンプルな女子の格好だった。

「そうなんだよ。俺は変態なんだ。純然たる完全変態なはずなんだ」

　今、宗志の目の前には、ずらりと下着が並んでいた。

　丸められた下着たち。この宗志と坂田が生活する部屋には、何やら甘い空気が蔓まん延えんしているように宗志は思えてならなかった。

「じゃあ、これはどう？」

　坂田権左右衛門（仮名）は、また新たな下着を一つタンスから取り出し、宗志に渡わたす。

　宗志はその下着に鼻を押し当て、すーっと大きく深呼吸すると──

「これはまだ誰も穿はいていない」

　と、床ゆかにその下着を置いた。

「せ、正解っ！　すげー」

　そう、今宗志は、誰が穿いた下着なのかを匂においだけで当てるという──『利ききパンツ』をやっていたのだ。

　宗志は、子供の頃ころより、ド変態、ドスケベになるための努力をしてきた。

　誰よりも『変態行こう為いが上手うまい』と自負しているが、変態なほど強いはずの召しよう喚かん獣じゆう『ネコミミ』は弱かった。

　そのことを同じチームを組んだ七瀬と清花に説明し、それを確かめようと、今こうしているのだ。

「っていうか、なんで七瀬の下着がこんなに大量に？」

　宗志はハンカチの目隠しを取り、並べられた下着を見下ろした。

　色とりどりの花畑のような光景だった。

「いやなに、思春期の男子に下着の匂いを嗅かいで貰もらえる機会を設けて頂き、興奮を禁じ得なくてな。つい奮発して持っているモノを全すべて提供してしまったのだよ」

　と、七瀬は嬉うれしそうに語る。

「……お前の方が俺より圧あつ倒とう的に変態だよ」

　宗志はそんな七瀬に呆あきれた声で言った。

「ほ、誉めるな。恥はずかしい」

　七瀬は頰ほおを赤らめ、その熱くなった頰を手で押さえた。

「でもやー。そーちゃんこんなに変態やのに、ほんまに召喚獣微び妙みようなん？」

　清花は未いまだに信じられない様子だった。誰がどう見ても、一線を画した変態だ。

「微妙も何も、ネコミミちゃん可愛かわいいよ？」

　坂田はどういうこと？　と小首を傾かしげた。

「一〇〇〇匹びきしか召喚出来ないにも拘かかわらず、並以下の性能だそうな」

　清花よりも先に宗志の召喚獣であるネコミミのことを聞いていた七瀬が言う。

「へー」清花は、誰よりも七瀬の言葉を信用していた。だから、七瀬の言葉を聞き、それで納なつ得とくした。

「強い召喚獣の兵数が少ないならば分かるが、そうじゃないんだ」

「そう言えば──イリヤ先生って、あれ何体出せるんだろうね」

　ぼそりと坂田が思い返す。

　宗志と坂田の担任、イリヤの召喚獣は、異常なほど強かった。

「ティラノサウルスか。確かに、あのレベルだと、一〇匹ほどが限度ではなかろうか」

　七瀬は宗志とはクラスが別だが、その存在は知っている。

　いや、あれほどの存在感のある召喚獣を知らない生徒はいない。

「あれ一〇体って……十分怖こわすぎるね」

　坂田は頭の中で、ティラノサウルスが一〇体整列する光景を浮うかべ、苦笑いをした。

　テレビや映画で見るティラノサウルスは、群れを作るイメージがなかっただけに。

「次の授業のとき、ちょっと聞いてみるか」

　一仕事終わったと、宗志が伸のびをしながら言う。

「いや、今すぐ聞きに行こう。気になって仕方がない」

　そう言いながら、七瀬は立ち上がる。

　その後、坂田が立ち上がろうとしたが、足が痺しびれていてちょっと体勢を崩くずしながらの立ち上がりだった。

「あ、足が痺れて……あたたたた」

　七瀬に寄りかかる形で立ち上がる坂田。

　その際──先に立ち上がった七瀬のスカートがぴらりとめくれ上がり、純白のリボン付きパンティーがちらりとお目見えする。

「お、可愛い下着だな」

　と、宗志は笑顔を見せた。

　丸められた下着より、やはり穿いている下着の方が素す晴ばらしいモノだと。

　そんな宗志の笑顔に、拳こぶしが突つき出される。

「おっつ──何すんだよ」

　宗志は、七瀬の正せい拳けん突づきをスウェーバックで避よけた。

「乙おと女めの拳を躱かわすでない」

　むっとした表情で、七瀬は再度拳を握にぎり直す。

「いや、なんで今俺は正拳突きを食らわなきゃいけなかったんだ？」

　宗志には、殴なぐられる意味が分からなかった。

「当然だ！　わ、私のスカートの中を覗のぞいたのだからっ！」

　七瀬は顔を真っ赤に染め、目線を反らしながら言う。

「……え？　ちょっと待て。お前、これだけの下着を出しておきながら穿いてるのを見られるのは恥ずかしいってのか？」

　七瀬のパンツなら、持っている種類全てを見た。

　なんなら、匂いも嗅ぎ回った。

　その言わば最後の一枚を見られたことを、なんで恥ずかしがるのか不思議で堪たまらなかった。

「ならば問おう。貴様はチャックが全開になっていて、異性から『可愛い下着ですね』とニヤニヤ顔を向けられても恥ずかしくないのか？」

「……いや、まあ恥ずかしいけど」

「パンツを見られるという失態は、『格好悪い』という恥はじなのだ。そこに、性差は存在しない」

「そう言われれば、なるほど。分かるよ。変態でも、下着を大量に提供するお前でも、今のは別腹で恥ずかしいって」

「ならば受け賜たまえよ。乙女の恥ずかしさを乗せた拳を」

「………………はい」

　ごすっ──

　七瀬の拳が、宗志の鼻と唇くちびるの間を的確に突いた。

　それはただの拳ではなく、中指の関節部分を突きだした拳。──『鉄てつ菱びし』だった。

　思ったより本気の一いち撃げきに、宗志はその場に倒たおれ、身み悶もだえた。

「うぐぉ……痛いってもんじゃないな」

　鼻と口の間の溝みぞが燃えるように熱く、歯は茎ぐきや前歯、鼻の頭も尋じん常じようじゃない痛みだった。

　天てん誅ちゆうを受ける用意と覚かく悟ごが、足りていなかったのだ。

　踏ふん張って、歯を食いしばっていれば、これほどの痛みではなかったろう。

「その痛みを忘れず、乙女のスカートの中を見るときは顔を背そむけるか背を向けるように」

「すいませんでした」

　宗志は正座しなおして、土下座した。

「よーし。ほんなら七瀬ぇ。イリヤ先生に聞きにいこかー」

「うむ。最強がどのぐらいの最強なのか、知っておきたいからな」

　こうして、七道七瀬と鬼久保清花は先に部屋を出た。

　鼻血が出ていないかを何度も何度も確かく認にんして、やっぱり出ていた宗志に、ティッシュを坂田が渡す。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうな表情の坂田。

「なあ坂田」

　宗志はティッシュで鼻の頭をきゅっと押さえながら小さな声で聞いた。

「何？」

「お前でも、やっぱりパンツを見られるのは恥ずかしい？」

「ボクは…………ちょっと恥ずかしいけど、凄く気持ちいいかも」

　と、坂田は照れ臭くさそうに言った。

「お前は凄いなー」








第一章　ノーパン・フェンシング









　宗そう志しと坂さか田たは、七なな瀬せと清きよ花かと一いつ緒しよには行かず、温泉へやってきた。

　校舎からは歩いて一時間ほど。ライオンを飛ばせば数秒で着く。

　先の戦いで勝ち取った、一番の戦利品だ。

　ここを手に入れてからは、毎日通っている。

　坂田が女であるとバレないように。というよりは、坂田が裸はだかを見られたいという願望がバレないように、だ。

　一〇人ほどは入れそうな大きさの温泉を、石いし垣がきのように組まれた不ふ揃ぞろいの岩が囲っている。

　見上げれば、全方位を覆おおう木々の青々とした枝葉。

　ここが森の中の一画であることが分かる。

　森の中にぽつんとこの露ろ天てん風ぶ呂ろだけの空間。脱だつ衣い所などもなく、衣服は岩のところに畳たたんで置いてある。

　宗志は、坂田と混浴で入ることはなかった。

　まず、宗志が先に入り、坂田は周囲を警けい戒かいする。

　そして、一〇分ほどで宗志は上がり、坂田が入る。

　坂田はしきりに──

「ねえ、一緒に入ろうよー」

　と猫ねこなで声で誘ゆう惑わくしてくるが、宗志は首を縦には振ふらなかった。

　理由は簡単だ。

「一緒に入るなんて、恥はずかしいだろ！」

「えー。ボクは別に気にしないよー？　むしろちょっと……」

　坂田は照れ臭そうに指で『少し』を表した。

「……俺が気にするわっ！」

　こんなやりとりを、何度となく繰くり返して、結局いつも順番に入ることになっている。

　今日は、いつもと違ちがう時間帯にやってきた。

　いつも通り、宗志が先に入り、坂田はネコミミと共に周囲を警戒する。

　いつもそうしてきた。毎日そうしてきた。

　そしてその日──




　順序が逆であることに気付く。




　宗志は岩場の陰かげで服を脱ぬぎ、あられもない姿を隠かくすことなく温泉へ向かう。

　ほのかな硫い黄おうの香かおり。うっすらとした湯気。

　タオルの入った籠かごを近くにおいて、ざぷんと一気に浸つかる。

「あー」と思わず声が漏もれた。

　石垣の縁ふちに背中を預け、両手を広げて天を仰あおぐ。

　この、入る瞬しゆん間かんが、温泉の醍だい醐ご味みだ。

　すると、突とつ然ぜん湯の中から──

　ざぱーっと『それ』は現れた。

（な、ななななななーっ！）

　宗志は声も出なかった。

　何が出てくるのか。何がいたのか。

　ネッシーなのか猿さるなのか、それとも不ふ審しん者なのか。もしかしたら溶よう鉱こう炉ろに落ちたターミネーター的な奴やつかもしれないし、斧おのでも落としたかもしれない。

　そんなことを思っていたら、それがついに現れる。

　一番近かったのは、『斧の奴』だった。

　女め神がみ。そう、出てきたモノは、女神のようだったから。

　少女だった。

　一度見たら忘れないであろう、キラキラと輝かがやく銀色の長い髪かみ。

　宗志たちのいる『西校』の生徒ではない。

　同じ学校、同じ寮りようにいるのなら、これほど特とく徴ちよう的な少女を覚えていない訳がない。

「……………………」

　少女は一度立ち上がろうとしたが、やっぱり口元まで浸かった。

　湯は透すき通っておらず、体形がうっすら分かる程度で、全ぜん貌ぼうを明らかには出来なかったが、宗志は瞬時に分かった。

　美少女だ。

　これは、上から下まで全部美少女な美少女だ。

　顔だけ美少女。胸だけ美少女。スタイル美少女。背中美少女。声美少女。

　様々な美少女がある中で、彼女は、『全部美少女』であろうとドスケベ訓練で培つちかってきたカンが告げていた。

「こ、こんにちは」

　宗志は引きつった笑えみで挨あい拶さつする。

　順序が逆。

　そう、順序が逆だった。

　宗志が風呂に入ってから、坂田とネコミミを使って警戒するのではない。

　周りを警戒してから、風呂に入るべきだったのだ。

「………………ちわ」

　それは、あまりにも小さな声だった。

　口が動いていなければ、声を発しているとすら感じない程度の声。

「すまん。入ってるなんて知らなくて。今すぐ上がるんで──」

　先客がいるなんて知っていたら入ったりはしなかったろう。

　宗志は急いでくるりと背中を見せて、ざぱっと立ち上がった。

「待って」

　がしっと手を摑つかまれて、湯の中に引きずり込まれた。

　ざぽぁーん。と大きく跳はねたお湯が辺りを濡ぬらしていく。

　ごぼごぼとお湯の中で息をした後、顔を出した宗志はごしごしと顔を擦こすってから、じっと少女を見た。

「君は幽ゆう霊れいか何かかな？」

　銀色の髪。小さな声。温かいが、水の中。

　そして引きずり込むという行こう為い。

　シチュエーションだけ見れば、まるで霊れい現象だ。

「……ぁの……ごめんなさい」

　耳を澄すませなければ、聞き取れない声だった。

　まるで、怨おん霊りようのような音量だった。

「謝るのは俺の方だけどね」

　後から入って来た男の方が悪いに決まっている。

　なのに、謝罪を口にしたものだから、宗志は驚おどろいた。

　先ほどまで幽霊かと思っていたが、ごめんなさいと言われれば不審感が薄うすれるような気がして、謝罪の言葉は魔ま法ほうの言葉だなと宗志は思った。

「ここは……もぅ……西校の縄なわ張ばりのはずだから……」

「なるほど、東校の人間なのにここを使っていたってことを謝っていたのか」

　宗志は納なつ得とくした。

　そもそも、この温泉が欲ほしくて、むきむきジャッキーからジムを奪うばったのだ。

　欲しいのはジムという施し設せつではなく、この温泉。

　ここに、どこから入り込んだのか、東校の人間がいること自体、おかしい。

「…………はぃ」

　声が小さい。とてつもなく、声が小さかった。

　とても怯おびえているようだった。

　ここは今、西校の縄張り。

　そこを東校の人間が使っていると教師や管理者に告発すれば、恐おそらくこの少女は厳げん罰ばつを受けるだろう。

　それが怖こわくて、恐ろしくて、彼女は怯えているのだ。

「まあでも、俺は気にしない」

　だから、宗志はその不安を払ふつ拭しよくしてあげた。

「……気にしなぃ？」

　思いもしない言葉に、少女はきょとんとした目で宗志を見ていた。

「東校と西校は、戦争で資源を取り合う。これはこれとして、俺は別にこの温泉や施設を西校で独どく占せんしようとは思っていないんだ」

　それは、この島で生活している人間の言葉とは思えないモノだった。

「……………………」

「え？　何？」

　何かを言ったが、全く聞こえない。

　仕方なく宗志は少女のすぐ真横に移動し、耳を傾かたむけた。

「……不思議な人だなって」

　聞いてみれば、なんてことない言葉だった。

「あ、そうだ。むきむきジャッキーにも言っておいてくれないかな。あのジム施設は使って貰もらっても構わないって」

　笑顔で宗志はそう言った。

「本当に？」

　あまりにも聖人君子のような平和ボケ発言に、少女は疑いの目を向ける。

「ホントホント。少なくとも、俺は見て見ぬフリをするさ」

　宗志の笑顔は、作ったモノとは思えなかった。

　じっと目を見て、少女は少し頭を下げた。

「ぁりがとぅ……」

「でも、どうしてこんなところに？　ここは東校からは遠いだろ？」

　すぐ近くに寄ったことで、会話が成立することが出来た。

　悪意もないようなので、宗志はこの美少女とお近づきになろうと、もっと会話しておこうと考えた。

　東校の人間だからと、敵扱あつかいしたくはない。

　むしろ、敵の中に味方がいることの方が、戦争も有利になるだろう。

　そういう打算的考えも、宗志の中には常にあった。

「……ぅん……ちょっと訳がぁって」

　少女はお湯の中でぎゅっと体育座りで膝ひざを抱かかえていた。

　その結果、肩かたと背中は見えるが、前は全く見えない。

「誰だれしも、悩なやみはあるもんだよな」

　宗志の脳のう裏りに、素すっ裸ぱだかで両手を広げて満面の笑みを浮うかべる坂田の姿が浮かんだ。

　この温泉が必要なのは、宗志ではなく、坂田だ。

「……ぁなたにも……ぁる？」

　抱え込んだ膝に頰ほおを付けて、宗志の顔を覗のぞき込むように見ながら少女が言った。

「あー、うん。まあ、な」

　宗志は歯切れ悪く頷うなずいた。

　宗志の悩みは、人に言えるようなモノではないからだ。

「聞くょ？」

　そのときの少女の瞳ひとみは、まるで宇宙の全すべてを内包したかのようなブラックホールが如ごとき『吸い込まれるような目』をしていた。

「……俺は、変態になりたいんだ」

　いつの間にか、ぽろっと宗志は悩みを打ち明けた。

　どうしてだろうか。

　敵である少女に、自分が弱いこと。そしてそれを隠かくしていることを告げてしまった。

　少女はただ「ぅん……ぅん」と相づちを打つだけで、ただただ聞いてくれた。

　それがとても心ここ地ちよくて、宗志の喋しやべりは止まらなかった。

「………………って感じで、子供の頃ころからスケベになる訓練は積んできてるんだが、実際召しよう喚かん獣じゆうを出してみたら、全然弱くてな」

　宗志は笑顔になっていた。

　聞いてくれる。

　そのことが嬉うれしくて、ただただ笑顔で話し続けてしまった。

　これが、美少女の力。

　男を饒じよう舌ぜつにさせる、『可愛かわいい』の力なのだ。

　だが、少女はそんな宗志のバカげた話を、真しん剣けんに受け止めてくれていた。

　と言っても、ただただ真顔で聞いていたのではなく、たまに小さく笑ったりもしてくれた。

　そのバランスが絶ぜつ妙みようだった。

　聞き上手の才能を、少女は持っていたのだ。

「…………心」

　宗志が全てをさらけ出した頃を見計らって、少女は一言呟つぶやいた。

「え？」

　声は聞き取れたが、言葉が短すぎて宗志は聞き返した。

「召喚獣に必要なのは、心。ぁなたはきっと……心が足りなぃ」

　その言葉に、宗志はふむ、と頷いた。

「……心か……確かにな」

　今までしてきたこと。やってきたこと。

　これからやろうとしていること。

　その全ては、『行動』にすぎなかった。

「ぁなたがパンツを嗅かぐとき、胸がドキドキしたり、頭が真っ白になったりしませんか？」

「…………まあ、そんなに嗅ぐ状じよう況きようがないけど、きっとするだろうな」

「そこに……エロはぁりますか？」

「まああるかな」

「赤ん坊ぼうが……ぉ乳を吸ぅとき……そこにスケベはぁりますか？」

「なるほど」

　変態と呼ばれるためには、変態になるためには、心が必要だった。

　小便小こ僧ぞうが爆ばく弾だんの導火線を消すために小便を出す。

　どこぞの校長先生が女子更こう衣い室で小便を出す。

　この小便を出すという行為のみを、宗志は変態だと考えてしまっていた。

　しかし、大事なのは『何のためにその行為をするか』なのだ。

「つまり、ぁなたは今、赤ん坊」

「でも、じゃあ赤ん坊は、いつどうやったら、おっぱいにスケベ心を抱いだくようになるんだ？」

　必要なことは心。

　それは認にん識しきすることが出来た。

　だが、どうすればそれを訓練出来るのか。

　それが問題だった。

「……さぁ？」

　問題提起をした少女すら、それは分からないようだった。

「……パンツを嗅ぐとき、俺はスケベな心を持っているはず。それでも赤ん坊なのか？」

「パンツに興奮するのは、変態行こう為いのようでぃて……当たり前のことだからじゃなぃかな？」

「当たり前じゃないことに、スケベ心を感じる──それが変態ってことか」

「私は……そぅ思ぅ」

　ただ笑い話のように自分の悩みを打ち明けたが、思ったより本格的な答えが生まれそうな現状に、宗志は真顔になっていた。

　当たり前のことに興奮することは変態ではない。

　当たり前でないことに興奮することが変態である。

　そういう定義を考えたことはなかった。

　ただただエロいことをすればいいと漠ばく然ぜんに考えていた。

　だが、坂田を思い返す。

　裸でウロウロするという当たり前でないことに興奮しているとき、宗志は坂田を変態的だと思ってしまう。

　パンツを嗅がれることに興奮して、全てのパンツを提供する極きわめて当たり前ではない七瀬に、宗志は変態的だと感じていた。

　だが、スカートがめくれてパンツが見えて興奮していた自分はどうか？

　変態と誇ほこれるだろうか。

　当たり前のことに興奮することは、変態ではない。

　この理論は、宗志にとって目から鱗うろこが落ちる思いだった。

「……変なことを言って……ごめんなさぃ」

　険しい顔で考え込む宗志に、少女は申し訳なさそうに頭を下げた。

「うん。いや、参考になったよ。それは一つの真理なんだと思う。正解かどうかは分からんが、俺はその理論を支持するよ」

　宗志は、自分の顔が険しくなっていることに気付き、少女を怖がらせないように笑顔を見せた。

「ぁ……ぁりがとぅ」

　少女は力になれたことが嬉しくて、そして宗志に感謝の笑顔を向けられて、ぽっと顔を赤く染めた。

「でも、パンツの話してたらちょっと催もよおしてきたな。ほら、便器を見るとしたくなるような感覚？　ということでお先に──」

　宗志が上がろうとすると──

　ぐいっと腕うでを摑つかまれ、引っ張られた。

　まさか止められるとは思ってなかったので、宗志は体勢を崩くずしてしまう。

　ざっぽーん。

　水しぶきが上がり、熱気でモヤが掛かかる。

　お湯の中に顔から突つっ込んで、宗志は目を瞑つぶった。

　ごぼごぼと鼻から耳からお湯が入ってくる中で──

　宗志は何かに触ふれていた。

　柔やわらかく、何やら気持ちいい何かに、触れていた。

　そして、それが少女の肌はだであることを宗志は知っていた。

　それが、おっぱいであるということも、宗志は感じ取っていた。

　これほどの幸福感のあるモノはそうそうない。

　頭の中で、フレディー・マーキュリーっぽいヒゲの男性が、姿見鏡に囲まれた場所で『ボイン・トゥ・ラブ・ユー』という謎なぞの歌を歌っていた。

「……ぁ……んっ……」

　もにゅもにゅと優やさしく、その柔肌を揉もみしだく宗志。

　そして、小さく嗚お咽えつを漏もらし、身を捩よじる少女。

　透すき通る白い肌。すべすべのつるつるで、水が球になって弾はじかれていく肌。

（思ったより大きいな）

　Ｆカップだろう形のいい素す敵てきなおっぱい。

　くびれから広がる小ぶりなお尻しり。

　やはり、最初の予想は当たっていた。

　全身、美少女だ。

　清純派アイドルを盗とう撮さつしてしまったときぐらいの背徳感。

　宗志の頭の中で、過去の記き憶おくがフラッシュバックする。

　無む明みよう無む影えい拳けんという拳法を試ためしたくて、ちょっとした冗じよう談だんのつもりでスカートをめくったときの、少女の驚おどろきの表情と、そのあとの軽けい蔑べつと悲しみの表情。

　そんなトラウマから、宗志はぱっと手を離はなした。

　ごめん。

　ごめんなさい。

　すみません。

　申し訳ございません。

　謝罪の言葉が頭を過よぎるが、宗志はそれらの言葉を一つも発せられなかった。

　おっぱいをもにゅもにゅされた少女もそうだが、もにゅもにゅした方もまた──

　固まってしまっていた。

　すぐに謝罪しなければならない。

　すぐに贖しよく罪ざいしなければならない。

　そんな当たり前のことすら考えられないほどに、宗志の頭の中は真っ白になり、ただただおっぱいは気持ちいいモノだということしか考えられないでいた。

　むっとした表情で、耳まで顔を赤く染めながら、ぎゅっと体を抱くようにして宗志の視線から胸を隠していた。

「……………………ぅ」

　少女の小さな唇くちびるから、可愛らしい吐と息いきのような声が漏れ、宗志ははっと我に返った。

「え？」

　あまりに小さな声だったので聞き取れず、宗志は耳を近づける。




「……リトル・スノウ」




　弱く、高めの声だった。

「リトル・スノウ？」

　何の単語だろうと、宗志は聞き返すと──

「……お前の……金玉を破は壊かいする者の名前」

　ぎろりと、目が細められ、睨にらまれた。

　ぞわっ、と背筋に悪お寒かんが走る。

　きゅっ、と金玉が縮む。

（とんでもなく怒おこっていらっしゃるっ！）

　宗志は慌あわてて手を振ふり、言葉を探した。

　人はどこに怒いかりのスイッチがあり、どういうタイミングでそれが入るのかは本人にすら分からないことが多い。

　一いつ緒しよに混浴するのはよくても、胸をもにゅもにゅされることは、リトル・スノウにとっては屈くつ辱じよく的で許せない行為だったのだろう。

　パンツを見られることは許せるが、スカートがめくれるのを見られるのは許せない七瀬のように。

「ちょっと待って！　これはその！　わざとじゃないから！　なんつーかその！　そうだ！　お前が引っ張ったことがそもそもの原因であって！」

　言い訳すらも上手うまく出てこない。

　だが、この状じよう況きようが、このあとの状況がヤバイことはすでに分かっていた。

　だから、宗志は逃にげ始めていた。

　股こ間かんを押さえながら、石いし垣がきの縁ふちに足を掛けていた。

「男は何な故ぜエロくなるのか……それは、金玉があるから」

　ふるふると震ふるえる怒りの声。

　立ち上がると、髪かみが腰こしまであることが分かる。水に濡ぬれて、キラキラと輝かがやいていた。

　身長は、それほど高くは無い。

　七瀬より低いぐらいだろうか。

「えっと……なくてもエロい人はいると思うから、思い直せ！　金玉は原因じゃない！」
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　宗志の頭の中は、すでに逃げる算段を始めていた。

　どうやっても、説得出来る気がしなかった。

「……金玉を、潰つぶすべし」

　雪のように静かな、消え入るような声だったが、宗志にははっきりと聞こえていた。

　ダメなやつだ！　やはりこれはもう、逃げるしかない！

「あ、あははははは……」

　敵意がないと見せるために笑顔を見せつつ、くるりと振り返って走り出す。

　ばしゃばしゃと水しぶきを上げながら、温泉を出て、素すっ裸ぱだかで森の中へと向かう。

「逃がさないでっ！　オーディンっ！」

　逃げる宗志に向けて叫さけんだその言葉に──

（おいおい、もう召しよう喚かん獣じゆうを出したのかよ）

　なんて振り返ったら──

　鼻先に、槍やりの矛ほこ先さきがあった。

　その槍を持っていたのは、銀河鉄道の鉄郎みたいなローブとツバの広い帽ぼう子しを被かぶった、風の谷のナウシカのユパ様みたいな『老人』だった。

　そんな老人が、八本足の白い馬に乗っている。

　それが、リトル・スノウの召喚獣──『オーディン』。

　その名前が、宗志の表情を青ざめさせる。

　知っていたからだ。

　オーディンという名の、神の名を。

　豚ぶたの生しよう姜が焼やきという名前を聞いたときに、『絶対美味うまいやつやん』と連想するように──

　オーディンという名を聞いて、宗志は『絶対強いやつだ』と連想してしまった。

　咄とつ嗟さに首を横に倒たおしたのは、子供の頃ころから毎日恩師である本ほん郷ごうと組み手をしてきたことで培つちかわれたカンと条件反射のためだろう。

　矛先は宗志の耳たぶを掠かすり、ぶしゅっと血が噴ふき出た。

　マジだ。

　ドゥテルテ大統領ばりに、マジだ。

　マジで、リトル・スノウは宗志を殺すつもりだ。

　金玉がどうとかじゃない。

　もう、抹まつ殺さつするつもりで召喚獣を嗾けしかけている。

　宗志は、ぺたんと尻しり餅もちをついていた。

　召喚石が無い状態で召喚獣に襲おそわれるのが、これほどの恐きよう怖ふだとは思ってもみなかった。

　突きだした槍を引き、もう一度突きだしてきたとき──

「バカっ！　じっとしてんじゃねえよ！　走れっ！　ボケっ！」

　その矛先をパラシュートで巻き付けるようにして、ネコミミ（姉あね御ごタイプ）が間に入った。

「ヨーコさん……」

　辺りを警けい戒かいしているヨーコが、たまたま騒さわぎを聞きつけて来てくれたのだろう。

　宗志は、心底からほっとした。

「助けに来てくれたんだ……なんて思ってる暇ひまがあったらさっさと走れ！　あたしが殺すぞっ！　ド腐くされマスターっ！」

　口が悪い。コンビニ前にたむろってる連中ばりに、口が悪い。

　宗志は立ち上がり、むっとした表情を見せる。

「バカかっ！　男が女を囮おとりに逃げられるか！」

　宗志はそう言って、ヨーコの腕を摑む。

「あんたが死んだらあたしが死ぬ！　あんたが生きていたらあたしは死なない！　分かったら行けこら！　あたしが真っ先に殺すぞっ！」

　ヨーコが宗志を守るのは、召喚獣としての責務だけではない。

　自分の存在そのものを守るためだ。

「……分かった」

　宗志は、そんなヨーコの言葉で理解し、即そく座ざに行動する。

　遠くに、何人ものオーディンが見えていた。

　逃げるなら、さっさと逃げないと。

　間に入ってくれたヨーコの行こう為いが無む駄だにならないように。

「……でもまあ、ありがと」

「え？」

「あたしのマスターが、優しい奴でよかったってことだよバカ！　聞き返してんじゃねえよ！　死ねこら！　即座に死ね！」

　ヨーコはそう言いながら、オーディンを温泉の方へと押し返し、宗志はやっぱり口が悪いなと笑いながら、急いで温泉から脱だつ出しゆつした。







　どれだけの時間が経たったろう。

　どれだけ走ったろう。

　ちらりと後ろを見てみると──

　そこには──『オーディン』がいた。

「追いついてるじゃねえかよ！　ヨーコさぁんっ！」

　ぜえぜえと荒あらく呼吸しながら、宗志は全力疾しつ走そうで森の中を駆かける。

　木々の間を抜ぬけ、泥どろや土で足が真っ黒になっても走った。

　服を着ていない体と裸足はだしの足は、枝木に擦こすれて傷だらけになっていた。

　それでも、死ぬよりはマシだと走っていた。

　これが平地ならば、すぐに捕つかまっていただろう。

　オーディンは馬に乗っている。

　馬が通れないようなところを選んで進んでいた。

　そこへ──

「アホマスターっ！　召喚石だっ！」

　ヨーコがスマホを持って現れた。

　先ほどオーディンの動きを止めていたヨーコは、止められないと判断して宗志に召喚石を届けることだけを考えていたようだ。

　だから、オーディンは宗志に追いついてしまった。

　そして、宗志が木々の間をジグザグに逃げると分かっていたヨーコは、真まっ直すぐ走ってきたから、宗志に追いつくことが出来た。

　オーディンが馬から降りて追ってきていれば、宗志は今いま頃ごろ槍の餌え食じきになっていただろうが、召喚獣は自らの意思で馬から降りる判断はしない。

　リトル・スノウが命令しなければ、馬に乗ったままで追いかけてくることも、ヨーコは分かっていた。

　ヨーコを追ってか、オーディンも複数追ってきていた。

　どどどどどど……と蹄ひづめが大地を叩たたく音が森に木こ霊だまする。

「ヨーコさん！　ナイスっ！　…………でも、出来れば服も持って来て欲しかったんだけどな」

「何でもいいからさっさと召喚しろっ！　こいつ──強いぞ」

「ヨーコさんっ！」

　スマホを強く握にぎり締しめ、宗志は叫ぶ。

　ヨーコが五人、一〇人と現れた。

「もっとだ！　あたし一人で倒せる相手じゃねえ！　ネコミミも喚よべっ！」

「もっと……」

　ぐっとスマホを握り、イメージする。

　大勢の、ヨーコさん、大勢の、ネコミミを。

「ネコミミっ！」

　宗志はまた、急いで召喚術を使う。

「こんにちはマスターっ！」

　今度は、元気一いつ杯ぱいのネコミミが、一杯出てきた。

　宗志の周りを囲むように、その数は──ざっと五〇人ほどだろうか。

　全すべて、同じ『ネコミミ』だ。

　ずらりと並んだネコミミたち。マトリックスリローデッドな気分だ。

「指示を下さいっ！　私は右の奴をやればいいんですか？」

　ネコミミたちは、ビキニの上から短パンを穿はいたような格好で、右手に小しよう剣けん。左手に丸い盾たてを持っていた。

　戦うつもり、戦う意識を持って召喚した召喚獣は、その思い通りに、武装して出てくるのだ。

「右の奴？」

　言われて、視線を移すと──

　三体のオーディンが、大きく回り込んでいるのが見えた。

　宗志は大きく驚おどろいて、左にも目をやると、そっちにも三体のオーディンが回り込もうとしている。

　宗志がネコミミを大量に出したように、リトル・スノウもまた、オーディンを大量に差し向けてきたんだ。

「囲まれるのはマズイ。……ネコミミ三、ヨーコさん二の五人一組を作って、相手を足止めしてくれ！」

　宗志はすぐさま指示を飛ばす。

「「了りよう解かいっ！」」

　ネコミミたちはまるでニンジャのような身のこなしで左右に散っていく。

　宗志はまた足を動かし、兎とに角がむしゃらに走った。

　ちらりと右の戦せん況きようを確かく認にんすると──

　五人のネコミミたちと三体のオーディンがぶつかっていた。

　ネコミミの左手に持つ丸い盾に、槍がぶつかる。

「うにゃあっ！」

　ネコミミの盾は、まるで意味を成さず、粉ふん砕さいしてしまう。

　そしてオーディンの槍を直接受けたネコミミは霧む散さんし、スプレーしたファブリーズのように空気に溶とけていった。

　三人がかりでオーディン一体を取り囲むと、ネコミミがオーディンの首筋を小剣でかっ切り、オーディンもまた霧散する。

　が、その背後から別のオーディンに槍で突つかれ、ネコミミは二体やられてしまった。

　宗志は嘆なげいた。

　ごめん、と謝った。

　目を背そむけたくなった。

　宗志のために、ネコミミは命を懸かけているように見えたから。

　宗志のせいで、ネコミミたちは死んでしまったように見えたから。

　ふと宗志は、ヨーコの言葉を思い出す。

　宗志が死ねば、ネコミミたちは死ぬ。

　宗志が生きていれば、ネコミミたちは生きている。

　槍やりで突かれて、死んでしまった訳じゃない。

　ただ、形を保てなくなっただけなんじゃないだろうか。

　だとすれば──やられてしまったネコミミを嘆く時間があったら、生き延びることを考えるべきだっ！

「ネコミミっ」

　宗志はまた召喚する。

　右のネコミミはやられてしまった。すぐに次のネコミミを投入しないと、オーディンに追いつかれてしまう。

「ぷはあ！　マスターっ！　あいつヤバイ！　全然無理無理です。勝てない勝てない！」

　現れたネコミミは、顔の前でちょいちょいちょいちょいと手を振ふる。

「よし、ならば死番を作る」

　宗志はネコミミと走りながら策を授ける。

「死番？」

「まず最初の一人が正面から当たり、相手の勢いを殺す。そして、その間に四人で囲んで潰つぶす。新しん撰せん組ぐみが最も得意とした戦術『山さん攻こう撃げき破は剣けん』だ」

「つまり、一人目が──」

「死を覚かく悟ごした決死隊。つまり死番になるな」

「それって、最初から全員で襲おそいかかるのじゃダメなんですか？」

「死番を決めているのと決めていないのでは、初手の速さやタイミングの取りやすさが圧あつ倒とう的に違ちがうんだ。──怖こわいか？」

「ううん。むしろ──わくわくしてきちゃいました！」

「ふっ」と宗志は笑う。

「お前は、やっぱり俺の召しよう喚かん獣じゆうだよ」

　宗志は逃にげる。

　逃げながら、常に召喚術を使い続けていた。

　山攻撃破剣は、相手より人数が多くないと機能しない。

　リトル・スノウがどれだけのオーディンを出してくるかが分からない以上、ネコミミを垂れ流すしかないのだ。

　山攻撃破剣は見事に的中し、オーディンの追っ手をネコミミは撃退していく。

　その様子を見ていると、オーディンに追い回されているという恐きよう怖ふよりも、まるで初めてギア付きの自転車を手に入れたときのような高こう揚よう感が勝っていた。

　どどどどどどど……

　雪崩なだれのように、数千のオーディンが迫せまってくるまでは。

「いやあああああっ！」

　宗志は走る。走る。走る。

　走りに走った結果──

　鬱うつ蒼そうとした森を抜けて、光が見えた。

　森を、抜けたんだ。

　そう思った瞬しゆん間かん、ずるっと足が滑すべる。

　──そこは、崖がけだった。

　ほぼ垂直に反り立った崖。数十メートルの高さの下には、剣けん山ざんのように切り立った岩がん礁しようにぶつかる波。

　砂すな煙けむりを上げながら、削けずられた崖の一部がパラパラと小石になって海へと吸い込まれていくのを見ながら、宗志はなんとか崖にしがみついていた。

「ネコミミっ！」

　スマホは、急に反応しなくなった。

　ネコミミが、出ない。

　一〇〇〇のネコミミを、出し尽つくしてしまったんだ。

　さーっと顔が青ざめた。

（あ、俺ここで死ぬんだ）

　と、声にすらならないほどに達観していた。

　ぱからっ。と蹄の音がして見上げると、そこには──オーディンの姿。

　オーディンは、その槍をすっと宗志に向けた。

「助けて……くれるのか？」

　宗志がその槍の柄えを摑つかむと──

　ぺいっと壁かべの汚よごれでも剝はがすように、オーディンは槍を振って──宗志を崖から引き剝がした。

　それでも引き離はなされないようにと槍の先を血が滲にじむまで握り締めたとき──

　バリバリと雷かみなりの如ごとき電気が宗志の体に流れた。

　オーディンの槍から、電撃が発せられたのだ。

（ほ、ホントに──殺しに来やがったっ）

「あああああああああああっ！」

　今日、何度目の絶ぜつ叫きようだろうか。

　切り立った岩礁が、まるでオーディンの槍先のように見える。

　恐怖で体が硬こう直ちよくし、思考も停止していた。

　今度こそ、死ぬ。

　そう確信して目をぎゅっと閉じたとき、ふっと体が浮ういた。

　がっしりと抱だきしめられている。

　目を開くと──そこには、見たことのある顔。

「アークエンジェル？」

　それは、坂田の召喚獣だった。

　白く大きな翼つばさを羽ばたかせ、どんと空気の壁を突き抜ぬける速度で飛び、大きな建物の前へと降り立つ。

　ジム施し設せつだ。

「よかった！　見つかってっ！」

　そこで待っていたのは、坂田本人だった。

　宗志の顔を確認するや、全力ダッシュからのボディへのタックル。

「坂田っ！　どうしてここに？」

「急に森がざわざわしたと思ったら、槍持ったおじいちゃんが突とつ然ぜん攻撃してきて、ネコミミちゃんやヨーコさんが『マスターが何かやらかした！』って。とにかく宗志を助けなきゃって思ったから、アークエンジェルを出したんだ。──ごめん」

「謝る必要なんかないだろ」

「だって、宗志に黙だまって召喚獣使っちゃったから」

　坂田のアークエンジェルは、みんなには秘密にしている。

　宗志の切り札的存在であるという理由もあるが、一番大きな理由としては坂田は召喚士として選ばれた人間ではないというところだ。

　アークエンジェルを召喚し続ければ、最悪坂田は死んでしまう。

　だが、アークエンジェルの飛行能力はあまりにも優ゆう秀しゆうすぎるので、バレると必ず酷こく使しされるだろう。

　そして、誰だれも坂田が召喚士として選ばれていないことを知らない。

　もし誰かに見られたら。

　全すべてを暴ばく露ろし、この学校から追い出されるか、隠かくし通して死ぬまで使い続けるかのどちらかしかない。

　だからこそ、宗志は坂田に使うなと命令していた。

　坂田もその重要性を理解し、宗志に断りなく使うことはしないと誓ちかっていた。

　だが、使ってしまった。

「今回の件では、いい判断だった。お前がアークエンジェルを出してくれなければ、俺は死んでただろうし」

「ええ！　そこまで切せつ迫ぱくしてたんだ！　よかったぁ……」

　死の危険とまで言われ、坂田はほっと胸を撫なで下ろした。

　自分の力で宗志を守れたことを、誇ほこりに思った。

「……そっちにもオーディンが行ったのか。是ぜが非でもって感じだな」

　リトル・スノウの執しゆう念ねんの強さに、宗志は苦笑いを浮かべた。

「何があったの？」

　事情が分からない坂田は、心配そうに宗志を見る。

「……実は、ちょっとトラブルがあってな」

　宗志は、走り疲つかれてその場にへたり込んだ。

　自分が未いまだに素すっ裸ぱだかであることを気にも留めず、汚れることも気にせず座り込んだ。

「トラブル？」

「まあ、何というかその……事故というかその……」

　宗志はバツが悪そうに目を逸そらす。

　美少女と出会い、くんずほぐれつの末におっぱいをもにゅもにゅしたなんて、坂田に言えるはずもなかった。

　誰よりも信しん頼らいし合い、尊敬の念すら向けてくれる坂田に、そんな変態行こう為いを知られて嫌きらわれるのが怖かった。

「事故に遭あったんだ！　大だい丈じよう夫ぶ？　大丈夫……じゃないよね。崖から落ちそうだったんだから」

　坂田は宗志の体を隅すみ々ずみまで観察しながら、心配そうに言うもんだから、宗志はますます気まずい空気を感じていた。

「お前のおかげで、怪け我がはないさ」

　坂田は交通事故のようなモノだと思っている。

　だが実際は、セクハラとその報復だ。

　このギャップに、宗志は申し訳なさを感じていた。

「怪我してるじゃないかっ！　ここにも！　ほらここにもっ！　凄すごい事故だったんだね」

「お、おう……まあ……うん」

　違うんだ。

　そんな深刻な顔をするほどのもんじゃないんだ。

　そう言いたかったが、どうしても言い出せずにいた。

「とにかく、中へ入ろう？　シャワーでも浴びてさ」

　坂田は手を伸のばす。

「そうだな──全く、不幸なんてもんじゃないな」

　宗志は坂田の手を握にぎり、ぐっと立ち上がった。

「不幸？　宗志、この世に『不幸せ』なんてないんだよ！」

　坂田は笑え顔がおで両手を広げた。

「ん？」

「今が不幸なんじゃなくて、今はまだ幸せが来ていないだけ。きっとこれから幸せが待ってるんだ。だから、今は『未幸せ』なんだよ！」

　坂田は、宗志を励はげまそうとしている。

　それは宗志にも分かっていた。

「いや、だとしても、現状は不幸せで間ま違ちがいないだろう？」

「……じゃあ、呼び方だけでも『未・不幸せ』にしよう」

「うん。レ・ミゼラブルみたいになっちゃってるから」

「ああ無情」

「邦ほう題だいになったな。まあ俺は大丈夫なんだけど、相手はどうかな」

「単独事故じゃないってこと？　でも、ちゃんと心を込めて謝れば、きっと相手も許してくれるよ。宗志はいい人だから」

「………………あっ」

　坂田に言われて、宗志は口に手を当てた。

　そして、さーっと顔が青ざめた。

　謝っていない。

　結局、リトル・スノウに謝っていない。

「どうかした？」

「俺、謝っていないわ」

　宗志の顔は血の気が引いていた。

　謝罪の言葉なしに許される訳がない。

　もしちゃんと土下座して謝っていれば、オーディンをあれほど嗾けしかけては来なかったかもしれない。

「何があったの？」

　坂田の目が、じとっとしたモノに変わった。

　謝っていないというのは、さすがに頂けない。

　坂田は問い詰つめるような、詰め寄りフェイスはそうそう見せない。

「いや……その……」

「何か、したの？」

「……………………胸を、もみもみしました」

　その圧に耐たえられず、宗志は悩なやんだ結果、白状した。

「もみもみだけ？」

「もみもみもみもみもみもみもみ……もみもみもみぐらい」

　宗志は、あの柔やわらかな感かん触しよくを思い出した。

　坂田は仕方がないと溜ため息いきを吐つく。

「事故ってのは？」

「こけた拍ひよう子しに、はずみで、つい」

「そんなこけたときに都合よくおっぱい触さわる？」

「まあ、それは起こってしまったことだから仕方がないだろ」

「すぐに手を離はなさず、結構長くやったんだよね？」

「はい。そうですね」

　宗志はいつの間にか、敬語になっていた。

　坂田に怒おこられる時が来るなんて、思ってもみなかった。

「それはダメだよー。ちゃんと謝らないと」

「ああ、そうだな。謝らなければならない」

「分かればよし！　さっきも言ったけど、きっと許してくれるよ」

　ぱん、と手を叩たたいて、坂田は笑顔で言った。

「マスターっ！　無事でしたかっ！」

　そこへ、ネコミミがやってきた。

　やってきて、すぐくるりと背中を向ける。

「どうかしたのか？」

「マスターっ！　私嬉うれしいです。嬉しいですけど……やっぱり恥はずかしいです」

「何が？　嬉し恥ずかし？」

「裸でウロウロする変態になれたんですね」

「あっ」

　宗志は気付いた。

　今、自分は裸だということに。

　坂田という気を許した相手の前で、普ふ段だんから裸でいたいという坂田の前だからこそ、忘れていた。

　せめて、坂田が指し摘てきしてくれればよかったのだが、坂田がそんなことをするはずもない。

「ネコミミ、着き替がえ出せるか？」

「…………私は無理ですねぇ」

「あたしなら出せるぞ」

「ヨーコさん。オーディンは？」

「もう森にはいない。ぜーんぶ送そう還かんされたらしい」

「俺が崖がけから落ちたからか」

　オーディンは俺を殺せという任務を果たしたと考えたんだろう。

「ええ！　崖からっ！　マスター大丈夫だったんですかっ！」

　ネコミミが、さっき坂田がしていたように、宗志の体を隅々まで観察する。

「それより、ヨーコさん。服を出してくれないか？」

「はいよ」

　ヨーコは服を召しよう喚かんする。

　宗志は、Ｔシャツに短パン、ビーチサンダルというあっさりとした服装になった。

「この服って、お前を送還したら消える？」

「まあ多分──」

　ヨーコは誰だれかのために服を出したりなんかしたこともないから分からなかったが──

「消えますね」

　ヨーコの代わりにネコミミは残念そうに首を横に振ふった。

「……戻もどるしかないか。温泉に」

　宗志は、腰こしに手を当て、溜息を吐く。

　服を取りに行く。

　それはつまり、リトル・スノウのところへ行くということだ。

「私が服取ってきましょうか？」

　宗志の代わりにネコミミが行こうと提案するが──

「いや、坂田の言う通り、俺は謝罪をしなければならない」

　宗志は決意した──ようでいて、まだどこか決意しきれてはいなかった。

　リトル・スノウに、ちゃんと謝って、贖しよく罪ざいをする。

　それが東校の人間であっても、出来れば遺い恨こんは残したくない。

　そうは思っても、やはり人は誰かに怒られたくはない。

「事故の相手って、温泉にいるの？」

「ああ」

「じゃあボクも一いつ緒しよに行くよ」

「そう、だな。一緒に来てくれると心強いかも」

　宗志は一人で行くのが怖こわかった。

　本来ならば、ここは一人で行くべきだろうと思ってはいたが、どうしても一人じゃ勇気が出なかった。

「全ネコミミを総動員して謝ります！　ヨーコさんも！」

　ネコミミは、宗志の背中を押すために、笑顔を見せた。

「いや、あたしは謝らないけど？」

「「ええー」」

　まさかの裏切りに、宗志と坂田とネコミミの声が重なった。







　ジムにあるシャワーですっきりしたあと、宗志は恐おそる恐る温泉へと戻った。

　道中、なんと謝ろうかと考えれば考えるほど、反省の気持ちが膨ふくらんでいった。

　そして、どうしてあのときにすぐ謝れなかったのかを悔くやみ続けていた。

　だが、温泉にはもうリトル・スノウの姿はなかった。

「もう、帰っちまったみてーだなー」

　ヨーコが岩の上に立ち、遠くを見ていた。

「マスター。いないみたいです」

　辺りを捜索していたネコミミも、同じ報告をした。

　宗志は内心ほっとしていた。

　謝らずに済んだ。という訳ではないが、怒られる覚かく悟ごがまだ出来ていなかった。

「じゃあ、また明日来ようっ！」

　坂田がぐっと親指を立てる。

「そうだな。明日にしよう」

　宗志は坂田の言葉で、再度決意した。

　謝らずに済ませる訳にはいかない。

　何が何でも、何日掛かかっても、必ず謝ってみせる。

　そういう決意だ。

「おいクソマスターよー。着替えはどこに置いたんだ？」

　ヨーコが温泉の周りを見回しながら言った。

「えっとこっちの──あれ」

　宗志は着替えが置いてある岩場へ向かうが──

「どうかした？」

　様子がおかしい宗志のところへ、坂田がぴょんと一っ飛びでやってくる。

「最悪だ。服が散乱してるよ」

　荒あらされた衣服を手に、宗志が寂さびしそうに呟つぶやいた。

　岩場から地面に落ちていた。

　綺き麗れいに畳たたんであった着替えは、投げ捨てられたようにくしゃくしゃになっていた。

「さっきの騒さわぎで、かな」

　坂田は離れたところに落ちているジーンズを拾い、ぱんぱんと砂を払はらう。

「……これも、俺がちゃんと謝罪の意を示さなかったからだな………………あれ」

　シャツを広げて、破れていないことを確かく認にんした宗志が、あることに気付く。

「さらにどうかした？」

「…………いや、下着が、ない」

「え？　なくなっちゃったの？」

　ネコミミやヨーコも一緒に下着を捜さがすが、脱ぬいだ下着も着替えるはずの下着も両方なくなっていた。

　それ以外は全すべてあったのにも拘かかわらず、だ。

　宗志はリトル・スノウの言葉を思い出す。

　金玉を、潰つぶす。

　それが叶かなわなかったため、下着をぎたぎたのびりびりにしてしまったのだろうか？

　八つ当たりをしたならば、少しは気が晴れたろうか。

「参ったな、こりゃ」

　宗志は恐きよう怖ふや焦しよう燥そう、後こう悔かいや反省などが入り混じった、屈くつ託たくのある笑え顔がおを坂田に向けた。

　八つ当たりだけで許してくれればいいのだが──







　宗志と坂田はとりあえず寮りようへと帰ってきた。

　ヨーコが出してくれた服から、汚よごれたシャツとジーンズに着替えて、ネコミミとヨーコは送還した。

　下着がない状態で穿はくジーンズは、どこかモヤモヤそわそわするモノで、やはり股こ間かんが涼すずしい気がしていた。

　すぐに部屋へ戻り、着替えようとしたが──

「あー、そーちゃんやー。ええぇーところに帰ってきてくれたなぁ」

　と寮の前で清花に声を掛けられた。

「どうかしたのか？」

　突とつ然ぜん、手をがっしり摑つかまれたもんだから、宗志は驚おどろきと困こん惑わくと、嬉しさに顔をにやけさせた。

　女子に手を握にぎられると笑顔になってしまうのも、当たり前のことで変態ではないのだろうか？　などと考えたりもした。

「それがやー。イリヤ先生に召喚獣じゆうのこと聞きに行ったんやけどなー」

　清花は宗志の手を引いて、寮から離れて学校の方へと向かう。

「うん」

　宗志は仕方なく、そのまま後に付いていく。

　握られた手は離はなさず、冷え性なのかひんやりとしたすべすべの指の感かん触しよくを楽しんでいた。

「勝負で勝たなきゃ教えてくれへんそうなんよー」

「なるほどな。七瀬はずっと戦ってるのか？」

「うん。もう四〇回ぐらい負けてて、これはもうそーちゃん連れてくるしかないって出てきたところやってん」

「助すけ太だ刀ちしてやりたいのは山々なんだが、ちょっと着替えを──」

　宗志は、とりあえずノーパンであるこの状じよう況きようをなんとかしたいと考えていた。

　これからイリヤとバトルさせられるとなれば、尚なおのことだった。

「これ以上やったら七瀬ぇ死んでまうんやで！　手伝ってやってやー」

　思ったより深刻そうな顔を見せる清花。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

　宗志の後ろを、坂田も付いてきていた。七瀬を心配する清花に、坂田も心配そうな表情を浮うかべていた。

「分かったよ。俺でなんとかなるなら」

　宗志は溜ため息いきを吐ついて頷うなずいた。

　まあ、ズボンを穿いていれば、ノーパンであることなんて誰も気付かないだろうと。

　まあ、万が一気付かれても、七瀬ぐらいにだったら別にいいか。ぐらいの気持ちでいた。

　こうして、清花と共に体育館へと向かった。

　そこで宗志が見たのは──

　畳たたみが敷しかれていて、柔じゆう道どう着ぎの七瀬とイリヤが取っ組み合いをし、それを生徒たちが囲んで見ているという光景だった。

「なんで、みんないるんだ？」

　宗志は、顔が引きつっていた。

　何な故ぜなら、今はノーパンだから。

　もしジーンズがずれたりなんかして、お尻しりが見えたら一いつ瞬しゆんでバレる。

　ノーパンだと。

　こいつ、ノーパンだと。

　パンはパンでも食べられないノーパンだと。

　パンデモニウムが隠かくされていると。

「だって、イリヤ先生が戦うところなんてなかなか見れるもんやないしなぁー。口コミでどんどん人増えていってしもーてん」

　清花の説明に、宗志は納なつ得とくした。

　みんな、壁かべ際ぎわに座り、中央に敷かれた畳の上にいる二人を眺ながめていた。

「ほれほれー。もうギブアップでっすかぁ？」

　横四方固めで二人は組み合っていた。

　七瀬の上にイリヤが乗っている。

　その小さな体のどこにそんな力があるのか、七瀬は動けないでいた。

　柔道着を着て、組み合っている。

　それだけで、何をしているのかは一目瞭りよう然ぜん。

　柔道で戦っているのだ。

「……くっ」

　七瀬は足の指を駆く使しして畳の上を寝ねながら移動しようと試みるが、イリヤの寝ね技わざは完かん璧ぺきでビクともしない。

　柔道は体格差がモノを言うスポーツだ。

　だから、体重で階級を分ける。無差別でやれば、やはり体格のいい方が有利となる。

　だが、イリヤの方が背が低く、体重も軽いのに、七瀬はどうしようもなくあしらわれている。

　柔よく剛ごうを制する──をやられてしまっているのだ。

　いや、イリヤは柔も剛も内包した強さを持っているのかもしれない。

　この場にいる全生徒は、幼女のような姿に弱さを感じたことはない。

　やはり『最強』。

　どれだけ不利な状況でも、イリヤの方が強いんじゃないかと思ってしまう。

　現に、七瀬は一度もイリヤには勝てなかった。

「こちょこちょこちょ～」

　幼い子供にするように、イリヤは七瀬の体をくすぐる余よ裕ゆうすらあった。
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「あはははははっ！　ダメっ！　ダメだからっ！　無理！　無理ぃいい！」

　宗志は目を丸くした。

　その言こと葉ば遣づかい、そのテンション、その表情。

　普ふ段だんの七瀬からは考えられないほどに、崩くずされていた。

「ギブアップ……」

　七瀬は四し肢しの力を抜ぬいた。

　畳に頰ほおを付け、悔くやしさに歯を食いしばる。

「はい！　また私の勝ちでっす！　次はどうしまっす？」

　ゆっくりとイリヤは立ち上がり、襟えりを正す。

「…………次は」

　七瀬が立ち上がろうとしたところに、宗志が早足で近づいていった。

「先生。俺が相手だ」

　七瀬にとっての『恥はじ』は、『カッコワルイ』こと。

　それを、宗志は見ていられなかった。

　清花に頼たよられたこともあるが、七瀬を助けてやりたいと感じたのだ。

「宗志……」

　七瀬はアヒル座りで髪かみを整えながら、現れたチームメイトを見上げた。

「確か、召しよう喚かん獣のヒミツを聞くために戦ってるんだよな？」

「はい。何かを得たければ戦って勝つ。それがこの島の鉄則でっす」

「そこに一つ追加で、勝ったら俺の願いを聞いてくれないか？」

「なんでっす？」

「俺が占せん拠きよしたジム施し設せつを、東校も使えるようにしたいんだ」

　その宗志の言葉に、ギャラリーがざわめいた。

　せっかく手に入れた施設を分け与あたえようとでも言うのかと。

「みんな勘かん違ちがいはするなよ。東校に明け渡わたすんじゃない。戦争のときは全力で防衛する。ただ、戦争じゃないときは、使いたい奴やつには使って欲しい。生活必ひつ需じゆの施設でもないからな」

　裏切り行こう為いと取られるのも心外なので、一応の説明をする。

「へえー。偽ぎ善ぜん者でっすねぇ。追加ってことは、その子の言い分も叶えなきゃいけないってことでっす？」

「そうだ」

「分かりました。いいでっすよ。勝負でっす！」

　イリヤは文句の一つもなく、笑顔で答えた。

　その笑みはこう語っていた。

　私が、貴様なんぞに負ける訳がない──と。

　宗志は七瀬に手を差し伸のべる。

　その手を取ろうとしたが、七瀬は自分で立ち上がった。

（そう言えば、男に触さわられたら変になるんだったな）

　と、宗志は手を引っ込める。

　七瀬は、男子に触ふれるだけで心がとろけるチーズのようになってしまい、力が抜ける。

　だから、宗志の手を取っても立ち上がれないのだ。

「すまない……宗志」

「なあに、気にするな。チームだからな」

「じゃあ、これを──」

　七瀬は帯を解き、柔道着を脱ぬぐ。

　タンクトップ姿になり、脱いだばかりの柔道着を宗志に差し出した。

「………………これに……着き替がえろと？」

　宗志は柔道着を受け取りながら、顔を引きつらせた。

「私の汗あせが気持ち悪いか？　心配するな。私の汗はイチゴ味だ」

　ぐっと親指を立てる七瀬。

　だが、宗志が懸け念ねんしているのは、柔道着が汚れているかどうかではなく──

　着替えという行為が、怖こわかったのだ。

「いや、そうじゃなくて……まあ、いい。じゃあ着替えるか」

　ノーパンであることを誰だれかに知られたくはない。

　スカートがめくれてパンツが見えたのとは、レベルが違う。

　だが、道着の上を着替える分には問題ないと判断した。

「うむ。頼たのんだぞ」

　七瀬は続いて、下を脱ぎ始めた。

　おおー。と外野から歓かん声せいが上がる。

　可愛かわいらしいヒップを覆おおう三角形の布地に、男は誰もが心躍おどるモノなのだ。

「お前、それは恥はずかしくないのか？　パンツ丸見え状態だぞ」

　赤の紐ひもパンに、宗志はごくりと喉のどを鳴らした。

「おかしなことを言うな。君は私の全すべてのショーツを知っているはずだ」

　と言われ、今朝のことを思い出す。

　利ききパンツをしたときに、床ゆかに並べられたパンツたち。その中に──

「……こんな色の紐パンはなかった」

「そう、これは水着だ」

「な、なんだってっ！」

「柔道という競技は、ずれて下着が見えることもしばしばあるのでな。見られてもいいような装備で戦いに挑いどんだのだよ」

「…………そうだったんだ」

「おや、どこか残念そうだな。全て見たのにも拘かかわらず、また見たかったというのか？」

「見たかったとしても面と向かって言うかよっ！　じゃあ、着替えてくる」

　宗志が体育館を出ようとしたら──

「いやいや、男なら、そこで着替えろでっす。逃にげることは許されないでっす」

　イリヤに止められた。

「…………その意見は分からないでもないんだが、俺は恥ずかしがり屋さんだから」

　上を着替える分にはいい。

　だが、下をここで着替える訳にはいかない。

　ノーパンなのだから。

　柔道着の下はノーパンでもおかしくはないと言う人もいるかもしれない。

　だが、柔道着に着替える前からノーパンというのは、明らかにおかしいと思われるだろう。

「宗志！　じゃあボクが壁かべになるから着替えればいいんじゃないかな！」

　事情を知ってる坂田の提案。

　人で壁を作るというのは、一つの手かもしれない。

　ネコミミとヨーコはもう出し切っていて今日は出せないことが、こんなところで宗志を苦しめることになろうとは、予想だにしなかった。

　七瀬と清花に頼むことも出来ない。

　彼女らにも、ノーパンであることを知られたくはないからだ。

「……お前一人でガード出来るレベルじゃねえんだよ。よし、先生。柔道はやめよう」

　柔道着に着替えずに済む方法を考えた結果がこれだった。

「え？　逃げるんでっす？」

「他の競技で戦いたい。出来れば、着替えなくていいやつ」

「んー。あ、じゃあフェンシングにしましょう」

「フェンシングって着替えるやつじゃないのか？」

「いえいえ。そのままの姿で突つき合うのでっす。出血大サービスの、ガチフェンシングでっす」

「恐おそろしいサービス付きだが──それでいい」

　宗志は七瀬に柔道着を返した。

「へえー。意外と根こん性じようあるんでっすね。ビビらせるつもりで言ったんでっすが」

「血が出たら終しゆう了りようか？」

「いえ、降参するまででっす。いずれ授業でもやるつもりだったので、皆みなさんもちゃんと見ておくといいでっす。他にルールはありません」

　恐ろしい授業もあったもんだと嘆たん息そくしたが、着替えなければなんでもいいと宗志はそれを飲んだ。

「ならば、私が剣けんを用意しよう。義よし経つねっ！」

　七瀬の召しよう喚かん獣じゆう『義よし経つね』は、様々な武器を生成することが出来る。

「じゃあ私のもお願いしまっす。条件は同じ方が力の差の歴然さがまじまじと分かるのでっす」

「フェンシングのルールは？　剣はルールによって変わるはずだ」

　と聞いたのは七瀬だった。

「エペでお願いしまっす。つまり、頭の先からつま先まで、全部突いてもＯＫルールでっす」

　イリヤは柔道着の上着を脱ぎ捨て、義経から剣を貰もらう。

　宗志は七瀬から剣を受け取り、畳たたみの上で靴くつ下したを脱いだ。

　イリヤと宗志は向かい合い、じっと見つめ合う。

「ちょ、ちょっとタイムっ！」

　そこへ坂田が割って入った。

「坂田？」

「宗志……あの……あのね……危ないんじゃないかな？」

　坂田はイリヤと七瀬の顔を見ながら言った。

「心配すんな。フェンシングも得意なんだ」

　あまりにも心配そうな顔をしていたため、宗志は笑顔を見せてから剣を構えて見せた。

　その構えは、『ちゃんと知っている奴』の構えだ。

　安心させるためにやったことだが──

「や、やっぱり危ないよっ！　他ほかのにしようよ！」

　と坂田はおどおどしている。

「いい加減さっさと始めるでっす！」

「フェンシングなら、イリヤに勝てる可能性もあるんだ。やらせてくれ」

「でも──」

「坂田。下がり賜たまえ。宗志はやる気だ」

　七瀬に連れられ、坂田は畳から出て、冷たい床に座った。

　フェンシングの剣は細い。

　よ～く見るために、体育館の端はしから見ていたギャラリーたちは、畳の周りに集まってきた。

　坂田は、こう言いたかった。

　チャック、開いてるよ──と。

　だが格好付けて笑え顔がおを見せた宗志に、そんなこと言える訳もなく、坂田は言葉を吞のんだ。

　七瀬やイリヤの前で、ノーパンであることを言う訳にもいかなかった。

　こうなれば、最早運を天に任せるしかない。

　祈いのるように、両手を組んでいた。

（全く、坂田は心配性しようだな）

　と宗志は笑みを浮うかべていた。

　両手を組んで祈ってる坂田が、『勝利を祈っている』ように思えたからだ。

　まさか、社会の窓からゾウさんがオーバーランしないように願っているとは、露つゆほどにも思わなかったからだ。

「じゃあいきまっすよー。アンガルド」

　イリヤの掛かけ声で、二人は同時に構える。

「エトヴプレ、アレっ！」

　待ったなし、始め。

　フェンシングを知っていなくても、今が試合開始であると分かるほどの、大きな声だった。

　宗志は、剣での勝負では、先手こそが必勝だと考えていた。

　後ごの先せん、先せんの先せん。

　どれがベストなのかは、その時その時で変わるが、とりあえず初めて戦う相手には、先の先の先の先。

　とにかく先手は自分が取るべきだと考える。

　相手に技わざを知られていない内に一いち撃げきを加える。

　一撃必活の無む明みよう無む影えい拳けんを扱あつかう宗志にとっては、先手こそが必勝。それしか考えられなかった。

　だから宗志は大きく一歩踏ふみ出し、トゥシュする。

　ぐっと下半身を沈しずみ込ませるような、深い深い一歩。

　狙ねらうは、イリヤの左胸。

　思いっきり前に踏み出すことで、後ろに跳とばれても腕うでを狙えるように、深い一撃を放ったのだ。

「いい動きでっす」

　イリヤは、後ろに下がりながら、剣先をいなしていた。

　宗志の思うようには行かず、上手うまく剣を合わされて横に反らされてしまった。

　読んでいたのだ。

　先の先で来ることを、後の先で感じていたのだ。

「くっそおおっっ！」

　さらに宗志は踏み出した。

　この一連の攻こう撃げきで、決めてしまおうと躍やつ起きになっていた。

　だがそれは、──数ある動きの中で、最もチャックへの負担が大きい動きと言えるものだった。

　完全に、ぱっくり開いた社会の窓から、真っ黒クロスケが出てきていた。

　だが、チャックの位置は高く、本体までは見えていなかった。

　だから──

「なんだあいつは……」

「あいつまさか……そうなのか？」

「なんてやつだ」

　ざわめき立つ傍ぼう観かん者たち。

　トゥシュ、トゥシュ、トゥシュ。宗志が大きく突く度たびに──

「きゃああああっ！」

「おおおおー」

「危ないっ！」

「もう私、見ていられないっ！」

「惜おしい！　あともうちょいか！」

　黄色い声や色めきだった声が響ひびく。

「なんだ？　あの盛り上がりは？」

　体育館の半分だけが騒さわぎ出す異様な光景に、七瀬が小首を傾かしげた。

「多分、宗志の盛り上がりに対して盛り上がってるんじゃないかなー」

　坂田は一人、理解していた。

　坂田たちがいるところからは、宗志のお尻しりしか見えていない。

　フェンシングとは、半身の姿勢で戦うモノだから。

　攻せめに攻め続ける宗志。

　それを避よけ続けるイリヤ。

　いつ終わってもおかしくないほどの激しい戦いに、皆釘くぎ付づけだった。

「そろそろ反撃しまっす」

　イリヤが畳の端まで来たので、押し返す意味でも攻勢に出た。

　まるで、ゲームの世界の住人が使うような、高速連続突き。

　宗志の右肩かた、右腕、右胸をほぼ同時に突かれ、ぶしゅっと血が噴ふき出した。

「容よう赦しやねえな」

　宗志は、それほどの傷を負わせるつもりはなく、浅く突く気持ちでやっていた。

　だが、イリヤは深く突いている。

「死なないようにはしまっす。でっすが──二度と戦いたくないと思うぐらいには痛くなって貰いまっす」

　イリヤはいつも通り笑顔で言った。

　笑顔だからこそ、宗志は恐きよう怖ふを覚えた。

　この勝負の決着方法は『降参』だ。

　つまり、心が折れた方の負け。

　そう言われたら、意地でも降参したくなくなる。

　イリヤは舌なめずりをした。

　宗志の目に、闘とう志しが宿っていたからだ。

　生徒の、この熱い目を見るのが、その光を奪うばうのが、イリヤの楽しみだった。

　この授業で教えることは、勝てない相手にムキにならず、己の限界を知り、引き下がる勇気を持つこと。

　痛みを持ってそれを教えなければならない使命と──趣しゆ味みが混在していた。

「うりうりうりー」

　右肩、右腕、右肩。

　さらに三回、宗志は攻撃を受けた。

　だが、まだ諦あきらめたりはしない。

　まだまだ、諦めたりはしない。

　そう思った瞬しゆん間かん──人差し指を突かれた。

　宗志は剣を落とし、左手でぎゅっと突かれた人差し指を握にぎり締しめる。

「……っ」

　言葉にならない痛み。

「それではもう剣は持てませんでっすねぇ。降参してしまいなさいな」

「まだだ……まだ、左手があるさ」

　宗志は剣を左手に持ち替かえる。

　それは、体の向きも逆になるということで──

　それは──

「あいつ！　あんな状態で戦ってたってのか」

　今までノーパンチャック全開を知らなかった面々が、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「零ゼロ式解放状態で……あんな戦いを……」

　どよめく観客。

「もういい！　もう十分だよ宗志っ！」

　坂田が叫さけぶ。

　宗志が左手の剣けんを構えたとき、全すべてがさらけ出されてしまった。

　外には出ていない。だが、窓の向こうには、裸はだかの息むす子こがいた。

「なんて……デカイ男なんだ」

　その言葉は、あの状態でフェンシングをしている宗志を指していたが──

「いや、あれはむしろ人並み以下だ。寝ね取とられる側のな」

　七瀬はじっと股こ間かんを見つめながらごくりと喉のどを鳴らしていた。

「あっははは。七瀬はお気に召めさないみたいやけど、なんか可愛かわいいやん。ちっさいネッシーみたいで」

　清花は楽しそうに笑っていた。

「おいおい。誰だれがお気に召さないと言った？　ちんぽこに大きいも小さいもない。それぞれ良さがあるモノだ」

「……それ、男がおっぱいについて語るときに言うやつやで」

「女がちんぽこに対して語る言葉にして何が悪い」

　そんな会話も、宗志の耳には入っていなかった。

　利きき手である右で太た刀ち打うち出来なかった相手に、左でどうこう出来る訳もなく、宗志は左腕も刺さされていく。

　太ももを刺され、ぺたんと力なく膝ひざを突いた。

「降参でっすか？」

「まだだ。俺は──立つさ」

「立つ！　あいつ今、立つと言ったか？」

「ウソだろ……立つってのかよ」

　ざわざわとギャラリーが騒ぎ出す。

　これほどの絶体絶命状態で、萎い縮しゆくするどころか、さらに膨ぼう張ちようすると言うのかと。

「俺はまだ、一回もデカイのをお見み舞まいしてないからな」

　宗志は剣を構え直す。

「確かに、平常時より膨張率の方が大事だ。それを──見せようと言うのか！」

　七瀬が驚おどろきを見せていた。

「み、見てられないよぉ」

　坂田がついに目を逸そらした。

　顔を手で覆おおい、顔を横に向けたのだ。

　普ふ段だんから裸で生活することに喜びを感じる坂田だが、宗志が知らず知らず羞しゆう恥ちに晒さらされている現状から目を逸らした。

「いや、見るのだ。坂田。男児ジッパー開かざれば、刮かつ目もくして見よという言葉がある」

　そんな坂田の手をがっしりと摑つかみ、七瀬は坂田の顔を覆っていた手を開かせる。

　そして、頭を摑んで、宗志に向けた。

「あるの？」

　坂田は目だけでちらりと七瀬を見る。

「ないけど、先ほどからある」

「先ほどから？」

「私が作った」

「それは、そういう言葉がないってことなんじゃないかな」

　苦笑いを浮うかべながらも、坂田は宗志を見ることにした。

　宗志の、決死の覚かく悟ごを見届けなければならないような気がしていた。

（くそ……強すぎる）

　宗志には、そんな外野の声は届いていなかった。

　集中して戦う方法を模も索さくしているときに、周りの声など気にならない。

　どうすれば、勝てるのか。

　せめて、一いつ矢し報むくいるにはどうすればいいのか。

　それをずっと考えていた。

　利き腕はもう使えない。

　どうすれば、降参させられるだろうか？

　降参……降参……

（イリヤは、確かに言っていた。降参させること。それ以外に、ルールはない）

　それ以外に、ルールはない。

　つまり──

　何をしてもいいから降参させろということ。

　宗志は覚悟した。

　一矢報いるための策を、実じつ施しする覚悟を。

「うおおおおおおっっ！」

　宗志は、また無む謀ぼうにも突とつ撃げきした。

「お、何か思いついた顔でっすね。無む駄だ無駄ぁっ！」

　イリヤは今までとは全く違ちがう動きで宗志の突きを避けた。

　宗志が何かを閃ひらめいたならば、それは今までの動きに対しての策だろうと考えたからだ。

　くるりと回転するように横に避けながら、左肩目指して剣を突く。

　宗志はまた、肩を刺された。

「ここだっ！」

　肩を突き刺されたまま、さらに前へ出る。

　左手に持っていた剣は捨て、熊くまが襲おそいかかるように、両手を上げてイリヤに飛びかかったのだ。

「うきゃあっ！」

　まさか、ここで剣を捨てて、柔じゆう道どうに持ち込む手に出るとは、さすがのイリヤも考えていなかった。

　だが、卑ひ怯きようともルール違い反はんだとも思わなかった。

　むしろ、この絶望的な腕の差を埋うめるための苦肉の策に、喜びを感じていた。

　宗志は、手が当たれば、それで逆転勝ちが出来るはずだと確信していた。

　だから宗志は、剣を捨てて、強ごう引いんにイリヤに抱だきつこうとした。

　だが──そのときになって、やっと、ようやく、気付くことが出来た。

（いつからだ……いつから……）

　汗あせがぶわっと湧わき出てきた。

　チャックが、全開であることに、気付いたのだ。

　何な故ぜ今まで気付かなかったのか。

　そして何故今いま頃ごろになって気付いたのか。

　それは、とうとう、出てしまっていたからだ。

　ぼろん、と全部、出てしまっていたからだ。

　宗志は顔面蒼そう白はくになったあと、一気に真っ赤に染まった。

　そして、決死の覚悟が薄うすれ、気が削そがれてしまった。

　気がつけば、宗志は前のめりに、畳たたみに伏ふせていた。

　フェンシングを捨てて、柔道に持ち込んだ結果、投げ飛ばされたのだ。

　さらにイリヤは宗志の腕を絡からめ取り、馬乗りになっていた。

　元々柔道で戦っていても負けていた。

「……これ以上は、もう戦えない。ギブアップだ」

　こうして、宗志は負けた。

　この状じよう況きようは、もうどうやっても負けだ。

　ショックだった。

　召しよう喚かん獣じゆうなしならば、この島で誰よりも強いという自負があった。

　何より、みんなにちんこを見られたことがショックだった。

「……何故、手を止めたのでっす？」

「……精神的に参ったので、つい」

「あのまま襲いかかってきてたら、恐おそらく──」

　イリヤの胸は、久しぶりに焦あせりでドキドキしていた。

　宗志が途と中ちゆうで固まらず、攻こう撃げきを続けていれば負けていたかもしれない──と。

「いやあ、楽しめたでっす」

　イリヤはいつもの笑え顔がおで宗志から手を離はなし、ぴょんっと飛び退のいた、

「……くっ」

　宗志は地面に伏したまま、腕を押さえる。

　緊きん張ちよう感が解けて、全身に痛みが急に襲ってきた。

「まあ、施し設せつの件でっすけど、西校が占せん拠きよしたならば、それは西校が『好きにしていい』施設なのでっす。元々、許可なんていらないのでっす。一応、私からそうしたいって管理者に伝えておいてやるでっす」

　いい汗をかいたと笑顔のイリヤはかっかっかっかっと高笑いを決め込んで歩いて行く。

　試合が終わったことで、三々五々、観客も体育館を後にする。

　あんな試合のあとで、イリヤに挑ちよう戦せんしようなどと、誰も思わなかった。

「宗志……大だい丈じよう夫ぶ？」

　坂田が俯うつぶせになっている宗志に声を掛かける。

「見られた……よな」

　宗志は、ぐっと奥歯を嚙かみしめて、悔くやしそうに呟つぶやいた。

「えっと……遠かったし、ちっちゃかったから全然見えてないよ！」

　坂田は安心させようとそう言ったが──

「見えてんじゃねえかよ……」

　大きさに言げん及きゆうしてしまったために、宗志に噓うそがバレた。

「心配するな。日本人としては平均的学生ちんぽこだった」

　七瀬がぽんぽんと宗志の頭を叩たたいて慰なぐさめる。

「平へい成せい狸たぬき合がつ戦せんぽんぽこみたいに言うんじゃねえよ」

「可愛かったで。ぴょーんってしてて」

「全員見てんじゃねえかよ」

　宗志は泣いた。

　涙なみだを流さず、心の中で、しんしんと降る雪のように泣いた。







　宗志がはみ出し王子というあだ名を授さずかった次の日。

　同じ時間に温泉に行ってみたが、一時間待ってもリトル・スノウは現れなかった。

　だが、別の人物が現れる。

　温泉から戻もどる途中、ジムの前に、その人物はいた。

「おおー心の友よぉ～」

　両手を広げて宗志を迎むかえたのは、この施設を巡めぐって争った、『むきむきジャッキー』だった。

（暑苦しい……）と宗志は顔を顰しかめる。

「ど、どうしてここに？」

　むきむきジャッキーに対していい思い出のない坂田が、宗志の陰かげに隠かくれた。

　ぎゅっと袖そでを摑み、背中に頰ほおを寄せていた。

「聞いたぜぇ。お前、この施設を東校も西校も使えるようにしたいんだってなぁ」

「そうだ」

　リトル・スノウはむきむきジャッキーへの伝言を果たしてくれていたようだ。

　そう考えると、宗志は少しだけほっとした。

　宗志のことを恨うらみに思っているならば、伝言も無視していただろう。

　全く話を聞いてくれない訳ではなさそうだ。

　となれば、会えるまで何日でもあの時間に温泉へ行くべきだ。

「お、お前！　いい奴やつ！　ザ・いい奴っ！」

　びしっと指をさし、むきむきジャッキーは感動していた。

　宗志の本音は、ただただこいつと再戦したくないという思いだった。

　恐らく、このむきむきジャッキーはジム施設に異常なまでの思い入れがある。

　次の戦いも、その次の戦いも、必ずまた襲いかかってくるだろう。

　むきむきジャッキーが本気でこの施設を取りに来たら、次は勝てないかもしれない。

　だから、宗志はここを共有財産にした。

　そう。優やさしさや平和のためではない。

　己おのれのため、そして坂田のための打算。

　イリヤの言う通り、偽ぎ善ぜんだったのだ。

「欲ほしいのはこの施設じゃなかったからな」

　そう。欲しかったのは温泉だ。

　そのことを悟さとられないためにも、オープンにしておく方がいいと考えた。

「管理者には話を付けたのか？」

　むきむきジャッキーは腕を組みながら言う。

「ああ、担任の先生にな。管理者に伝えておいてくれるって」

「ねえ、その管理者ってのを倒たおせば、強引に施設を使えるんじゃないかな？」

　と坂田が割って入った。

「この島にはな。絶対に逆らっちゃあいけない奴が四人いる」

　むきむきジャッキーは苦々しい顔で首を横に振ふりながら言った。

「というと？」

　興味深い、と宗志が前のめりで聞く。

「一人は、教師王。一人は牧場王。一人は観光王。一人は医者王」

「……何その肩かた書がき」

　聞いたこともない言葉の羅ら列れつに、宗志は少し引いた。

「この月がち輪りん島とうの最強四人だ。そして、このジムは観光王の管かん轄かつ化にある」

「その王？　たちはどうやって見分ければいい？」

「……全員、子供の姿をしている。そして、ぱっと見ただけで『これは勝てないな』と諦あきらめてしまうような見た目の召喚獣だ」

「そう言えば、うちの担任が『最も最強』だって言ってたな。あれは、『四人の最強』の中で一番強いって意味だったのか」

「ほう、なんだ。教師王イリヤを知ってるのか」

「王っていうか、女王っていうか」

「そこは愛あい称しようだから指し摘てきしなさんな。『四強』は、それぞれ特とく殊しゆな召喚獣を持っている。一度、一対一を四回やったそうだが──」

「それでイリヤがトップだった？」

「いや、全員一勝一敗一分だったそうだ」

「なるほど。だから『最強が四人』なのか」

「だが、その中で、教師王イリヤだけが、全力を出せなかった」

「出せなかった？　出さなかったじゃなくて？」

「教師王イリヤの召喚獣は、その気になれば世界を一〇〇回滅ほろぼせると言われている。その結果、『同時に召喚していいのは三体まで』と制限されてしまった」

「……まあ、なんとなく分かる気がする」

　イリヤの性格も考こう慮りよしての制限なのだろう。世界を滅ぼせる力。というのも納なつ得とく出来る。

「何にしても、感謝しかないぜ。心の友よ」

「そのジャイアン的な呼び方、やめて。普ふ通つうに気色が悪いから」

「す、すまねえ。心の友さん」

　宗志は、もう呼び方については諦めようと思った。

「……………………そうだ、ジャッキー。一つお願いがあるんだが」

「おう、ここを使わせて貰もらう代わりになんでもやるぜ」

　どん、と胸を叩いて、むきむきジャッキーは白い歯を見せる。

　何でもかみ砕くだけそうな、屈くつ強きような歯をしていた。

　そう言えば、ゴリラはクマよりも嚙む力が強いとかなんとかいう話を思い出したが、その知識をここで披ひ露ろうする気はなかった。

　むきむきジャッキーのことをゴリラと思っていると、誤解されたくなかったからだ。

「リトル・スノウって子を知ってるか？」

「知ってるも何も、スノウからここのことを聞いたんだ」

「ちょっと彼女に謝罪したいことがあって。でもどうすれば会えるのか分からないんだ。だからここ……いや、俺と出会った場所に来て欲しいって伝えてくれないかな？」

「そんなことでいいのか？」

「頼たのめるか？」

「ああそんなことぐらいなら、いくらでも」

「じゃあ、この施設は今まで通り存分に使ってくれ」

「キスしてもいいか？　心の友さん」

　両手を差し出し、にゅーっと口を突つき出すむきむきジャッキー。

「絶対にやめてくれ」

　宗志は腕うでをぴーんと張って拒きよ絶ぜつした。

「なら、一いつ緒しよにトレーニングをしよう。俺が最高に効率のいい筋肉の作り方を特別に伝授してやろう」

　キス顔のまま、施設を指さす。

「いや、やめておく。お前がお前の思うままに存分に使ってくれ」

「なんて気き遣づかいっ！　ますます気に入ったぞ！　心の友さんよぉ～」

　口を突き出したまま、むきむきジャッキーは施設へと消えていく。

「ジャッキーさん、いい人だったんだね。もっと怖こわい人だと思ってた」

　坂田は施設の中へと消えていくむきむきジャッキーを見て、安あん堵どの表情を浮うかべた。

「あいつは今、俺を『仲間』だと思ってるんだろう。ヤクザでもヤンキーでも、ライオンでもゴリラでも、仲間には優しいもんだ」

「どうかした？」

「ん？」

　坂田が宗志の前にくるりと身を翻ひるがえして宗志の前に立ち、じっと顔を見つめてきた。

「なんだか、上手うまく行ってるのに上手く行ってないみたいな顔」

「お前に表情から感情を読まれる日が来るとは思ってもみなかったよ。いや何、むきむきジャッキーに呼んで貰って、いざ謝罪出来る状じよう況きようになったら……萎い縮しゆくしてんだ、俺。謝ったぐらいで、許して貰えるだろうかって思ったりな」

「なるほどなるほど。分かるよ、その気持ち。──よし、ボクが脱ぬぐよ！」

「え？　脱ぐ？」

「とりあえず、向こうがどのぐらい怒おこってるのか聞いてみればいいんだよ！」

　坂田はぐっと拳こぶしを握にぎり、『いいことを思いついたフェイス』でにやりと笑った。

「聞いてみるって……あ、お前がか？　脱ぐって一ひと肌はだ脱ごうってことね」

「そう！　宗志が行く前にボクが会ってみて、どう思ってるか聞いてみる！　よーし！　脱ぐぞーっ！　脱いでみせるぞーっ！」

「一肌脱ぐってちゃんと言えよっ！　不安だからっ！」

　宗志はこの坂田の提案に乗ることにした。

　情報は多い方がいいと考えたからだ。







　そして次の日──

　宗志と坂田は温泉へ向かっていた。

　むきむきジャッキーの伝達は上手く行ったのだろうか？

　少々の不安と、少々の期待。

　そして、少々の恐きよう怖ふと、多量の申し訳なさを内包した心臓は、まだ出会ってもいないのに、今にも破は裂れつしそうなぐらいにばくばくしていた。

「マスターっ！　今日はいるみたいですよ！」

　先行させていたネコミミが帰ってきた。

　いよいよ、謝罪の本番。

　言葉は様々考えては来たが、とにかく謝るしかない。

　とにかく、相手の意見を尊重し、許して貰える条件を満たすしかない。

「よし！　じゃあボクが先に行ってくるよ！　宗志はここでちょっとネコミミちゃんと待ってて！」

「あ、坂田──」

　やっぱりやめておいた方が──という言葉を聞く前に、坂田は犬のような速さの全力ダッシュで温泉へと向かった。

　もう少し大きな声で言うべきだった。

「マスター。ああいうの、確かこう言いましたよね──『猫ねこまっしぐら』」

　ぴゅーっという擬ぎ音おんが似合いそうなほどの速さ。

　関かん羽う的な人とか呂ろ布ふ的な人が乗ってそうな、赤き脱だつ兎との如ごときスピードだ。

「いや、猪ちよ突とつ猛もう進しん。恐おそれも戸と惑まどいも躊ちゆう躇ちよもない猪いのししだ。──まあでも、『猫まっしぐら』の方があいつにはお似合いだな」

　追いかけようかと思ったが、とりあえずどうなるのか待ってみることにした。

　坂田は一人、温泉までやってきた。

　そして、大きな岩に腰こし掛かける一人の少女を発見した。

　坂田が、いつも着き替がえを置くために使っている、表面が平べったい岩だ。

（……凄すごく綺き麗れいな人……）

　輝かがやく銀色の髪かみ、水仕事をしたことがなさそうな、綺麗な長い指、森という場所に似つかわしくない、可愛かわいいローファー。

「こ、こんにちは！」

　坂田は笑え顔がおで話しかけた。

「…………ゎ」

「え？」

　聞こえなかった。あまりにも小さな声だったから、全く聞こえなかった。

「側に、行ってもいいかな？」

　こくりとリトル・スノウは頷うなずいて、少しズレて座る。

　空いたスペースにちょこんと坂田は座り、二人ともじっと温泉を見つめていた。

　話を始めるタイミングを探さぐること、二分。

「ぼ……ボクは坂田。坂田……権ごん左ざ右衛え門もん。君は？」

　名前から入るのが礼れい儀ぎだとして、坂田はかっと目を見開いて聞いた。

「ふふっ。私はリトル・スノウ」

　リトル・スノウが笑ったのは、坂田が慌あわてて喋しやべり出したからか、それとも権左右衛門という聞き慣れぬ名前のせいなのか。

　耳を澄すませる距きよ離りに来られたおかげで、なんとか聞き取れた。

「ここで、男の人を待ってるんだよね？」

　坂田は宗志という名前を出さなかった。

　直球を投げずに、ボール球から投げていったのだ。

　本当に嫌きらっているなら、名前を聞いただけでも嫌いやな顔かおをするかもしれない。

　相手が嫌っているかどうかを確かめるにはそれも一つの手だが、ここはまだボールで牽けん制せいする時間帯だと考えた。

「そぅ……ぁなたは？」

　そんな坂田の策略を見み抜ぬいているのかいないのか。リトル・スノウは無表情でいた。

「まあ、ボクも、かな。…………もしさ。例えばだけどさ」

「ぅん」

「スノウさんをこう、服をびりびりーってやって、ぐへへへーって言って、おっぱいをもらもらもらーっ！　ってしてきた人がいたとする」

「ぅん」

「その人がごめんなさいって言ってきたら、許す？」

「金玉を潰つぶす」

　リトル・スノウの目が、冷たく細められた。

「……そっ…………そっか」

　坂田は目を伏ふせた。

　宗志が怖がるはずだ。

「ねえ、じゃあさ……どう思ってる？　男性のこと」

「私には、結けつ婚こんをしなければならなぃ人がぃる」

　坂田は、『その』を付け忘れた。

　その男性のこと。つまり宗志のことを聞きたかったのに、男性一いつ般ぱんのことをどう思っているかを聞いてしまった。

　５Ｗ１Ｈを怠おこたっては、話は逸それていくことがあるのだ。

「こっ、婚こん約やく者っ！」（マズいよ宗志ぃ～）

　坂田は苦笑いを浮かべるしかなかった。

　婚約者がいる相手に、もにゅもにゅ系の粗そ相そうをしてしまったら、そりゃあ怒るはずだと。

「まだ……婚約はしてぃなぃ」

　リトル・スノウは首を横に振ふった。

「そ、そうなんだ……」

　好きな人がいる。あるいは、親に決められた相手がいる。

　が、それほど親しい相手ではないのだろう。

　何やら、複雑そうな理由がありそうで、坂田は少し同情した。

「じゃあさ、その婚約者候補さんからの告白を待ってる訳だ」

「そぅ……でも、私から告白しなければならなぃ」

「そうなの？」

「……私の方から言わなければ……ならなぃ。スノウ家の家訓で、そぅ決められている」

　リトル・スノウはもう一度言って、切ない表情を見せた。

「へえ……」

　坂田は複雑な理由が家庭にあると理解した。

　婚約者に、女性の方から告白しなければならない。

　そんな、不思議な家の掟おきてに、リトル・スノウは縛しばられているようだ。

　そんなの、気にしなければいいじゃないか。

　坂田はそう言いたかったが、言えなかった。

　家庭事情に介かい入にゆう出来るほど、まだ人間関係を築けてはいない。

「ぁなたは？　心に決めた人……好きな人、ぃる？」

　今度はリトル・スノウが話を進めた。

　その、何気ない質問に、坂田は顔をぽっと赤く染めて、深く考え込んだ。

　好きな人はいるのか。

　そんなこと、考えたこともなかった。

　そして、いざ考えると、なんだか恥はずかしくて恥ずかしくて堪たまらなかった。

　リトル・スノウから目を逸らし、じっと空を見上げて──

「ボクは………………うん。好き……なんだと思う。いるよ、好きな人」

　とはにかんだ。

「ぃぃね」

　リトル・スノウは同じように空を見上げた。

　晴天の空。雲は一割程度だ。

　坂田は片膝ひざを抱かかえ込むようにして、清すが々すがしい気持ちで言う。

「凄いいい奴やつなんだ。ボクが海に落ちたときなんか、すぐに飛び込んでくれてさ」

「命を、助けてくれた……相手なんだ」

「そう。──ふふ、でも宗志も溺おぼれちゃって大変だったんだよ」

　ここで、坂田はぽろっと宗志の名を出してしまったが、リトル・スノウは別段気にした様子もなかった。

「……そぅ」

「話は聞いてくれるし、困ってると助けてくれるし。退たい屈くつそうにしてたら話しかけてくれるし、こんなボクの意見や主張を尊重してくれるし。うん……あー、うん。やっぱり、ボクは宗志が好きだ」

「……ぅらゃましぃ」

「え？」

「そんな風に、私も話せたら……」

　リトル・スノウが坂田を羨うらやましいと感じたのは、その真まっ直すぐさだった。

　初対面の相手に恋こいの話を赤せき裸ら々らに語れる素す直なおさ。

　好きな人を好きだと言える真ま面じ目めさを羨んだ。

「スノウさん、悩なやんでいるんだね？」

　坂田は、ぐっと顔を寄せて、輝いた目で言った。

「ぇ？」

「結婚したい相手がいるのに、好きな人がいるのに、それを言い出せずにいる！」

　さらにぐいっと顔を近づける坂田。

「……そぅ……だけど」

　ぐいぐいに迫せまられて、リトル・スノウは少し引く。

「それはきっと、話をすることが苦手だからじゃないかな？」

「ぅん。そぅ……正に……そぅ。……告白をしなきゃダメなのに……でも、大きな声を出すことが、恥ずかしくて」

　そのリトル・スノウの告白に、坂田は岩場からぴょんと飛び降りて、くるりと体を翻ひるがえし、両手を上げて大きな声で言う。

「だったら！　ボクに、ううん、ボクたちに任せてよ！　ボクたちが脱ぬぐよっ！」

　満面の笑み。

　様々な問題の解決策を思いついた、坂田の得意気な表情──

「………………脱ぐ？」

　よりも、言葉の最後の意味がよく分からず、リトル・スノウは小首を傾かしげた。

「うんうん！　スノウさんがその婚約者かっこ仮さんに告白出来るような、声を大きく出せるような特訓を、ボクが考えるよ！」

　まるで舞ぶ台たい役者のようなオーバーかつ大きな声で、坂田は言った。

「ホント？　こんな、初めて会った私のために？」

　リトル・スノウは、目をぱちくりさせながら驚おどろいていた。

　坂田が何者なのか。何をしにここへ来たのか。そもそも何がしたいのか。

　よく分からない。何もかもがよく分からない。

　だが、そんな坂田を、リトル・スノウはやっぱり羨ましいと思った。

「うんうん。それで許してくれるってことで……どうかな？」

「許す？　って……何を……？」

　坂田の中ではもう話は終わって完全燃焼していたが、それを全すべて伝えていないために、リトル・スノウは消化不良の状態だった。

　二人の熱さの差は、そこにあったのだろうか。

「よし！　じゃあ連れてくるよ！」

「…………ぅん」

　リトル・スノウは二回聞かなかった。

　自分の声が小さく、いつも聞き返される側の人間が、人に何度も聞き返すなんて行こう為いを出来る訳がなかった。







　坂田はダッシュで宗志のところへと戻もどってきた。

　坂田が戻ってくるまでは何も出来ず、ただ立って待っていた宗志に、坂田は息を切らしながら──

「行ってきた！」

　と、坂田は親指を立てる。

「どうだった？」

　宗志は期待を込こめた目で吉きつ報ぽうを待った。

「謝っても許さないって！」

　と、親指を立てる。

「噓うそーん！」

　宗志は仰のけ反った。

「条件を付けてきたよっ！」

　と、親指を立てる。

「条件？」

「スノウさんには結婚を固く約束しそうな人がいるみたいで、それを手伝うことにしたんだ」

　と、親指を立てる。

（婚約者がいたのか）

　宗志はなるほどと頷うなずいた。

　そりゃあ、金玉を破は壊かいするほど怒おこるはずだ。

「手伝うって、どうやって？」

「大きな声を出せるような訓練だよ！　スノウさんは、その婚約者にしっかり告白したいんだけど、声が小さいのがコンプレックスみたいで」

「……あー、まあ……確かにあいつ、雨の音より小さい声だもんな。で、それをどう訓練する気なんだ？」

「ライブをしよう！　それも特大の！　ド・ライブを！」

　坂田は両手を大きく広げて言った。

「うん。超ちようド級みたいに言いたいのは分かったが、それは最も早はや、別物になっちゃってるから」

「七瀬と清花にも手伝って貰もらって、ドライブすればいいんだよ！　日曜日に観光地でやれば、西校も東校もないでしょ？」

「ドの音をもっと張れよ。完全に運転になってるじゃねえか。……分かった。じゃあ俺が二人に声を掛かけて頼──」

「いや！　そこは言い出しっぺのボクがやるよ」

「……………………俺がやった方がいいと思うんだけどな」

「いやいやいやいや！　そこは手を煩わずりゃりゃせる訳には」

「煩わずらわせるが言えてない奴に頼たのめるか？　…………不安だ」

「宗志はスノウさんにドライブのことを伝えてよ！　忙いそがしくなるぞーっ！」

　坂田は嬉うれしそうだった。

　祭りを準備するときのような高こう揚よう感に包まれて、今にも空に飛んでいきそうな勢いだった。

　いや、すでに心は飛んで行っているのかもしれない。

「っていうか、お前──」

「じゃ、早さつ速そく行ってくるよっ！　宗志も謝罪、頑がん張ばってね！」

　そして、坂田は全力ダッシュで寮りようへと走っていった。

「…………一いつ緒しよに行ってくれるんじゃ、なかったのかな」

　消えていく坂田の背中を見ながら、宗志はリトル・スノウぐらいの小さな声で呟つぶやいた。

　坂田はそもそも、リトル・スノウへの謝罪に随ずい伴はんしてくれるためにここに来ていたはずだった。

　宗志も、一人での謝罪が怖こわかったから、それが嬉しかった。

　だが、なんだかんだで、結局自分一人で行くことになりそうだ。

「マスター。私が付いていきますよ」

　ネコミミが、そんな宗志の背中をぽんぽんと叩たたく。

「ああ、猫ねこの手でも借りるわ」

「ネコじゃないんですけどねぇ」

「言葉のアヤだ」

　坂田の後を追わず、宗志は温泉へとやってきた。

　リトル・スノウの顔を確かく認にんし、一いつ瞬しゆん立ち止まると、決意した表情で近づいた。

「まずは、こんなところに呼び出して、すまなかった」

　すっと姿勢よく立ち、軽く頭を下げる。

「ぃゃ……気にしてなぃ」

　リトル・スノウはふるふると首を横に振ふり、綺き麗れいな髪かみがさらさらと流れた。

「この度たびは、不快な思いをさせてしまい、誠まことに申し訳ございませんでした」

　そして、宗志は腰こしを九〇度曲げて、頭を下げた。

「すみませんでしたー」

　後ろに控ひかえていたネコミミも頭を下げる。

　その様子はさながら、不ふ祥しよう事じを起こした会社役員一同のようだった。







　宗志の謝罪が始まった頃ころ──

　寮に戻った坂田は、寮の一階にあるランドリールームで七瀬を発見した。

「七瀬ーっ！」

　笑え顔がおで手を振って駆かけ寄ってくる坂田の姿に、七瀬はふっと小さく笑った。

　まるで、よく懐なついた犬のようだったからだ。

「やあ。君から呼びかけられるのは珍めずらしい。──何か、用かな？」

　洗せん濯たく物ものを乾かん燥そう機きに入れる作業をやめて、七瀬は腕うでを組み、坂田に集中する。

　作業をしながらは失礼に当たると考えたのだ。

「実はさ。ある女の子が大きい声を出せるようになりたいって悩なやんでて、で、ボクたちが脱ぐことになったんだけど、ドライブをしようと思うんだ！　七瀬も参加して欲しいな」

　坂田は、伝えたいという気持ちが先行しすぎて、早口に全てを告げた。

「………………ほう。それはまた、なかなかのプレイだな」

　七瀬は落ち着けとは言わなかった。

　坂田は言葉に詰つまることなく、ちゃんと用件は伝えていたからだ。

「もうすぐ宗志が帰ってくるからさ。あとでボクたちの部屋に来て欲しいんだ」

「いいだろう。用意しておこう」

「ほんと？　ありがとう」

「なあに、持ちつ持たれつという奴やつだ」

「じゃあボクは清花にも言ってくるね」

「ああ、我々はチームだからな。清花にも声を掛けるのが筋というモノだな。私から伝えようか？」

「いやいや！　ボクが言い出したことだから。ボクが直接伝えるよ」

「あはは、そういうことか」

「そういうこと？」

「君が何な故ぜそれほど急いで、そして楽しそうなのか。それは、宗志の考えた催もよおしではなく、君が主しゆ催さいするイベントだから張り切っているのだろう？」

「そう！　さすが七瀬だねー」

「……君も、なかなかのモノだな」

「何が？」

「いやなに。ではあとで。清花は食堂でお茶をしているはずだ」

「うん！　じゃあまたっ！」

　坂田は走った。

　ランドリールームから食堂は、すぐ側そばにあるのだが、それでも坂田は走った。

　たった二歩の距きよ離りだろうが、坂田は走ったろう。

　それほど、気が逸はやっていた。

　次に、食堂へと坂田はやってきた。

　食堂では何人かがぽつぽつと休きゆう憩けいしている生徒がいた。

　清花は食堂の端はしの端で、ホットな紅茶を楽しんでいた。

　パックの安物だが、気にする生徒はいない。

「清花ーっ！」

　他ほかにも生徒はいたが、坂田のテンションは変わらない。

　食堂に飛び込んで来た坂田の姿をちらりと見るが、別段気にした様子もなかった。

「んー。もんちゃんやんかー。どないしたーん？」

　清花は笑顔で手を振って坂田を迎むかえ入れた。

　坂田は清花のところまで走ってくると、机にぶつかりそうになりながら──

「実はさ。ある女の子が大きい声を出せるようになりたいって悩んでて、で、ボクたちが脱ぬぐことになったんだけど、ドライブをしようと思うんだ！」

　剛ごう速そつ球きゆうの速さで用件を伝える坂田に、清花はマグカップを両手で持ちながら困こん惑わくした、

「…………そうなんやー。そうなんやー？」

　清花はとりあえず分かったフリをしたが、やっぱり分からなくて笑顔のまま首を傾かたむけた。

「で、清花にも手伝って欲しいんだ！」

　元気いっぱいの坂田に、清花は笑顔のまま、首を傾かしげたままで、カップをテーブルに置いた。

「……出来ることはしてあげたいんやけどー。どうすればええのん？」

　とりあえず、坂田が何を言っていたのかは保留した。

　何をするかが何よりも大事だ。

「衣い装しようを用意して、ドライブすればいいんじゃないかな！　もうすぐ宗志が帰ってくるからさ。ボクたちの部屋でどうするのか相談しようよ」

「そっか……」

　清花は笑顔で一言だけ呟いた。

　こりゃあもう、とりあえず宗志が出てきてから詳しよう細さいを聞くべきだろうと考えた。

　そもそもこの謎なぞのイベントに参加すべきなのか。

　今回はお断りしておこうかと思ったが──

「七瀬も来てくれるみたいだし」

　という言葉に、清花は折れる。

「七瀬ぇもやるって言うたんやー。じゃあウチも参加するかなー」

　四人でチームを組んでいて、三人がやるというなら、自分も参加せざるを得ない。

「ありがとう！　よーっし！　脱ぐぞーっ！」

　坂田が両手を上げて嬉しそうに叫さけんだ。

「え？　それってウチも？」

　脱ぐという言葉に、清花は動どう揺ようを隠かくせなかった。

　脱ぐ、という言葉は、どう捉とらえても服を脱ぐ以外に考えられなかった。

「うん。みんなで脱ごうよっ！」

　坂田はぐっと親指を立てた。

「ええぇー」

　清花はずっと笑顔のまま、ずっと困惑した。







　坂田が仲間を集めている間、宗志の謝罪は続いていた。

　リトル・スノウの声が聞き取り辛づらいので、坂田のときと同じように岩場で寄り添そうような形で話を続けていた。

　この、隣となりに座るというのは、リトル・スノウからの提案で、宗志は意外だったが渡わたりに船状態で有り難く隣に座らせて貰った。

「──────ゎかった。十分、謝罪の意は伝ゎった」

　平身低頭して謝罪され、リトル・スノウは静かに言う。

「ありがとう。本当は、あのときこうすべきだったのに、遅おくれてしまった。本当にすまない」

「私も……気が動転して……ゃりすぎた」

　リトル・スノウも宗志に頭を下げた。

　ぺこぺこぺこぺこと、二人は鳥が求愛しているかのように頭を動かしあっていた。

「俺は、東校の人間とも、仲良く出来たらいいなと思ってるんだ」

「………………私も」

　リトル・スノウは、こくりと首を縦に振る。

「二度とこのようなことがないように、もう出会わなくて済むように、……ここも、時間帯を分けて共有出来ればいいなと──」

「別に……ぃぃ」

　宗志の提案の途と中ちゆうで、リトル・スノウは首を横に振った。

「え？」

「同じ時間でも、ぃぃ」

　リトル・スノウの言葉は、意外だった。

　それはつまり、またここで偶ぐう然ぜんのバッティングをしても構わないということなのだろうか？

　つまり、また一緒に、風ふ呂ろに入ってもいいということなのだろうか？

　宗志は驚おどろきと共に興奮しそうになったが、その真意を確かめようとはしなかった。

　意味が違ちがっていれば、また謝罪しなければならない。

「……また、ここで会ぃたぃ。ぁなたに」

「え？」

　驚いた。一時は金玉を潰つぶそうとした相手に、また会いたいと？

　リトル・スノウが今どういう気持ちなのか、まだ推おし量れずにいた。

「明日も……ダメ？」

「そ、そう言えば坂田が先にここへ来たんだよな」

　だから宗志は話を変えた。

「ぅん」

　リトル・スノウは目を閉じて坂田の顔を思い出したあと、目を開いて頷うなずいた。

「なんか、約束をしたとかしてないとか」

「…………私の……この……コンプレックスを克こく服ふくしてくれるとか」

「あいつの案は、ライブらしいけど、歌とか歌える？」

「…………凄すごくいい案だと思う。歌は……好きだから」

　リトル・スノウは嬉うれしそうに笑った。

　宗志も思わず笑顔になり、坂田の案が正しかったのだとホッとした。

「そうか。じゃあ、好きなアーティストとかアイドルとかいる？」

「さむふぉーてぃーわんとか」

「さむ？」

　宗志には知らない言葉だった。

「Ｓ、Ｕ、Ｍ、41」

　アルファベットを一つ一つ、丁てい寧ねいに発音してくれるリトル・スノウ。

（…………ご当地アイドルかな？）

　宗志の頭の中で、アルファベット三文字に数字がくっつけば、アイドルしか出てこなかった。

「まあ何にしても、歌いたい曲とかあれば、また明日聞くよ」

　そう言って、宗志は岩場から立ち上がる。

「ぁ……ぅん……会って……くれるんだ」

「今回は俺が呼び出した。次回は君が呼び出す。おあいこだ。──じゃあ、また」

「また……明日」

　リトル・スノウは小さく手を振ふった。

　宗志も小さく手を振ったあと、寮りようへと戻もどる。

（リトル・スノウは、俺にまた会いたいと言っていた。どうして？）

　腑ふに落ちてはいなかった。

　もしかしたら、今度こそ金玉を潰すつもりなのでは？

　だとしたら、何故今そうしなかったのか？

（俺が現れるか分からなかったから、大した準備をしてこなかった？）

　だとすれば──明日はまんまとやってきた宗志を、準備万ばん端たんで──

　ぞくっと背筋が凍こおる思いだった。

　明日は、ファールカップを用意しようと心に決めた。







　寮に戻って部屋へ向かうと、そこで三人娘むすめが待っていた。

「あ、宗志。ちょうどだったね」

　笑え顔がおの坂田は、異様な姿をしていたので、宗志は一回頭の先からつま先までじっくりと見て、とりあえず保留した。

「ちょうど？」

「うん。今みんな揃そろったところだったんだ」

　二段ベッドの下のところに座っている清花。

　勉強机の前にある椅い子すに座っている七瀬。

　それぞれの格好を確かく認にんし、宗志はふむふむと頷いて──

「えっと、じゃあこの話題はまだかな？」

「ん？」

「お前ら、なんでそんな格好してんの？」

　宗志の言葉に、坂田はちらりと七瀬を見る。

　七瀬は髪かみ型がたをポニーテールに束ね、リクルートスーツ姿だった。

　それほどおかしな格好ではないが、別に就活をしている訳でもないし、部屋着にしても堅かたすぎる。

「マジックミラー号で撮さつ影えいすると聞いて、就活中の大学生の感じを出してみた」

　思ったよりもとんでもない理由で選ばれた格好だった。

「……坂田、言ってる意味分かったか？」

　当然、一八歳になっていない宗志は意味が分からずに、坂田に正解を尋たずねるが──

「ちょっと何言ってるのか分かんない」

　坂田は苦笑いを浮うかべたようだったが、宗志はそれが苦笑いなのかも分からなかった。

「だよな。で、清花はなんでそんな格好に？」

　次に、宗志と坂田は清花の方へ顔を向ける。

「ええー。なんかレースするって言うからー。ウチは車なんて運転でけへんし、レースクイーンで許して貰もらおうと思ってやー」

　そう、清花はレースクイーンのようなハイレグ姿で傘かさを持っていた。

　これはもう、サーキット場以外ではどこに出しても恥はずかしい、明らかにおかしな格好だ。

「坂田は？」

　最後に、宗志は坂田と向き合った。

　坂田の顔は、白しろ塗ぬりの上から黒でメイクされ、口紅すらも黒。

　肩かたはトゲトゲのパッド。銀色のプロテクターに、てかてかの革パンという出で立ちだ。

「ジーン・シモンズ」

「そのメイクのせいでお前の表情がよく見えないわ。まあ一番正解に近いけども」

「うぇええー」

　坂田は舌を出して小刻みに震ふるえて見せた。

「モノマネはしなくていい。っていうか、そのメイクはどうかな」

「正解というが、『このメイク』と『ドライブ』と、どう関係があるというのだ？」

　七瀬が足を組み替かえながら言う。

　一いつ瞬しゆんパンツが見えそうだったので宗志は視線を逸そらした。

「まあ、俺の懸け念ねんした通りの勘かん違ちがいを生んでるみたいだから言うけど……坂田の言う『ドライブ』ってのは、『超ちようド級のライブ』のことだ」

「………………ああー」

　清花はなるほどーとゆっくり頷いた。

「それは読みきれんよ。つまり、ドライブではなく、ライブだったということか」

　七瀬はゆっくりと首を横に振った。

「ということで、衣い装しようをやり直して頂いてよろしいでしょうか？」

　あまりにも申し訳ないのと、リトル・スノウへの謝罪の後だったこともあってか、宗志は敬語で頼たのんだ。

「あは。何よその言い方ー」

　清花は急に敬語になった宗志を楽しそうに笑った。

「深く聞かなかった我々にも非はある。着替えるとしよう」

　七瀬はまた足を組み替えて、宗志はパンツが見えそうなので視線を逸らした。

「とりあえず、それぞれのライブな感じの衣装にして、方向性を決めようと思う」

　坂田が仕切ると大変なことになりそうなので、宗志が言った。

「分かった」

　七瀬は一言頷いて立ち上がる。

「はーい」

　坂田は考えながら返事をする。

「ええー。ライブ衣装やろー？　なんやろー」

　清花はベッドに横になって布ふ団とんにくるまりながら考えていた。

「じゃあ、着替えてる間、俺は廊ろう下かに出てるわ」

　宗志が振り返り、部屋を出ようとすると──

「そう言って、覗のぞくくせに」

　七瀬がにやりと笑みを浮かべる。

　それはまるで、覗かれることを望んでいるかのようだった。

「覗くかよっ！　戸が半開きだとすぐ分かるだろが！」

　心外だと声を大にして抗こう議ぎしようとして、宗志は顔を真っ赤にさせたあと、急いで部屋を出た。

　すでに、坂田が脱ぬぎ始めていたからだ。

　坂田の裸はだかは何度も見たし、下着姿も何度も見ている。

　それでも、やはり見るのは恥ずかしかった。

「さて──ネコミミ」

　宗志もライブ衣装に着替えるため、召しよう喚かん獣じゆうを呼び出す。

「お呼びですかっ！　マスターっ！」

　いつもの如ごとく、ぴょんとネコミミが飛び出てきた。

「あ、ネコミミは服出すのダメなんだっけ？」

「あー、はい。ヨーコさんの方がいいと思います」

「ヨーコさん」

　宗志は、さらにヨーコを召喚した。

「ふああ、あふ」

　寝ね起おきなのだろうか。欠伸あくびをしながらヨーコが現れる。

「ネコミミ、ヨーコさん。俺もライブの衣装に着替えようと思うんだが、どういうのがいいと思う？」

「んー。女子の中に一人だけ男性ってなると、やっぱり『華はな』という部分で負けてしまいますよねぇ。目立つのがいいかと」

　ネコミミは真しん剣けんに考え──

「何でもいいんじゃねーかなー」

　ヨーコはどうでもよさそうに言う。

「そう言えば、リトル・スノウはアイドルが好きみたいだから、アイドルっぽい衣装にしようか」

「目立つアイドル衣装ねぇ……例えば、これとか？」

　ヨーコが手をかざすと、それらしいアイドル衣装が出てきた。

「……………………これはさすがに、古すぎやしないか？」

　衣装を手にして、宗志は顔を引きつらせる。

「でも、目立ちますし、アイドルっぽいですし……カッコイイですよっ！」

　ネコミミはえらく気に入った様子で、ばしばし宗志の肩を叩たたきながら言った。

「……そうかー？」

　だが、宗志はまだ半信半疑だ。

「女三人に囲まれてるんだ。これぐらいじゃないと誰だれも見てくんねーよ」

　ヨーコが宗志の首に腕うでを回して、囁ささやくように言う。

　それはさながら、不良が大人しい生徒に絡からんでいるかのようだった。

「そうですそうですっ！」

　ネコミミとヨーコの強い押しに、宗志は疑問を抱いだきながらも衣装に手を通す。

「分かったよ」

　周りに誰もいないことを確認してから、そのアイドル衣装へと着替えて、三分ほど待っていると──

「着替え終わったよー」

　という坂田の声が聞こえてきた。

　戸を開けるとそこには──

「えーっと、そっか。俺の説明も不足してたか」

　宗志は、はあ、と溜ため息いきを吐ついた。

　歩き辛づらいため、壁かべに手を付きながら、足を滑すべらせて中へ入った。

　まず、坂田。

「うぇー」

　舌を出して、楽しそうに斧おのの形をしたギターを担かついでいる。

　髪の毛は増量され、ふわっふわになっていた。

「なんでお前は完全体に進化してんだよ」

「え、なりきれてないってことじゃなかったの？　そのメイクはどうかなって言ってたから、もっとしっかりやらないとダメなのかなって」

「なるほど……で、清花はそれどういうこと？　ビートルズ？　でもないな」

　次に、清花へ話を振ふった。

「ライブって言うからやー。お笑いライブやと思うやん？」

　清花の格好は、水色のジャケットに白いズボンというモノだった。

　そう、それはやすしきよしや銀シャリのような、漫まん才ざい師しの格好。

　そう言えば、確かに『ド・ライブ』が『音楽のライブ』だとは言っていなかったと、宗志は頭を抱かかえた。

「なるほど……じゃあ最後に七瀬。お前のは毎回分からんが──何それ」

　七瀬はタンクトップに短パンという格好で、ヘッドセットを着けていた。

「今から生ライブで私の普ふ段だんを配信するのかと思ってな」

「……なるほど…………なるほど？　どういうことなのかさっぱり分からん」

「中学の頃ころにやっていたのだよ。この、部屋着の状態から、ただただ動画配信をして、やってきた客の要望に応こたえつつ、じわじわと服を脱いで──」

「不ふ謹きん慎しんなライブはしねえよっ！」

　宗志は顔を真っ赤に染めながら七瀬の言葉を遮さえぎった。

「そういう貴様も、なんだその格好は」

　七瀬に言われ、宗志は両手を広げる。

「アイドルの格好だ。ライブって言ったら、アイドルライブだろ？　今回の目的は、リトル・スノウが大きな声を出すための訓練なんだから」

　そう言う宗志の出で立ちは、全身てっかてかの銀色。

　ハチマキのような細いバンドを頭に巻いて、足はローラースケート。

　部屋に入るときに歩きにくかったのは、この靴くつのせいだった。

　そう、これはパラダイスな銀河のイメージを表した、古来より語り継つがれる由ゆい緒しよ正しきアイドル衣装。

「アイドル……なん？」

　清花がちらりと坂田を見る。

　キッスのジーン・シモンズはアイドルと言えばアイドルだが、アイドルではないと言えばアイドルではない。

　そんな微び妙みようさを、清花は感じていた。

「宗志……あの、ボクはバンドのイメージだったんだけど」

　申し訳なさそうに坂田が手を挙げた。

「…………あ、そうだったんだ。いやでも、リトル・スノウに聞いたら、サムフォーティーワンっていうアイドルグループが好きで──」

「ＳＵＭ41はアイドル系ではないぞ」

　宗志の言葉を、七瀬が遮った。

「あ、そうなの？」

「ロックバンドだ」

「まあロックなアイドルも多いし、ＡＫＢとか激しい曲多いし」

「って言うより、ＳＵＭ41は全員男だ」

「……嵐あらしってことかな？」

「ヴォーカルは一人だ」

「ＴＯＫＩＯってことかな？」

「ロックと言ってもかなりハードだぞ」

「………………つまり、アイドルではない？」

「ロックバンドをアイドルと呼ばないのであれば、アイドルではない」

「つまり、俺も間ま違ちがっていたってことか……」

　宗志はそう言いながら、ローラースケートを脱いだ。

　それは、アイドルからの引退を意味していた。

「アイドル、やりたかったんだな」

　七瀬が可か哀わい想そうな子犬を見るような目でそんな宗志を見つめていた。

「…………そういう訳ではないんだが、こう、俺が間違っていたと認めたくなかったというか」

「ウチらに足りなかったモノは、『相談すること』やったんちゃうかなー」

　という清花の言葉に、宗志はうんうんと頷うなずいた。

「確かに。集団で何かをやるときに相談もなしに出来る訳がないよな」

「では、まずどうして今回の件をやろうとしたのか？」

　七瀬が宗志へ問いかける。

「東校に、リトル・スノウって子がいて、婚こん約やく者にプロポーズしたいそうなんだが、声が小さいことをコンプレックスに思ってるらしく、それの訓練として坂田がライブを提案した」

　宗志の言葉の一つ一つを確かく認にんするように、坂田が頷きながら聞いた。

「うん。それで合ってるよ」

　よく出来ましたと言わんばかりの笑え顔がおで坂田が答える。

「何な故ぜ敵である東校の人間の訓練を、我々がやらなければならぬのかはともかくとして、だとすれば本人を交えての相談にしなければならないのでは？」

　七瀬は呆あきれた様子で溜息を吐くように言った。

「そう、だな」

　当事者なしで何かを決めようなんて、確かにおかしな話だと宗志も頷く。

「ほんならやー。その子にウチらも会わせてーやー」

「うん……」

　宗志は口に手をやり、ぼんやりとした表情を浮うかべる。

「どうかしたん？」

　清花が宗志の顔を覗のぞき込むようにして見る。

「そもそも、お前たちの手を煩わずらわせるのは申し訳ないような気がしてきた」

　この件は、宗志に原因がある。

　それを、手伝って貰もらうことを前提に話を進めてきたことに、今になって後こう悔かいし始めていた。

　リトル・スノウ本人がいない状態で話を進めていたことを指し摘てきされたことで、それに気付いてしまった。

「そんなんええよー。なんか楽しそうだし」

　清花はパタパタと手を振って否定する。

「私も、前向きに参加したいと思っているよ。チームで何かをするのは素す晴ばらしいことではないか」

「なるほど、たまにはいいか。こういうのも」

　俺たちは、晴れやかな笑顔を見せ合った。

「で、結局なんでそうなったん？」

「あー、それは……」

　宗志はあまり言いたくはなかったので言葉に詰つまったが──

「宗志がその子のおっぱいをもにゅもにゅしたからみたいだよ？」

　坂田は正直に答えてしまった。

「…………やるではないか」

　七瀬は何故か、宗志にお褒ほめの言葉を授さずけた。

「どうも」

　宗志は恥はずかしさのあまり、両手で顔を隠かくした。
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「──で、なんでお前ら入ってんの？」

　宗そう志しは背中を向けて小声で言った。

　森に囲まれた温泉。

　リトル・スノウが来る時間まで、まだ少しある。

　待っている時間が勿もつ体たいないということで──

「裸はだかの付き合いに勝まさるモノはないだろう？」

「いい湯やでー」

「そうだよ。宗志も入ろうよ！」

　三人娘むすめが、あられもない姿で温泉に浸つかっていた。

「入るかよっ！」

　宗志は一人、岩場に座っていた。

　いつも坂さか田たが入っているときのように、近くをぶらぶらと散策しようかとも思ったが、リトル・スノウがいつ来るか分からない上に、この島はスマホに電波が届かない。

　それに、リトル・スノウは未いまだに宗志の金玉を狙ねらっている可能性がある。

　一対一で会うのは、危険。

　その点、三人娘と一いつ緒しよにいれば、リトル・スノウもそうそう手は出せないだろう。

　だから彼女が来るまで、ここで待つしかないのだ。

「普ふ通つうの男子は、同年代の女子と一緒に混浴をしたいのではないのか？」

　七なな瀬せがしたり顔で宗志に向けて言う。

　石いし垣がきにフェイスタオルを敷しいて、そこに頰ほお杖づえをつきながら、宗志の背中を見つめていた。

「したいんちゃうかなー」

　清きよ花かも同じく宗志に向けて言った。

「いやいや、お前らはもっと恥じらいを持て。全部丸っとお見通しなんだぞ」

　宗志は背中越ごしに言う。

「顔も見ずに話をするのは失礼ではないか？」

「顔以外も見えて結局失礼になんだよっ！」

「ここ、浸かってるとあんま見えへんでー。露ろ天てん風ぶ呂ろならではの不ふ透とう明めい度やねー」

　清花がお湯を掬すくって肌はだに塗ぬり込むようにしながら言うが、宗志からは見えなかった。

「ボクは宗志に見られても気にしないよ？」

　石垣に俯うつぶせで寝ねるように足を伸のばしている坂田がぼーっと言う。

「私は気にするが、今回ばかりは構わない」

　七瀬が口元まで浸かりながら言った。

「……どうして？」

　宗志は思わず振ふり向きそうになったが、すぐに顔を戻もどす。

「私は君の完全体を見ている。私の完全体を見て貰わなければ不公平だ」

　その言葉に、宗志は頭を抱かかえた。

　やっぱりだ。

　やっぱり、見られていたんだ。

　坂田だけじゃなく、全員に。

「いや、あれは見たくて見た訳じゃないだろ？」

「見たくて見たが？」

「……お前には勝てる気がしねぇ。っていうか坂田。お前は出ろ。リトル・スノウにお前が女だってバレるだろ」

「あ、そっか……」

　残念そうに坂田が呟つぶやく。

「問題なかろうよ」

　七瀬がふっと鼻で笑った。

「問題ない？」

「東校の人間は、そもそも坂田が『兄と偽いつわって男として来ている』ということを知らない。ただ男装が好きな変態──という認識だろう」

「……まあ、そう言われれば、まあ」

「むしろ、変に警けい戒かいして、『選ばれていない生徒』であると認識される方が問題ではないだろうか。東校の教師ならば警戒すべきだろうがな」

「んー。でもとりあえず着き替がえるよ。一度制服で会ってるし」

　と坂田が温泉からざぱっと上がったときだった。

「マスターっ！　来ましたよっ！　時間通りですよ！」

　斥せつ候こうのネコミミが帰ってきた。

　宗志は襟えりを正しながら立ち上がり、姿勢正しく両手を前で組んでその時を待つ。

　それはさながら、サッカーでフリーキックを蹴けられるときのディフェンスのようだった。

　そのまま待っていると、八本足の白馬に乗ったリトル・スノウがやってくる。

「しまったっ！　坂田！　もう着替えてる暇ひまはない！　七瀬の案のまま行くぞっ！」

　慌あわてて宗志が坂田を温泉に戻す。

「ごめ……ぃ……待ち……たか？」

　相変わらず、笹ささの葉が揺ゆれるよりも小さな声だった。

「いや、全然待ってないよ」

　宗志は笑顔で迎むかえた。

　ごめんなさい。待ちましたか？

　声は聞こえなかったが、宗志はしっかりと理解していた。

　何度も話をした経験プラス、読どく唇しん術じゆつの成せる技わざだった。

「今日は、ライブのことで打ち合わせをしたいんだけど……紹しよう介かいするよ。今回手伝ってくれるうちのチームのメンバーだ」

「チーム？」

「まず、坂田はもう知ってるよな？」

「スノウさん、こんにちはー」

　坂田は笑顔で手を振った。

　当然、宗志からは見えていないが、振り返る訳にはいかなかった。

「髪かみが一番長いのが七瀬」

「リトル・スノウ……彼女がそうだったのか」

　七瀬はまた石垣に頰杖をついて呟いた。

「知ってたの？」

　坂田がすいーっと泳いで七瀬の隣となりに行く。

「話をしたことはないが、先の戦いで、オーディンにはコテンパンに叩たたきつぶされた」

「あなるほど」

　宗志の脳のう裏りに、リトル・スノウの召しよう喚かん獣じゆう、『オーディン』が浮かぶ。

　ネコミミと一対一ではとても敵かなわなかった相手。

　あれは森の中だったから、騎き馬ばに対して一対複数の戦いが出来た。

　もし、平原だったなら──

　ネコミミでは、とても戦えたもんではない。

「アナルホール？」

　宗志がとんでもない発言をしたと、七瀬は口を手で押さえた。

「言ってねえわっ！」

　宗志はとうとう、顔を向けてしまった。

　七瀬の鎖さ骨こつから下に目線が行きそうになり、すぐに視線を戻す。

「……ぁの……」

　リトル・スノウは馬から降りて、宗志と三人を見る。

　挨あい拶さつをしたいところだったが、言い出せずにいた。

「スノウさんも一緒に入ろうよー」

　坂田が平泳ぎしながらのんびりとした声で呼び込む。

「……ぇ……ぁ」

「ばーか。失礼なことを言うな。困こん惑わくしてんじゃねえか。どうもすいません、うちのバカが」

　宗志は親のような気持ちでリトル・スノウに頭を下げた。

　リトル・スノウは『いえいえそんなそんな顔』で首を横に振る。

「ではご本人も登場したことだし、話を進めよう。まず、ライブをすることに異論は？」

　七瀬が本題に入り、視線がリトル・スノウに集まる。

「……ぁ……ぁの……」

　リトル・スノウは口を開くが、言葉が出ない。

「ないようだな。では、どういうライブにするのか。これに関しては、音楽ライブがいいと考える」

「元々、そのつもりだったんだけどな。アイドルの」

　七瀬の言葉に、宗志がぼそりと呟いたが、七瀬はそれを無視した。

「だが、私が思うに、みんなで一いつ斉せいに歌うアイドルライブのようなモノでは、結局彼女の声を大きく出せるようになるという課題はクリア出来ていない」

「音楽の授業とかでも、声が小さい人は声が小さいままだもんね」

　坂田がふむふむと頷うなずいた。

「ほんならやー。その子をヴォーカルにしてバンドにすればええんちゃうかなー」

　清花はここぞとばかりに手を挙げた。

　七瀬が最初からバンドで行こうと決めていたのだと、長い付き合いの彼女はすぐに悟さとった。

「それだ。私の義よし経つねならば、ありとあらゆる楽器を生成出来る」

　えっへん、とふんぞり返る七瀬。

「電子ピアノとかも？」

　宗志はどうせふんぞり返っているんだろうなと予想しながらぼそりと呟いた。

「……電子ピアノ以外のありとあらゆる楽器だ」

　七瀬は少し困った顔を見せたあとに、小さく訂てい正せいする。

「教会にあるようなパイプオルガンは？」

「……電子ピアノと巨きよ大だいなパイプオルガン以外のありとあらゆる楽器だ」

「あ、パイプオルガン自体は作れるんだ。じゃあ──」

「そのくだりはもういいだろ！　あまり私を苛いじめるな！」

　宗志の攻せめに七瀬は嘆なげいた。

「俺は好きなんだけどな、このくだり」

「うちも好きやなー。七瀬が狼狽うろたえるのって珍めずらしいし」

　くすくすと笑う清花に、七瀬はなんだか恥はずかしくなり、口を隠かくすように温泉に浸つかった。

　話を進行する役目をしようとしていた七瀬が黙だまってしまったので──

「ちなみに俺はドラムとベースギターが出来るんだが、みんなはどういう楽器が出来る？」

　宗志が進行役を引き継ついだ。

「私は幼少期からピアノを」

　七瀬が小さく手を挙げる。

「あー、イメージあるわそれ」

　長い髪の女性はピアノを弾ひくと画えになるな、と宗志は頷いた。

　七瀬は指も細くて長い。

　ピアニストは指の可動域が重要な職業だという認にん識しきから、その指もピアニストに向いているなと思った。

　ドレス姿で、優ゆう雅がにエルガーの威い風ふう堂々をピアノで奏かなでる様子が、ありありと浮うかんでくる。

「ウチもピアノを」

　申し訳なさそうに清花が手を挙げた。

「ま、まあイメージはあるかな」

　まさかのピアノ被かぶりに、宗志は一いつ瞬しゆん焦あせった。

　だが、清花もピアノのイメージはなくはない。

　ドレス姿で優やさしそうな顔でピアノを弾く姿を想像すると、なかなかどうして、しっくり来る気がしてならない。

　ショパンの別れの曲のようなバラードをゆったり弾いている姿が、まざまざと浮かんでくる。

「あのー、ボクも……ピアノをー」

　坂田が申し訳なさそうに手を挙げた。

「まさかの全員っ！」

　宗志は思わず叫さけんでいた。

　そして、坂田にもピアノのイメージはなくはないな、と思った。

　ドレス姿で、目を閉じながらもどこか楽しそうに口元は笑っている。

　子犬のワルツのようなせわしない曲を奏でる坂田の姿が、しっかりと浮かんでいた。

　そして宗志は気付く。

　女子なら、誰だれでも似合う。それが──ピアノ。

「決まりだね。ドラム、ピアノピアノピアノ。３Ｐで」

　坂田が満面の笑えみで言った。

「決まって堪たまるか！　３Ｐのバンド見たことあんのかよ」

　宗志は声を大にして否定した。

「３Ｐがしたいだとっ！」

　急に七瀬が大声を上げた。

　びくっと宗志は肩かたを竦すくめて、振ふり返りそうになった。

「七瀬。途と中ちゆうの会話のときお前寝ねてたのか？」

　ピアノの話をしていたのだから、３ＰのＰはピアノのＰだと分かるものだろうと。

「ちょっとのぼせてきてはいる」

　つまり、頭がぼーっとしているようだった。

「出ろよ！」

　温泉に浸かりすぎたようで、宗志の言葉を受けて七瀬はざぱっと温泉から上がる。

　だが、そこは、宗志のいる岩場のすぐ隣だった。

「いや出んなよっ！」

　ほんのりと赤い肌はだが見えて、宗志は目を丸くした。

　まさか、こっちに来るとは思わなかった。

「どうしろと？」

　出ろと言ってすぐに出るなと言われ、七瀬は困惑していた。

「あっち向いてあっちに出ろ！」

「ううー。もう動けんー」

　地面に這はいつくばるようにして、七瀬は動かなくなった。

「へこたれんなよ！　頑がん張ばれよ！　お前なら出来るからっ！　全部見えるからっ！　お尻しり見えてるからっ！」

　宗志は元テニスプレイヤーのような熱さで七瀬を応おう援えんする。

　濡ぬれた長い髪。背中と綺き麗れいで小ぶりなお尻。

　七瀬に触さわることが出来ず、ただただ拳こぶしを握にぎり、強く熱く応援するしかなかった。

「うぅ……うぐぅ」

　匍ほ匐ふく前進でほんの少しだけ前に出て、七瀬は力ちから尽つきた。

「頑張れぇい！　お前がやれぇい！　出来る出来る！　お前なら出来るっ！　頑張れぇい！　頑張れぇい！　頑張って頑張って、頑張りまくれぇい！　お前が決めろっ！　お前が！」

　宗志はまるで、長なが渕ぶち剛つよしのキャプテンオブザシップのようなテンションで励はげまし続けた。

「ねえ、宗志が後ろ向きになればいいんじゃないのかな？」

　坂田ものぼせてきたのか、ぼーっとした声で呟つぶやいた。

「…………お前はいつも大切な何かを気付かせてくれるな」

　お前がやれとかお前なら出来るとかお前が決めろとか色々言ったが、自分でなんとかすればよかったのだと、宗志はまた背中を向けた。

「……ぁの」

　リトル・スノウのことをすっかり忘れていた。

「何か意見があるのか？」

「………ぃ………………………ぅ」

　全く聞こえない。

　蚊かが絶ぜつ叫きようしているぐらいの音量だった。

　仕方がない、と宗志が近くに寄る。

　みんなで寄るのがベストだが、ぐでんぐでんな七瀬のためにも、宗志は通訳を買って出たのだ。

　そのことにリトル・スノウも気付いたようで、宗志に聞こえるよう、岩場に腰こし掛かけて口を耳元へ向けた。

　それはまるで、寄り添そうカップルのようだった。

　ぼそぼそとリトル・スノウが喋しやべる。

「えー。やっぱり三人ピアノってのはどうかと思うそうだ」

　宗志はその言葉を伝えた。

「ヴォーカルがそう言うなら……仕方あるまいなー」

　七瀬が目を閉じながら言う。

「………………うん」

「もんちゃん、どうかしたん？」

　坂田の口がアヒルのようになっていたので、清花が気になった。

「……何でもない。多分」

「どういうことなん？」

　何やら煮にえ切らない受け答えに、清花は顔を顰しかめた。

　リトル・スノウはまた宗志の耳にひそひそと呟く。

「えー、そもそもヴォーカルを務め上げる自信がないとおっしゃってます」

「それは本末転てん倒とうだな。自信があるかどうかではなく、やるしかない」

　七瀬は大分楽になってきたようで、喋りが元に戻もどってきた。

「ほんならやー。一番後ろにいて貰もらうってのはどう？」

　清花は一人、全然のぼせる気配がない。

　お酒に強いとかと同じで、温泉に強いとかあるのだろうか？

「というと？」

　七瀬はふらふらになりながら、また温泉に戻っていく。

　外に出て、体が冷えてしまったのだろう。

「うちらが前で演奏して、ヴォーカルを後ろにひっそりといて貰うとええんちゃうかな」

「ヴォーカルが前に出ないバンドなんてそうそうないな」

　宗志は苦笑いで首を横に振るが、そんな宗志にリトル・スノウが耳打ちする。

「え？　そうなの？」

　宗志は驚おどろいて、通訳を怠おこたってしまった。

「なんてー？」

　清花が聞く。

「それだったら、いいって」

　リトル・スノウはうんうんと小刻みに頷うなずいた。

　目立たないのであれば、やれる気がする。

　最初はやっぱり辞退しようかとも思ったが、ここに来て、やる気が湧わいてきた。

「それならば、むしろ我々は目立つ楽器にしてはどうだろうか？」

　七瀬がまたうにゅーんと温泉から這い出てきた。

「３Ｐだね」

　坂田はのぼせてはいるようだが、温泉から出ようとはしなかった。

「３Ｐっ！　３Ｐなのかっ！　私を混ぜてはくれぬかっ！」

　七瀬が地面に伏ふせながら手を挙げた。

　目が開けられないほどにのぼせ上がっていたが、頰ほおを上気させながら強く声を上げた。

　そんな七瀬を、「酔よっ払ぱらいかお前は」と宗志は一いつ蹴しゆうする。

「坂田。３Ｐはやめておこう。二個ならまだしも三個ってのは。お前ら、他に出来る楽器はないのか？　七瀬とか、器用に何でもこなしそうなのに」

　宗志は七瀬をちらりと見下ろした。

（今は、何にも出来そうにないな）

　説得力のない状態の七瀬は──

「他に出来る楽器と言えば──尺八」

　と地面に向かって呟いた。

「急に！　ピアノの他と言われて急に和っ！　ピアノから掛かけ離はなれすぎだろ。いや、バンドからもだけど」

　七瀬はゆっくりと立ち上がり、タオルを巻く。

　もう温泉はやめたようで、大分のぼせも冷めてきていた。

「私の尺八はプロレベルだぞ。どんな曲でも即そつ興きようで吹ふくことが出来る。『即尺の名手』と言えよう」

「いちいちエロく聞こえるように言うな！」

　宗志は顔を真っ赤に染めて強く窘たしなめたが、七瀬はにやりと笑うだけだった。

「今の、エロいの？」

　坂田は宗志が何に怒おこっているのか理解出来ずに眉み間けんにシワを寄せていた。

「坂田。お前は知らなくていい世界だ」

「一度私の尺八を経験すれば、必ず宗志も大興奮間ま違ちがいなし。爆ばく音おん尺八テクニックに陶とう酔すいしてしまうことだろう」

「ダメだ。もう完全に尺八じゃない尺八にしか聞こえない。他ほかに何か出来ないのか？　お前なら、もっと他にも出来そうな気がするんだが」

「まああとは…………ギターとか」

「出来んのかよっ！　出来んのかよっっ！　もっかい言わせて。出来んのかよっっ！」

「ギターの出来る尺八奏者に『楽器は何が出来るか』を聞き、尺八と答えて何がおかしいのだろうか？　数学者に得意科目を聞いて、数学と答えて何がおかしいのだろうか？　その数学者が国語も習ったことがあると言って何がおかしいのだろうか？」

　宗志の過か剰じようなまでのツッコミが気に障さわったのか、七瀬はぐいぐいっと顔を近づけて迫せまった。

「………………すみませんでした」

　宗志は負けた。

　タオルに包まれた胸の谷間に負けた。

「分かればいい。ギターは出来るが、得意という訳ではない。それでも構わないか？　ピアノは習い事、尺八は部活動、ギターは授業で囓かじった程度の腕うでの差は出るぞ」

「まあ、楽がく譜ふ通り弾ひけるなら問題ないさ」

「あの……だったらボク……ドラムが出来るかな」

　坂田が申し訳なさそうに手を挙げた。

「出来んのかよっ！　お前も出来んのかよ」

　宗志は驚きながらもあまりイライラさせないよう小声でツッコミを入れた。

「宗志がドラムをやるって言うから」

　指と指をつんつんと合わせて、坂田も小声で言う。

「お前にドラムのイメージゼロだけどな」

「お兄ちゃんに教えて貰ったんだ」

「なるほど。お前がドラムやれて、七瀬がギター出来るなら、俺はベースギターをやるよ」

「ほんならウチはピアノやればええのん？　ピアノ以外なら、リコーダーぐらいしか無理やでー」

「決まりだな。ドラム、リードギター、ベースギター、キーボード、ヴォーカル。ＴＯＫＩＯで正解だったな」

「じゃあ次はどういう曲をやるのか、だけど、今もう決めてしまう？　また今度にする？」

　坂田もタオルを巻いて石いし垣がきに腰掛ける。

　温泉に浸つかるのは、限界のようだ。

　リトル・スノウは宗志に耳打ちする。

「出来るだけ早い方がいいってさ」

「だったらやー、みんなが知っている曲をやればええんちゃうかなー」

「まあ、コピーバンドでもいいだろうな。声を出す練習なんだし。ＳＵＭ41は俺が知らないからダメだとして、みんなが知ってそうな曲……何があるかな」

　この質問には、誰だれも即答は出来なかった。

「この島にネット回線があれば情報の共有も可能なのだがな」

　それぞれ、生きてきた土ど壌じようが違う。何を好んで聴きいてきたのか、どういうドラマや映画を観みてきたのか。ジャンルや方向性から何から、一いつ緒しよに過ごしてきた訳じゃない。

　だから、自分の好きな曲を、他のみんなが知らないのではないか？　嫌きらいなんじゃないか？　否定されるんじゃないか？　そう思うと、誰も言う勇気が出なかった。

　だから、宗志は促うながした。

「じゃあ試ためしに、他人がどうとか関係なく、自分自身が好きな音楽を、それぞれ言っていこうか。まずは坂田から」

「ボクは、クイーンとかキッスとか、ロックなのが好き」

　おどおどしながら、坂田が呟つぶやく。

「いいね。俺も好きだよ。そういうの」

　宗志が共感すると、坂田はほっとした表情を見せた。

「ウチはそうやなー。カントリー系」

「いいねー。カントリー。これと言って曲出てこないけどいいねー」

「私はこれと言って無い」

　七瀬はぽいっとそっぽ向いた。

「カラオケに行ったら何歌う？」

　宗志が質問を変えると──

「……行かない」

　七瀬はそっぽ向いたまま呟く。

「え？　行くやん」

　親友がすぐ側そばにいたため、すぐに噓うそがバレた。

「なんで噓を吐つくんだよ。どんなジャンルでも別に笑ったりしないから、言ってみ」

「………………ボカロ」

　七瀬は俯うつむき加か減げんにじっと宗志の顔を見て、恥はずかしそうに言った。

　その思いも寄らない単語に、宗志は目を丸くして驚き、つい笑え顔がおになってしまった。

　硬こう派はで古風で変態なお姉さんの印象から、一気にオタクな雰ふん囲い気きに意識が持って行かれる。

「マジでかっ！　それもイメージないわ。ちょっとだけ七瀬が身近に感じられる回答だな」

「そ、そういう言い方はやめろ！」

　七瀬は顔を真っ赤に染めて、その顔を見られたくなくて、両手で顔を覆おおった。

「そこは恥ずかしいんだ。もっと恥ずかしがるところがあるだろうに」

　宗志は呆あきれたように呟いた。

　タオル一枚姿で、のぼせて動けなくなるほどのこともあった。それより今の方が恥ずかしいという。

「恥はじとは自分の痴ち態たいをさらけ出すときに感じる感情だ」

「うん。だからそれをエロ方面のときに感じろと言ってる訳ね」

「価値観を押し付けるのはどうかと思うぞ」

「価値観というか常識というか……まあ、いい加減諦あきらめるわ」

「でもやー。みんなのジャンル、バラバラやなー」

　議論が牛歩戦術の如ごとく進まない。

　煮に詰つまってきた頃ころ──

　リトル・スノウが宗志の耳元に口を寄せた。

「えー。はいはい。なるほどな」

「なんてー？」

「お前ら全員、ピアノをやってたんだったら、クラシックの曲にして、それにオリジナルの歌詞を付ければどうだ──と」

「それは妙みよう案あんだな」

　七瀬はうんと一つ大きく頷いた。

「そういう曲、たまにあるもんなー。著作権的にも引っかかりにくそうやし、ええんちゃう？」

「何の曲にするか、だな」

　とみんなで唸うなっている中、坂田が手を挙げた。

「あ、じゃあさ。もうすぐ六月だし、ジューンブライドから『ジュピター』にしようよ」

　その提案に、全員黙だまり込む。

　何な故ぜなら、問題が山積みだったから。

　まず──

「まだ四月なんだけどな」

　宗志が呟いた。

　そう、今この話をしている今は、四月なのだ。

　もうすぐ六月、と言うには、五月が邪じや魔ますぎる。

「で、でも四月ももう終わるんだし、ほぼ五月だといっても過言ではないし」

　しどろもどろになりながらも、坂田は自分の発言を擁よう護ごする。

「それに、ジューンはジュピターの妻ではなかったか？」

　次に、七瀬が呟いた。

　六月であるジューンは、ジュピターそのものではない。

「で、でもあの。家族ならほぼ本人と言っても過言ではないし」

　坂田はそれでも食い下がる。

「ほんで、それもう……あるしなー」

　一番の問題点を、清花が指し摘てきした。

　そうなのだ。

　ジュピターを元に歌詞を付けた曲は、すでにあるのだ。

「で、でもほら。あれに歌詞付けた歌がすでにあるからこそ、やりやすいかなーって」

「もんちゃん、木星好きなんやねー」

「そこまでやりたいなら、それにするか」

　坂田が言い出したライブイベントなのだから、坂田の意思を尊重してやりたかった。

「ちなみに五月だと何星になるの？」

「ジューンが木星ならば、マーキュリー。水星だろうな。メリクリウスとも言う」

　坂田の問いには、七瀬が答える。

「カッコイイ！　じゃあタイトルはそれにしよう！　メリクリ！」

「……また語ご弊へいが生まれるような略し方を……」

「語弊？」

「メリクリだったら、十二月のイベントみたいになるだろ」

「赤穂あこう浪ろう士しの？」

「十二月のイベントは討うち入り以外にもあんだよ！」

「メリクリってほら、メリークリスマスの略に聞こえるやんかー。そーちゃんはそれを言うてるんやと思うでー」

「ああー。あのサンタが討ち入りする」

「討ち入りじゃねえよ！」

「え？　サンタって家に来るんだよね？」

「吉き良らを捜さがしにじゃねえよ。むしろきらきら星を捜しにだわ」

「きらきら星ってクリスマスソングだっけ？」

「いや、こうツリーのてっぺんの星をイメージしたから」

「ちょっと待ってよ宗志。五月から脱だつ線せんしすぎてない？」

「だとしたら吉良上野こうずけの介すけのせいだわ」

　宗志は坂田のせいとも自分のせいともせず、故人に罪をなすりつけた。

「メリクリウスだとロボットのイメージが強くなるな。言い方を変えよう」

「そうなの？　っていうか、言い方変えていいのか？」

「英語の発音を日本語化するに当たって、呼び方が違うこともある。ウォータールーとワーテルローのようにな。メルクリウス。メルカリウスでもマーキュリーでも間ま違ちがいではないだろう」

「じゃあ、メルカリにしよう！」

「また語弊が……メルクリでいいだろ。その中なら」

　語弊製造器坂田に諦めていると──

「で、木星に歌詞付けてタイトルをメルクリにするん？」

　と清花が話を進めた。

「組曲『惑わく星せい』の中から水星を選べばいいのでは？」

「あー、でも水星って歌には難しい曲なんちゃうかなー」

「木星しか分かんない」

「……ならば、それで行くしかないな」

「木星やのに水星って言うん？」

「メルクリならば分かるまいよ。とりあえず、早さつ速そく一曲弾ひいてみようではないか」

「せやね。やってみてダメなら他ほかのんにすればええし」

　清花はそう言って、温泉から上がる。

　のぼせた様子は、なかった。

　坂田もざぱっと温泉から出たところで──

「──義経っ！」

　七瀬が召しよう喚かんする。

　そして現れた甲かつ冑ちゆうを着た武者、『義経』が楽器を作り出した。

　何でも作れると豪ごう語ごした通り、しっかりと楽器を生み出している。

　ドラムセット。ギター、ピアノ。

　ギターはエレキなギターではなかったが、宗志が一ひと搔かき搔き鳴らすと、ちゃんとギターの音がする。

「お前の召喚獣じゆうは優ゆう秀しゆうだな」

「それほど私が変態だということだな」

「それはもうこれでもかと感じてるよ」

　羨うらやましいほどに。

　そこまでは、言葉にしなかった。

「最初から？　それとも途と中ちゆうの有名なところから？」

　ドラムセットの前で椅い子すに座る坂田が、スティックを握にぎる。

「じゃあ有名なところからでいいか」

「じゃあいくよー。ワンツースリーフォー」

　坂田がスティックをかちかちかちかちとリズム良く叩たたいたあと──

　各おの々おのが、自分のイメージの木星を奏かなでた。

　坂田が作るリズムは速く、清花と宗志は付いていくのが大変だったが──

　七瀬は違った。

　速いテンポに見事に付いていき、余よ裕ゆうすらあった。

　みんな、楽がく譜ふがないために口笛を吹ふくときのような、とりあえずの音階。

　だったのに、七瀬が主導権を握れば、ちゃんとした楽曲になっていた。

　そのあまりの即そつ興きようの上手うまさに、楽器を持っていないリトル・スノウはぱちぱちと拍はく手しゆしていた。

「はい、じゃあここまでーっ！」

　宗志が大きな声でやめさせた。

　アレンジしまくれば、キリがなく、延々と続きそうだったからだ。

　そしてそれ以上に──宗志は耐たえきれなかった。

「パンクロックで縦たて振ぶりな感じにアレンジしてみた」

　得意気に胸を張る七瀬。

「ええやん。ウチこういうのも嫌きらいやないよー」

　じゃーん、とピアノをならす清花。

「やっぱり激しいのがいいね！　この感じで行こうよ！」

　温泉に入ったばかりなのに、もう汗あせをかいている坂田。

　みんな笑え顔がおだった。

　みんな、清すが々すがしいまでの笑顔だった。

　だが宗志だけは、険しい顔をしていた。

「一つだけ言わせてもらうがな」

「何か文句があるのか？」

　出来は良かったはずなのに、と七瀬はむっとした表情を浮うかべる。

　どこに文句を付ける場所があるのか。

　即興にしては、完かん璧ぺき以上の出来だったはずだ。

　そんな七瀬に、宗志は真しん剣けんな顔で言った。

「お前ら、服を着ろ」








第三章　ガチラグビー









　坂さか田たの様子がおかしい。

　そう気付いたのは、バンドライブの概がい要ようが概おおむね決まった次の日だった。

　宗そう志しが七なな瀬せや清きよ花かに相談するほどの問題にしなかったのは、その異変があまりにも微び妙みようだったからだ。

　寮りよう生せい活かつでの食事は、全すべて食堂で決まった時間に摂とることになっている。

　朝食は七時から八時半までの間。夕食は一八時半から二〇時。

　昼食と土日はそれぞれが自由に食べる。

　で、朝食。

　みんなはパジャマ姿や部屋着の状態で来ることが多いのだが、宗志と坂田はすでに制服に着き替がえてから食堂へ来ていた。

　坂田の部屋着だと、女子だとバレかねないからだ。

　その日の朝食は、トーストとマーガリン。サニーサイドアップな目玉焼きに、カリカリベーコンとソーセージ。調味料はケチャップとマスタード、塩しお胡こ椒しようをお好みで。

　それと、コンビネーションサラダにコーンスープと、ホテルの朝食ばりの充じゆう実じつぶりを見せていた。

　宗志は坂田と二人で向き合って朝食を摂っていた。

　坂田の異変その一。

「なあ坂田。ドラムってどのぐらいの速さまで出来るんだ？　パンクってなると、16ビートとか32ビートとか……」

「………………………………」

「坂田、坂田？」

「え？　うん。ごめん、何？」

　やたらと耳が遠い。

　何を話しかけても、一発で返事が返ってこないようになってしまった。

　耳が遠いというよりも、常にぼーっとしている。

　風ふ呂ろでのぼせたのが、未いまだに続いているとでも言うのだろうか。

　んなわきゃないと宗志は不ふ審しんに思っていた。

「坂田。それ食べないのか？」

　いつもなら最初に手を付けるサラダに、坂田は一いつ切さい手を付けていなかった。

　特に、坂田は「ヤングコーンなら東京タワーぐらいの大きさでも食べられる」と豪語するほどのヤングコーン好きだったのに。

「え？　うん。食べる？」

　ぼーっとしたまま、坂田はサラダを宗志に差し出した。

「くれるなら食べるけど」

　坂田の異変その二。

　食欲不ふ振しん。坂田は元々食べるのが遅おそいが、昨日の夜から、どうも食べるのがさらに遅くなった。

　ここまでなら、体調のせいかなと思っていたが──

　坂田の異変その三。

「欲ほしいんだー。はい、じゃあこれどうぞ」

　やけにうへへへへー笑いが増えた。

　ヤングコーンを箸はしで渡わたしてくる坂田は、口角が上がっていた。

　とてもとても嬉うれしそうな笑顔。

「あ、ありがと」

　坂田は普ふ段だんから笑顔が多い奴やつだとは思っていたが、こうも屈くつ託たくのない笑顔を向けられると思わず照れてしまう。

「あは。何か他に欲しいものない？」

「いや、別に」

「プチトマトは？」

「いや、だから別に……」

　そして、坂田の異変その四。

「いらないの……？」

　悲しそうな、切なさそうな表情が増えた。

「じゃあ、貰もらうわ」

「うん！」

　にぱあっと輝かがやくような笑顔。

（………………ほんと、どうしたんだろうなこいつ）

　喜き怒ど哀あい楽らくの起き伏ふく。体調の変化が原因にしては、おかしいのではないかと宗志は考えていた。

　それらの原因は別に病気でもなさそうだし、悪あく影えい響きようも生まなそうなので、ただただ『妙みよう』だなと思うだけだった。

　その原因を究明すべきなのかどうか、悩なやんだまま放置していた。

　これはこれで……可愛かわいいなと思っていたから。







　宗志と坂田は、授業を受けるときも常に一いつ緒しよに行動する。

　一時限目、二時限目はこの島についての歴史から、召喚石の取り扱あつかい方法の座学。

　そして三時限目──

「さてさて、三時限目は楽しい楽しい召喚術の授業でっす。グラウンドへ～っ！　行きましょうーっ！」

　やけにテンションの高い担任のイリヤに言われると、二時限目の終わりに一いつ旦たんみんなでゾロゾロと寮へ戻もどり、ジャージに着替え、ゾロゾロと移動して、校舎の外にある広いグラウンドへ向かう。

　長方形のグラウンド。正面は絶ぜつ壁ぺきと海へ続いている、月がち輪りん島とう最西せい端たんの場所だった。

　その広さは、ヘクタールの域。

　わらわらと集まった宗志たちの先頭を歩いていたイリヤが、くるりと振り向いてパンと手を叩く。

「はい、では月輪島一〇八の名物が一つ、『ガチラグビー』をやりましょうー」

　イリヤは近くにあった倉庫から、メガホンを取り出した。

　電池で動く、トラメガだ。

「「ガチラグビーぃ？」」

　宗志たちは一いつ斉せいに聞き返し、一斉に小首を傾かしげる。

　イリヤはそんな生徒たちへ、焦あせったときのドラえもんが如ごとく、倉庫にあったラグビーボールをぽんぽんと投げてぶちまける。

「そうでっす。ルームメイト二人でそれぞれ『一対一のラグビー』をして下さい。はい、二人でボール一個持ったらルームメイト以外とは離はなれて離れてー」

　一対一のラグビー。その言葉の意味がよく分からなかったが、宗志はラグビーボールを拾い、言われるがままに坂田と二人、他の生徒と距きよ離りを取る。

「もっとでっす。もっともっとー」

　もっともっともっともっと……イリヤに言われるままに、それぞれ二人組が二〇〇メートルほどの距離を取っていく。

　きーんとハウリングしたあと、メガホンでイリヤが説明を始めた。

「はい、じゃあルールを説明しまっす。召しよう喚かん獣じゆうを展開、攻こう撃げき側はボールを持って敵てき陣じんを突とつ破ぱ。防ぼう御ぎよ側はボールを奪うばって敵陣を突破。互たがいに召喚獣を召喚して、武装させて戦って下さい。試合時間は三限目が終わるまででっす」

「武装……戦う……」

「そうでっす。つまり──ラグビーといいつつ戦争をして欲しいのでっす」

「戦争っ！　どうしてそんな授業をっ！　この島はおかしいです！」

　普段から行われてる戦争に対して反対していた生徒が声を荒あららげた。

　確かに、せっかく毎週行われている戦争に参加していないのに、授業で強要されては苛いら立だちもするだろう。

「召喚士になれば、命を狙ねらわれまっす。ですが、あなたたちを警察も軍隊も守ってはくれません。何な故ぜなら、命を狙ってくる相手も、召喚士の可能性が極きわめて高いからでっす。警察や軍隊よりも強い敵が、命を狙ってくる人生が待っているのでっす。自分の身は自分の召喚獣で守る。それが──ここでの授業の神しん髄ずいなのでっす」

「……命を……」

「まあ、単純に複数の召喚獣を扱う訓練には、スポーツとかをするのがいいってのが、これまで培つちかわれてきた先人の知ち恵えなのでっす」

「そっちの理由の方が、まだ理解出来ますけど」

「武装してラグビーをする。それ以外にルールはありません。互いに話し合って決めて下さいでっす。そして、適当なところに線引いてゴールを作って下さいでっす」

「なるほど、そういうことか」

　イリヤの簡潔な説明で、宗志は大体を把は握あくしたが──

「どういうこと？」

　坂田はまだよく分かっていないようだった。

「とりあえず、ゴールを作ろう。距離は、大体三〇メートルほどあればいいかな。ネコミミっ！」

　宗志はネコミミを呼び出す。

「こんっっにちわーっ！　マスターっ！」

　ぴょんと跳はねるようにネコミミが現れる。

「ネコミミ、ここと向こうに足でざーっと線引いてきて」

「りょーかいです！」

「ヨーコさん」

　続いて、宗志は、ヨーコを召喚した。

「なんか用かこの野や郎ろう」

　腕うでを組みながら現れたヨーコはぎろりと睨にらみ付けてくる。

「相変わらず呼び出したときは態度が悪いな」

「低血圧なんだよ」

「寝ね起おきだったんだー」

　いつも機き嫌げんが悪い理由が判明し、坂田があーと頷うなずいた。

「ヨーコさんが坂田側に付いて、先攻どうぞ」

　と、ボールをヨーコに渡す。

「あっ！　ボールを召喚獣に持たせるのＮＧで！」

　イリヤがルールを追加してきた。先ほど、もうルールはないと言っていたのに。

「思い出したようにルール追加してくるな。まあ、召喚士の命を守るのが目的っていうことだったし、召喚獣にすべて任せきりにしないようにってことかな」

「ねえ宗志。ボク……ラグビーってよく知らないんだけど」

「実は、俺もよく知らないんだ。──じゃあ、坂田がボール持って」

「う、うん。で、どうすればいいのかな？」

「ラグビーってのは名前だけの、召喚獣によるオリジナルスポーツだ。要は、俺の後ろにある白線までボールを運べばお前の勝ち。俺とネコミミたちは全力でそれを阻そ止しする」

　そう言いながら、宗志の周りに、次々とネコミミが出現する。

　その数──一〇〇。

　そしてさらに、坂田の周りにヨーコも召喚し続ける。

　数は同じく──一〇〇。

「なるほど、それを、あたしらがさらに阻止するってことだな。面おも白しれぇじゃねえか。そういうので喚よぶなら大だい歓かん迎げいだ」

　ヨーコがにやりと笑った。

　その手には──バトンのような筒つつが握にぎられている。

「途と中ちゆうでお前が倒たおれたら、その時点から攻守交代。今度はヨーコさんとお前が俺たちが向こうの白線へ行くのを阻止すればいい」

「うん。大体分かったよ。なんだか楽しそうだねっ！」

「スタートはそうだな。お前のゴールのところからにしようか。こっちはこっちの白線からスタートするから。点が入って仕切り直しのときも同じで。本当はボールを蹴けってキャッチしてから始まるような気もするが、俺もお前も本物を知らないんだから、とりあえずこれでやってみよう」

　こうして、坂田は自じ陣じんの白線まで歩いて行く。

　一〇〇人のヨーコが坂田の前にずらりと並ぶ。

　だが、それは陣形とは言えず、ただただ適当に並んだだけ。

　審しん判ぱんのネコミミが指笛でぴゅーと音を鳴らして──

「試合──開始だなっ！」

　ヨーコが持つ筒から、光が伸のびる。

　それは、スターウォーズやらロストユニバースやら機動戦士やらで見るような『ライトセーバー』、つまり、一ひと振ふりの『光の剣けん』だった。

　ヨーコは、マジのガチでやる気だったのだ。

　戦争を──

「よ、ヨーコさんのあれ、多分私たちを倒すというか、殺すつもりですよね？」

　ネコミミが恐きよう怖ふに顔を引きつらせていた。

　ルールで決めていなかったことがある。

　ファウル。

　つまり、やってはいけないことだ。

　ヨーコはこう考えたのだ。

　とにかく──ネコミミの数を減らすことが必ひつ須す。

　試合時間は三限目の授業が終わるまで。

　だが、ネコミミとヨーコ。どちらかの召喚獣が消えれば、その時点で勝負は決したも当然。

　このガチラグビーは、スポーツでもあり、戦争でもあるのだ。

「ネコミミっ！　お前も武装しろっ！　絶対やられるなよ！」

「はいっ！」

　ネコミミも武装する。右手には短剣。左手に丸い盾たてという装備だった。

「坂田！　命令しろっ！　あたしらはどうすればいい！」

　ヨーコに顔も向けずに言われ、坂田は少し戸と惑まどったあと──

「えと……突撃ぃ！　正面突破ゴーアヘッドっ！」

　びしっと人差し指をゴールラインへ向けた。

「分かりやすくていいねぇ！　気に入ったぜ！」

　一〇〇人のヨーコたちが突撃してくる。

「ネコミミ！　横陣で対応しろ！　二列編制っ！　ネコミミファランクスっ！」

「「りょーかいマスターっ！」」

　急いで長方形の形に集まるネコミミたち。

　陣が完成すると同時に──ヨーコの突撃がネコミミを襲おそった。

　ヨーコは大地を蹴り、ジャンプ。

　両手で持ったライトセーバーを上段から振り下ろす。

　ネコミミは盾を構え、その攻撃を受けた──が、ヨーコの一撃は盾を割り、ネコミミの左腕を切り落とす。

　切り落とされた左腕は、青い粒りゆう子しになって空へと上っていった。

「大だい丈じよう夫ぶかネコミミっ！」

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。盾が通用しないとなると、ファランクスも通用しないだろう。

「大丈夫ですっ！　これぐらいじゃあまだ消えませんっ！」

「ヨーコさんとタイマンじゃあ、ネコミミは勝てないのか」

「みたいですね」

　少し落ち込んだようにネコミミは苦笑いを浮うかべた。

「……よし。攻撃してきたら下がれ。受けるんじゃなくてバックステップで避よけるんだ。そして側面から別のネコミミで倒せ」

「りょーかいマスターっ！」

　ヨーコは陣形を組んでいない。

　それぞれ、バラバラに一人一人が攻こう撃げきしてくる。

　動きの予測は難しいが、搦からめ捕とることは難しくない。

　ヨーコが襲いかかってきたところは少し後ろに下がり、二列目で待っているネコミミがサイドから突つき刺さして倒す。

　同じ数の勝負。

　全員が一いつ斉せいに襲いかかってこないならば、一人に対して二人以上で守れる。

　ヨーコは剣しか持っていない。そして、剣による攻撃では、全方位をカバー仕切れない。

　この作戦は、すぐに効果を発揮する。

　ヨーコが斬きりかかると、ネコミミはさっと身を引く。

「逃にげんじゃねえよっ！」とヨーコは執しつ拗ようにネコミミに斬りかかるが、そのときはもうネコミミに囲まれている。

　そして、側面から、背後から、黒ヒゲ危機一いつ髪ぱつのように攻撃を受け、青い粒子に変わって天へと上っていく。

　個の力ではどうしようもない場合は、組織力で戦う。

　それが、戦争だ。

（ネコミミの方が、ヨーコさんより機動力がある──何より、編隊の動きがスムーズだ）

　宗志は、じっくりと観察していた。

　ネコミミには、ヨーコのような攻撃力はないが、機動力では上回っており、それぞれがちゃんと考えて組織的に動いている。

　オーバーキルな破は壊かい力はいらない。

　ただ、確実に殺せる戦術があればいい。

　宗志好みの強さを、ネコミミは持っていた。

　横陣を組むと言ったときも、戦術を行うときも、ちゃんと全体がそれぞれ考えて行動している。

　後ろに下がってもぶつかることはないし、すぐヨーコの背後に回る部隊がいて、さらにそれをフォローするネコミミもいる。

　そして、ヨーコを倒したらすぐに、横陣に戻もどる。

　その『編隊行動』。編隊的な動きが、ネコミミの長所だった。

「ど、どうしよう……」

　坂田は焦あせっていた。

　次々と各個撃破されていくヨーコの姿に、焦りを隠かくせなかった。

「しっかりしろ。坂田ぁ」

「ヨーコさん。ボク、どうしたら……」

「どうするかは、お前が決めろ。──あたしはそれに従うのみだ」

　ヨーコは、どうするべきかの答えを持っていた。

　が、あえてそれを坂田には提示しなかった。

　召しよう喚かん士として、坂田を育てる。

　それが、マスターである宗志のためになるからだ。

「じゃ、じゃあネコミミちゃんと同じようにみんなで集まろう」

「うちのマスターはその隙すきを突いてくるぜ？　あまりおすすめはしねーな」

「それって、どうなるの？」

「恐おそらく、突とつ破ぱされてお前が危険な目に遭あう」

「ボクの方へみんな来るってこと？」

「みんな、じゃねえ。ある程度はあたしらが止めてやるが、ぽろぽろとお前の方に零こぼれてくるってことだ」

「じゃあやっぱり、集まろうっ！」

「なーんか、策があるみてぇだな。あいよ。こちらも横陣を組むっ！　みんな下がれっ！」

　ヨーコたちが、ぞろぞろと集まっていく。

　だが、その編隊運動は、ネコミミほどスムーズではない。

「今だっ！　ネコミミっ！　蜂ほう矢し陣で突撃っ！」

　その瞬しゆん間かんを、宗志は見み逃のがさなかった。

「「了りよう解かいマスターっ！」」

　横陣だったネコミミたちは、矢印のような形になって、集まりかけのヨーコ陣へ突っ込んだ。

　横陣を組む速度より、蜂矢陣を組んで突撃するネコミミの方が圧あつ倒とう的に速かったため、ただバラバラに集まっている状態のヨーコ陣は、大混乱に陥おちいった。

　そんなヨーコの陣を中央突破し、宗志はネコミミと共に、坂田の姿を捉とらえる。

　坂田は左手にボールを摑つかみ、右手の指先を地面に付けて、しゃがみ込んでいた。

　坂田も宗志の姿を視し認にんすると、顔を地面に向け──小さく丸いお尻しりをぷりっと突き出し、右手の方へ重心を移動させ、大地を蹴った。

　ボールを持ったままの腕うでを振り上げ、顔を上げて走り出す。

　それは、『片手スタート』と呼ばれる陸上の短たん距きよ離り選手が練習でやる方法だった。

「速っ！」宗志は驚おどろいた。

　坂田が、あの、何も取り柄えのなさそうなアホだと思っていた坂田が、信じられない速度で宗志の隣となりを擦すり抜ぬけたのだ。

「ネコミミっ！　押さえろ！　坂田に武器は使うなよっ！」

「こんっっっのぉおおおおっ！」

　ネコミミたちが坂田を摑まえようとタックルしてくるが、坂田はするするとその合間を抜けていく。

　片腕で摑まれそうになれば、くるりと体を回転させて外し、タックルで飛び込んで来たネコミミの頭を手を伸ばして押さえて防ぎ、そのまま走り抜け──トライ成功。

「……噓うそだろ、おい」

　宗志は、顔が引きつっていた。

　召喚術の戦せん闘とう、用兵術の勝負は、宗志が圧勝していた。

　だが、坂田という個人の力を、甘く見ていた。

　足が速いということは以前から知ってはいたが、今の動きはそれだけで語りきれない。

「やった！　勝ったーっ！」

「ナイスだ坂田っ！」

　ぴょんぴょんと跳はねる坂田を抱だきしめるヨーコ。

「まんまとやられちまったな」

　宗志は腰こしに手をやり、首を横に振った。

「ごめんなさいマスター」

　ネコミミは、その三角形の耳を倒たおし、不ふ甲が斐いない自分を卑ひ下げしていた。

「いや、俺の戦略ミスだ。坂田まで、お前を辿たどり着けさせさえすれば勝ちだと思っていたが、あいつを搦め捕る陣を敷しくことも必要だったんだ」

「でも、召喚士に遅おくれを取る召喚獣じゆうなんてぇ」

　ネコミミは落ち込んでいた。

　落ち込んで落ち込んで落ち込んでいたので、宗志はぽんと頭に手を置いて、優やさしく撫なでた。

「気にするな。次は大丈夫さ。きっと」

「ううー。マスタぁー」

　そんな宗志とネコミミのところへ、坂田がボールを渡わたしにやってくる。

「…………なんでアヒル口なんだ？　それがお前のドヤ顔か？」

「別に……」

　さっきまで喜んでいたのに、その声はどこか不満げだった。

「でも……くっそ。──坂田、お前足速いんだな」

　宗志はもう一度腰に手を当て、ゴールを決められたサッカー選手のように項うな垂だれた。

「えへへへー。ボクはこう見えて、陸上部だったんだー」

　誉ほめられていると分かった坂田は、またえへへへへー笑いを浮かべて得意気に語った。

　さっきのアヒル口はなんだったんだと宗志は気になったが、こっちの坂田の方がいいと思ったためにこれ以上言わなかった。

「ダッシュスタートのポーズを見たとき、陸上部だって気付くべきだったよ。専門は？」

「二〇〇メートル」

「ちなみに、一〇〇メートルのタイムは？」

「んーっと、一〇〇だと──一二秒ぐらいかな。大会記録持ってるんだよ！　いえい！」

　坂田はピースを宗志に向けて、にっと笑った。

「もう一度勝負だ」

　宗志はびしっと人差し指を立てた。

「「勝負だ勝負だー」」

　ネコミミたちも納なつ得とく出来ないようで、ブーイングの嵐あらしを巻き起こす。
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「じゃあ、次は宗志が攻撃だね」

　坂田はそう言いながら近づき、ボールを渡す。

　手が触ふれ合ったとき──

　ぼっと坂田の顔が真っ赤に燃えた。

「じゃ、じゃあまた」

　そして、また坂田はゴールラインまで走って距離を取る。

「今いま更さら、そこを照れるかね」

　裸はだかを見せたり一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったり、隣同士で寝ねたり、今までいくつもの恥はずかしポイントがあったのに、その全すべてをスルーしてきた坂田が、手が触れたぐらいで顔を真っ赤に染めたことに、宗志はふっと小さく笑った。







　今度は、ヨーコもネコミミも横おう陣じんを敷いて向かい合った。

　三列編成。

　一度目のやり合いで、ヨーコは二〇人ネコミミは九人失われていた。

　だが──坂田の頭の中に、『慎しん重ちよう』という言葉は無い。

「全軍、全方位から攻撃ぃっ！」

　坂田が楽しげに告げると、ヨーコたちが宗志に襲おそいかかる。

　今度は、正面からじゃない。

　ヨーコの横陣は進みながら横に広がり、二つに分かれてネコミミを側面から攻こう撃げきしようとした。

「ネコミミ！　方円陣っ！」

「「りょーかいマスターっ！」」

　ネコミミたちは宗志を中心に円を描えがくように陣を動かした。

　ヨーコ隊が回り込むより、方円陣の完成の方が早い。

　そのまま、宗志を中心にネコミミ方円陣のまま前に進む。

　このまま立ち止まって殴なぐり合うという手もあるが、そうした場合、ヨーコは殴ってこないだろう。

　坂田軍が先制点を挙げてしまった以上、時間切れを待っていては負ける。

　それが出来るのは、リードしてからだ。

　ヨーコの攻撃は避よけつつ、一人に対して常に二人以上で対応する。

　とにかくヨーコの数を減らすことを考えようと宗志は指示を出す。

「すげー。ネコミミちゃんはどうやってダブルチーム掛かけられるんだろう」

　坂田は感心していた。ヨーコはいつも二人以上を相手に戦う状じよう況きようを作られている。

「どうすんだ？　坂田」

　ヨーコも、この状況では負けると判断していた。

　一対一なら負けない自信はあるが、このまま数の差を付けられれば全ぜん滅めつしか道はない。

「よし、宗志と同じように矢印陣で正面突破だ！」

「なるほど、今あいつらは広がってるからな。いけそうだ」

　坂田と共に、ヨーコは蜂矢陣で突撃する。

　ネコミミは方円陣を作ってしまったために、壁かべが薄うすい。

　突破は、容易だった。

　ネコミミの壁を突破し、ヨーコと坂田は中央へ──

「あれ！　宗志がいない！」

　だが──その中心部にいたのは、宗志ではなく、ネコミミ。

　宗志ではなく、ネコミミが指示を出していたのだ。

　宗志は坂田とヨーコが必ず方円陣を強行突破してくると読んでいて、方円陣の外に逃にげていたのだ。

　ヨーコが陣形を変える間、宗志も変えることが出来るのに、しなかった。

　出来なかったではなく、しなかったことに、坂田は気付くべきだったのだ。

　方円陣の右横に、宗志はいた。

　一度円の中に入ってしまったヨーコたちは、完全に包囲された状態になり、一人、また一人とどんどん数を減らされていく。

「はわわわ……」

　坂田は戸と惑まどい、方円陣の中央で困り果てていた。

「慌あわてるなっ！　このまま真まっ直すぐ突つき抜けて、生意気マスターを追えばいいっ！」

「う、うん！」

　ヨーコと坂田は方円陣を突き抜けて、ネコミミたちの背後に出た。

　ボールを持った宗志はゴール付近にいた。

　その姿を発見した坂田は、ダッシュで追いかける。

「もう、遅おせえよ」

　宗志はゆっくりとゴールラインを踏ふむ。

「とりゃあああああっ！」

　坂田は飛び込んだ。それこそ、ゴールラインにトライするラグビー選手のように。

「ぐふう。おまっ！　もう俺の勝ちだろが！」

　腰に腕を回され、お尻に思いっきり頭ず突つきされ、宗志は倒れないように踏ん張った。

「えー。ちゃんとボールを地面に接地させないとゴールとは言えないよぉ。アメフトじゃなくてラグビーなんだし」

　坂田は暴力亭てい主しゆがギャンブルに行くのを止めようとする健けな気げな主婦のように追い縋すがる。ジャージのズボンを引っ張り、ボール目指して宗志の体を登ってくる。

「ラグビー知らないんじゃねえのかよ。そういうルールなの？　じゃあ！　ちゃんとトライしてやるっ！」

　宗志は坂田に抱だきつかれたまま飛び込んだ。

　地面にしっかりとボールを叩たたきつけ、確実なトライを決める。

「くっそー。あともうちょっとだったのになー」

　坂田は悔くやしそうに言いながら素す早ばやく立ち上がる。

　そして、宗志を起こそうと、手を差し伸のべた。

「次はお前の攻撃だな」

　と、宗志も同時に立ち上がる。

　坂田が起こそうとしてくれていることなんて知らず、すっと立ち上がったがために、坂田の顔面に後頭部がガン、と当たった。

「うきゅうぅ」とアザラシのような鳴き声を発しながら、坂田は倒れる。

　このとき、差し伸べていた手は宗志のズボンをがっしりと摑つかんでいた。

「うわったっ！」それにより、宗志も体勢を崩くずして倒れ込む。

　坂田の、体に覆おおい被かぶさるように。

　咄とつ嗟さに手をついたそこには──狙ねらいすましたかのように、坂田のおっぱいがあった。

　ふに。と、柔やわらかく、ほんのり温かい。

　ブラの上からでも、十分分かるほど、坂田のおっぱいはちゃんと主張していた。

（お、おぱっ！）どきっ、と胸が高鳴った。

　脳のう裏りに過よぎる、リトル・スノウの顔。

　金玉を潰つぶすと言われたときの、冷たい目。

　だが、あの時やれなかったことを、宗志はしっかりとすぐ。

「あははは。ワリぃ」

　謝罪だ。

　宗志は軽く謝ってすぐ手を除のけ立ち上がる。

　笑いながら謝ったのは、『どうせ坂田は恥はじらいなど感じていないだろう』と思っていたから。

　だが──違ちがった。

　坂田は顔を真っ赤に染めて、口をぽかんと開けたまま、ぎゅっと胸を隠かくすように腕うでを交差させる。

「あれ？」

　思った反応と違い、宗志は困こん惑わくした。

「……ぁぅ」

　坂田は握にぎった拳こぶしを口に当て、小さく声を上げるが、言葉が出てこなかった。

「もしかして、恥ずかしいのか？」

「あ、当たり前だろっ！　改まって聞かないでよもう！」

「す、すまん」

　裸を見られても全然平気な坂田だが、体を触さわられるのはとても恥ずかしいようだ。

　その基準が理解出来ず、宗志は困っていた。

　咄嗟に立ち上がる宗志。

　すると、すとんとズボンが落ちた。

　ズボンだけではない。トランクスも一緒に落ちた。

　坂田が激しく引っ張りすぎたせいで、ゆるゆるになっていたのだ。

　浜はま風かぜが、すーっと股こ間かんを通り過ぎ、宗志はきゅっと内うち股またになって股間を手で隠した。

「……宗志、もしかして恥ずかしいの？」

　宗志はその問いに、即そく答とう出来なかった。

　これは、チャンスだ。

　ドスケベになるという、チャンス。

「当たり前だ」

　だが、やっぱり宗志は、このチャンスを見み逃のがしてしまった。

　人前で下半身丸出しになるのは、やはり、恥ずかしかった。







　土曜日は、東校と西校で『戦争』がある。

　資源を奪うばい合う、生活に直結した大事な戦いだ。

　そして、戦いの前に、食堂にて全校生徒任意参加のブリーフィングが定例になっていた。

　その日も、生徒会長を中心に、誰だれがどこにどう攻せめるのかを話し合っていたが──

「俺はいつも通りジムを守る」

　と言い残し、宗志は早々とブリーフィングから離はなれた。

　チームを組んでいる坂田や清花、七瀬も宗志に続いて、みんなでジムへと向かうことに。

　清花が移動手段であるライオンを召しよう喚かんし、それに乗って急いだ。

「宗志よ」

　ジムへの防衛に向かう道中、七瀬が不思議そうな顔で宗志に問いかけた。

「なんだ？」

「何な故ぜ、大規模な戦争に参加しないのだ？　君の目的は『首席卒業』だろう？　皆みなと共に戦い、目立つことをするべきではないのか？」

「うちのネコミミが強ければそれもやったんだがな。あと、不本意な形だが十分目立ってる」

「ふむ。考えが無い訳ではなかったのか」

「戦績を重ねるのは三年になってからでも遅おそくはない。今はただ、強くなる、有利になるために時間を使う、戦略の時間だ」

「秀ひで吉よしよりも家いえ康やすを狙うということか」

「まあ、そんな感じだということにしておこう。ここぞって時まで身を潜ひそめてから、一気に天下を取る」

「黒くろ田だ勘かん兵べ衛えはそれに失敗したが、な」

「失敗のことなんか、考えてられないさ。それが出来るほど、俺は強くない」

「スヌーピー曰いわく『配られたカードで勝負するしかないのさ。それがなんであれ』という奴やつだな」

「お前は別に、違う戦場へ行ってもいいんだぞ？　別に、秀吉のようにがんがん行動して功を立てるってのは間違った手法ではないどころか、それが出来れば、それが一番いいんだから」

「いや、私も君の意見の方に賛成だ。我が義よし経つねも、戦せん況きようを変えられるほどの力はないことはすでに立証済みだ。大戦争の方に参加しても、さほど目立った活かつ躍やくは出来そうもない」

「まあ、俺には切り札があるんだよ。まだ」

「切り札？」

「召喚獣じゆうの使い方は、実はもう一つ『ソウル・ポゼッション』っていう方法があるんだ」

「ほう。聞いたこともないな」

「出来れば誰も知らないまま、三年の最後まで引っ張りたい手法なんだ」

「なるほど、召喚獣の奥の手の使い方を隠し持っているからこそ、こうして余よ裕ゆうを持てるということか」

「そういうこと。だが、それを今からやっちまうと」

「皆が真ま似ねをして、三年の時に活躍出来なくなる──ということか」

「そうだ。だから、俺は家康になるのをじっと待ってるんだよ。切り札を手にしたままで」

「そのソウル・ポゼッションとやらを、私に教えてはくれまいか？」

「最後はお前と一いつ騎き討うちになったりする可能性もあるだろうが。教えられないね」

「そうなれば、私は君を誘ゆう惑わくして勝つしかなくなるな」

「出来るモノならやってみろ」

「……私は君のタイプではないかな？」

「………………なしではないかな」

「ほう、アリだと？」

「なしではない」

「ふふ。ならば誘惑出来る可能性もあるということだな」

「……………………なしでは、ないかな」

　ジムにつくと、宗志はネコミミを展開する。

　七瀬も義経を出し、清花もキュベレーを出す。

　誰よりも早く出しゆつ撃げきしたため、誰もいない。

　このジムを起点に、さらに先にも防衛すべき施し設せつはある。

　先せん輩ぱい方は、このジムの前を通って、戦場へと向かうのだ。

「迎むかえ撃うつならば、ここだろうな」

　七瀬が風に舞まう髪かみを押さえながら言った。

　西校から向かうには、むきむきジャッキーが防衛していた坂道を通るという、一つのルートしかない。

　しかし、東校から来る場合は様々なルートがある。

　川から、渓けい谷こくから、山から。

　ざっと考えただけで、六つのルートがある。

　だが、どのルートを通っても、結局辿たどり着く場所はここ。ジムの前だ。

　ここにある、二〇時のタイムリミットを告げる電話を取られなければ、防衛側の勝ちなのだから。

　七瀬は、六つのルートを守るのは無理と判断し、それぞれの道からやってきた軍団が合流する場所。つまりはジムの前を戦場に選んだが──

「いや、守るべき場所は、この先の二カ所だ」

　と宗志は言う。

「む？」

　六つのルートがあるのにも拘かかわらず、二つと言う宗志に、七瀬は小首を傾かしげた。

「この先に、二ふた股またの地形がある」

「他にも四つのルートがあるのでは？」

「その四つには、先輩方が向かって、牧場なりなんなりの施設で戦いが起こる。東校の連中が先輩たちの間を抜ぬけてここを狙ねらおうとしても、大した人数じゃない。ここに置いておく兵力は、それほど多くはいらないだろう」

「ふむ」

「だが、この先の二カ所は、先輩たちと出会わずに来ることが出来るルートだ。防衛に回らず直接ここを狙ってくるなら、二つのルートに絞しぼられるって訳だ」

「そうなんやー。よく調べたなー。凄すごい凄い」

　清花が感心しきりに頷うなずいた。

「いやいや、凄いも何も、戦争をやるってのに、戦場の地形を調べるのは当たり前のことだろうが」

「そーちゃんが調べたん？」

「うちのネコミミが頑がん張ばってくれた」

　宗志はネコミミを指す。

「はい！　頑張りましたっ！　地形を知ることは大事なことですから！」

　ぐっと両手でガッツポーズするネコミミ。

「つまり、二人一組で守ろうってことだな」

　七瀬は納なつ得とくし、笑え顔がおで言った。

「そういうことだな。四人いるから二人ずつ分けて守ろう」

「ふむ。私と清花。君と坂田くんで分けるとなると、どうしても兵力が偏かたよるな」

　宗志と坂田でネコミミとヨーコの兵力二〇〇〇。

　これだけでも、七瀬の義経八〇〇〇に届かない。

「じゃあ、坂田はそっちに任せる。俺は清花と組むわ」

「それはどうして？」

「うちのメンバーだと七瀬が一番用兵術に長たけていそうだから、一番出来なそうな坂田をフォローした方がいい」

「謙けん遜そんするな。君の方が上だろう？」

「いやいや、俺なんか。いやいやいやいや」

　宗志は照れ臭くさそうに何度も首を横に振ふった。

「……まあいい。私は、このチームでは君がリーダーであると考えている。従うよ」

「まあ、今週は東校も防衛に精せい一いつ杯ぱいで、ここを攻める奴なんていないだろうけど」

「そう願いたいモノだな」

「とりあえず、二手に分かれるのは、敵が迫せまってからでも遅くはないし、他のルートからやってくる可能性も否定出来ない。ここを最終防衛ラインとして、ここで待っていよう」

「そうだな。では斥せつ候こうからの知らせが来るまではここで待つこととしよう」

　そう言いながらも、二人は確信していた。

　ここは、戦略的に大事な場所。

　ここをフタ出来れば、戦線を集中することが出来、東校が有利になる。

　それは、すでに一度経験したこと。

　そうさせないために、西校は様々な場所を攻めている。

　全軍のぶつかり合いをしたとき、東校の圧勝だったという事実から、分散して様々な場所で戦うことでなんとか拮きつ抗こうした勝負に持ち込んでいた。

　それを阻そ止しするためには、ここを狙ってくるだろう。

　それが今日なのか来週なのか、それとも来月なのか。

　東校がその決断を下すまでに、完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよ策を構築しなければならない。

「さて、じゃあ練習しよっか」

　しかしながら、敵が来なければすることがない。

　その時間を、バンド練習に費やすことになった。

　曲のアレンジは七瀬と清花が協力して作った。

　歌詞は次会うときにリトル・スノウが作ってきてくれる手はずになっている。

　宗志たちはとりあえず曲を完成させることを優先することにした。

　まず、七瀬がオリジナルアレンジを加えた曲を弾ひく。

「楽がく譜ふ出来ましたっ！」

　それを元に、ネコミミがその三角形の耳で聴きいて楽譜を作ってくれた。

　つまり、この曲は七瀬とネコミミの合作なのである。

「こういう才能はあるのだな。君の召喚獣は」

　楽譜を見ながら、七瀬が呟つぶやいた。

「マスター、私誉ほめられました！　撫なでて下さいっ！」

　ネコミミは目を輝かがやかせて頭を突つき出す。

　ぴこぴこと耳が動いていた。

「七瀬。撫でてやって」

　だが、宗志はギターのチューニングに夢中で、顔すら向けなかった。

　構って貰もらえなくて頰ほおを膨ふくらませるネコミミ。

「よーしよしよし」

　七瀬はネコミミのアゴの下をこちょこちょする。

「んー。そこはあんまりよくないですねぇー」

　目を細めて、むーとうなり声を上げるネコミミ。

「ネコなのに？　まあ、人のようなモノか」

　七瀬が今度は頭を撫でると、ネコミミは幸せそうに目を閉じる。

「んー。手が冷たいけど気持ちいいですー」

　満足げに笑うネコミミに、七瀬も思わず笑顔になった。

「うー。楽譜貰っても難しいよー」

　坂田は渡わたされた楽譜を見ながら頭を搔かいた。

　ピアノをやっていたから、楽譜が読めない訳じゃない。

　だが、ドラムは兄と趣しゆ味みで行っていたモノで、楽譜を見ながら叩たたいたことは一度もなかった。

　しかも、今回の曲はパンクロックに仕上がっている。

「まあドラムは直感でやってもいい感じはするかな」

　と、宗志がフォローを入れる。

「とにかくリズムが合えば問題ないな」

　七瀬も文句はないようだが──

「ダメですっ！　やるならちゃんときっちりやらないと！　じゃあ、坂田さんには、私がちょくちょくに教えます！」

　ネコミミがどんと胸を叩いてえばるように言った。

「ちょくちょく？」

　聞き慣れない言葉に、坂田が引っかかる。

「直じき々じきをちょくちょくって読んでるんやねー」

　清花は何な故ぜかこのタイミングでネコミミを撫で撫でした。

「私、何を誉められたんですかぁ？」

　頭を撫でられて猫ねこなで声になりながらも、何故自分が頭を撫でられているのかさっぱり分からなかった。

　いや、清花本人以外、誰だれもその理由は分からないでいた。

「ネコミミちゃんはドラムが出来るの？」

「はい。マスターが出来ることは召しよう喚かん獣じゆうも出来る。マスターに出来ないことも召喚獣は出来る。素す晴ばらしいんです。私たち」

「ふむ。ということはあれかな？」

「はい？」

「宗志は、直々をちょくちょくと読んでいたということかな？」

　七瀬の言葉に、清花は宗志のところへとやってきて、頭を撫でる。

　そのときの清花の表情を見て、宗志は確信する。

　このなでなでが、意味していたのは、哀あわれみ。

「哀れみのよしよしはやめろ。直々ってちゃんと言うわ。ネコミミがわざとちょくちょくって言ってるだけだ」

「わざとやったんやー」

「わざとではないんですけどね。マスターがたまに解げ毒どくをかいどくって言ったり、一線をがーするーとか言っちゃうミスが私にも移っちゃったというか」

「そうなんやー」

　なでなで。なでなで。

「いや、哀れみのはやめて」

「あれ。もんちゃん、またアヒル口なってるで。最近の流行はやり？」

　宗志の頭を撫でる清花の姿を見ていた坂田は、アヒル口になっていた。

「……宗志がドラム教えてくれたりしないかな？」

　坂田はアヒル口のまま、上うわ目め遣づかいに言う。

「俺はギター練習しないとダメだからな。ネコミミだって俺と変わらんぞ。さっきネコミミが言っていたように、俺に出来ることはネコミミにだって出来る」

「むー。じゃあネコミミちゃんお願い」

　坂田はぷいっとそっぽ向いた。

「はい！　じゃあ楽譜から書き直しますっ！　マスター。私をもう一人出して下さい！」

「そう言えば、そろそろ定期連れん絡らくだな。ネコミミっ」

　宗志はもう一人、ネコミミを召喚する。

「こんっちわー。戦せん況きようは膠こう着ちやくしてます！　漏もれてくる敵もいません！　以上っ！」

　ぴょんと新たなネコミミが出てきて、びしっと敬礼する。

「よし、じゃあ坂田を手伝ってやってくれ」

「早さつ速そく楽がく譜ふ書き換かえますっ！」

　新たに出てきたネコミミはすでにやることを分かっている様子で、すぐに作業に取りかかった。

「後から出した召喚獣は、前に出した召喚獣全員の記き憶おくを全すべて持ってるんやっけ？　凄いよなー。ウチやったら絶対海馬パンクしてるわー」

　今、ネコミミは様々な場所にいる。

　宗志が指定した二カ所の防衛ポイント、その先で様子を窺うかがう斥候。

　他のルートから敵が来ないように見張る物見。

　別の戦場の動向を探さぐる偵てい察さつ役。

　そして、この場にいるネコミミ。

　それらの情報を、今出しているネコミミは共有していないが、まだ出していないネコミミには全て分かっている。

　このシステムを利用して、携けい帯たい電話の通じないこの月輪島で、無線機のような使い方を宗志は考えた。

　ネコミミを無限に出せる訳ではないから、回数制限付きの情報把は握あく術。

「凄すごいですか？　凄いんです！」

　そう言って、ネコミミは頭を差し出した。

　撫でろと言っているようなので、清花は優やさしく撫でる。

「ネコミミちゃん。ほんならこっちも手伝ってー」

「はーい」

「ならば私の方も手伝いを頼たのもうか」

「はーい」

　ネコミミは幸せそうだった。

　誰かの役に立てるのが、それが結果として、宗志のためになると考えるのが、幸せで堪たまらなかった。

　そして、五分後──

「はい！　音ゲー風楽譜です！　これの通り叩いてみて下さい！」

　トイレットペーパーのように、芯しんに巻き付けた楽譜が完成した。

　音おん符ぷは一つもない。点ばかりが描かかれた楽譜。

　一定のリズムで巻き取っていくことで、叩くべき時に叩く場所を教えてくれる。

　それはまるで──太たい鼓この達人や、ビートマニアのような音ゲー風の楽譜だった。

　からからからから……と芯を回すと、紙がでろーんと落ちていく。

　それに合わせて叩くのだが──

「ネコミミちゃん、もうちょっとゆっくり」

　坂田は付いていけなかった。

「はい！　じゃあレベル１からやりましょう！」

「うんっ！」

　そんな様子をじっと見ていた宗志と七瀬は同時にこう思っていた。

「こっちもあれにしようかな」

　音ゲー風楽譜は、楽しそうに見えた。







　明くる日も明くる日も、宗志たちは練習を続けた。

　手前味み噌そすぎるが、才能に溢あふれた四人だったため、二日もあれば完成しきっていたが、一週間みっちりとその曲だけを練習した。

　学校の終わりにセッション。夕食の後にもセッション。

　温泉に行き、リトル・スノウを交えてセッション。

　そして、日曜日。

　イリヤにライブをやりたいと言ったら──

「あいあいー」

　と二つ返事でＯＫが出て、イベントスペースを作って貰った。

　総合デパートの前。

　舞ぶ台たいはなく、地べたではあるが、スピーカーやマイクスタンドどころか、各楽器、照明などもイリヤが用意してくれた。

　やけに協力的だったのは、ただただ面おも白しろそうだからという単純な理由を述べていたが、これはご褒ほう美び。

　フェンシングのとき、イリヤは敗北を確信していた。

　だから、そのときのご褒美を今、こうして授さずけたのだ。

　たった一曲。

　アップテンポなこの曲は、二分半で終わる。

　その二分半のためにしては、本格的すぎた。

「緊きん張ちようしてきた」

　ぎゅっと祈いのるように両手を組み、七瀬が大きく息をした。

　身内の間でやる練習とは違ちがう。評価の対象になるのだから──

「七瀬も緊張してんのか。らしくないな」

　宗志はいつもと変わらぬ様子で笑っていた。

「ほう、ならば君は緊張してないのか？」

「しない奴やつは人間じゃないさ」

　アンプに繫つないだベースギターを一ひと搔かき。

　空気が震ふるえるような重低音が響ひびく。

　同じように、七瀬がギターを搔き鳴らし、チューニングを合わせていく。

　衣い装しようはアイドルのようなモノにしたかったが、統一感を出すために宗志もスカートを穿はけという提案を宗志は却きやつ下かし、坂田がいっそ裸はだか一いつ貫かんで挑いどめばどうだというのを即そく却下し、結局色々悩なやんで、制服のままで行くことにした。

　アイドル衣装のような、可愛かわいい女の子の服を坂田に着せるのは危なすぎるというのが第一の理由で、もう一つの理由が──

　目立ちたくない。というリトル・スノウの本末転てん倒とうな言葉のせいだった。

　そんなリトル・スノウはマイクスタンドの前で、楽がく譜ふとにらめっこしていた。

　一番前に立つのは宗志。

　ベースがセンターで目立つバンドなどあったろうか？

　上かみ手てには清花。

　キーボードは練習のときとは少し違う音がした。

　イリヤが用意したのは、電子ピアノだったからだ。

　下しも手てには七瀬。

　ピックを手の内で転がして緊張を解ほぐしている。

　後ろには坂田。

　手の汗あせが凄いのか、しきりに両手をすりすりと合わせていた。

　そして、最後にリトル・スノウ。

　坂田のさらに後ろで立っていた。

　客はいない。

　足を止める者もいない。

　誰かに聴かせるためにやって来た訳じゃない。

　ライブの開かい催さい時間を決めていた訳でもない。

　告知をした訳でもない。

　ポスターを貼はることも、ビラを配ることも、校内放送をかけることもしてこなかった。

　誰だれも来ないのは当然だ。

　でも、どうせなら誰かに聴いて欲しかった。

　せめて、サクラとしてネコミミを用意できればいいが、ネコミミなどの召喚獣は、ここに連れては来られない。

　日曜日の観光地は、召しよう喚かん獣じゆう、召喚石を持ち込めないのだ。

「じゃ、早速始めようか」

　と坂田がスティックを強く握にぎる。

　そして、カンカンカンカンカン……とスティックを叩たたいた。

　演奏が始まってすぐに──

「ちょっと一回止めて！」

　坂田が声を上げて立ち上がり、両手をぶんぶんと振ふった。

　演奏をみんなが止めて、坂田に顔を向ける。

「リズム狂くるいすぎだろ」

　と、宗志が苦笑いを浮うかべた。

　坂田は手が震えて、ビートを上手うまく刻めなかったのだ。

「ごめん」

「いや、気にするな。責めてる訳じゃない」

「練習通りの力を出すことは、プロだって難しいモノだ」

「もっかいやったらええやんかー」

　七瀬と清花も宗志も、失敗は仕方がないことだと考えていた。

　自分も、する可能性があるのだから。

「ご、ごめん！　もう一回お願い！」

　坂田がぺこぺことみんなに頭を下げて、みんなはうんと頷うなずいた。

　坂田は申し訳なくて仕方がなかった。すぐにリズムを崩くずしたことで、全員がぐだぐだな演奏になってしまったのだ。

「坂田。俺の音を聞き分けてリズムを取れ」

「うん」

「ドラムはリズムを作るもんだが、ベースだってそうなんだ。ベースギターはギターのサブでもあり、ドラムのサブでもある」

「お、おっけー」

　優ゆう秀しゆうすぎたのが、仇あだになった。

　練習でセッションしたとき、一度もこういう失敗をしていなかった。

　失敗を練習中にした分だけ、本番の成功率は上がる。

　一度失敗したことで、さらに緊張が深まってしまった。

「じゃあもう一度」

　カンカンカンカンカンカンカンカン……

　坂田がスティックを叩き、曲が始まる。

　木星という曲は、有名なフレーズの部分まで少し間がある。

　その部分もメタルにロックにアレンジし、そしてついに──

　歌が始まる──はずだった。

「歌わないのかよっ！」

　宗志は思わず振り向いた。

　リトル・スノウが、歌わなかったからだ。

「ちょっと一回止めてー」

　宗志が両手をぶんぶんと振って、みんなの演奏を止めた。

　そして宗志はリトル・スノウの所へと向かう。

「お前が歌わなきゃなんの意味もないだろうよ」

「ごめんなさぃ……怖こわくて」

「マイクの音量は最大にしてあるから、小さな声でも大だい丈じよう夫ぶ。自信を持てなんて無責任なことは言わない。ただ、お前に協力してくれたこの三人のために、仕事をこなすんだ」

「……ぅん……そぅ……だね」

「もう一回最初からやるぞ」

　カンカンカンカンカン……

　そして演奏が始まったが、今度は──

「ちょ、ちょっと一回止めてくれ」

　宗志が出だしからミスってしまった。

　異常なまでの、悪あく循じゆん環かん。

　焦あせれば焦るほど、気持ちが乱れれば乱れるほど、リズムは狂ってしまう。

「やむを得まいな──」

　そう言って、七瀬がカバンから尺八を取り出した。

「何それ」

「いや何、このあと私の単独ライブにしてやろうと、持って来ていたのだ」

「聞いてないプログラムだな、おい」

「我が音色に、心落ち着くがいい」

　そう自じ慢まん気げに言って、尺八に口を当てる。

　独特の音色が、辺りを染めていく。

　それは、誰が聞いても『プロ』の技わざだった。

　恐おそろしい才能。

　葉は加か瀬せ太た郎ろうの情熱大陸のような、激しく、熱い演奏だった。

　落ち着くどころか、心が高こう揚ようする。

　だが、確かに、妙みような空気と無む駄だな緊張は解ほぐれるような気がした。

　だが──

　今までチラ見しかしなかった通行人たちが立ち止まるようになった。

　ゾロゾロと観客が増えていく。

　それはさながら、ハーメルンの笛ふえ吹ふきのようだ。

　観客が増えたことで、また一気に緊張の糸がはち切れんばかりにぴーんと張られる。

　七瀬が一曲吹き終えたところで、宗志は一人一人の顔を見ながら言う。

「今度こそ……なんて思わないでいい。とにかく練習のときのように、楽しくやろう」

　その言葉に、皆みな「うん」と頷いた。

「いっそもう、ミスっても気にせず最後までちゃんと完走しよう」

　尺八を大事そうにカバンに戻もどし、ギターに手をやりながら七瀬が言う。

「そうだな。それの方がいいかも」

「じゃあ──行くよ」

　カンカンカンカンカンカンカンカン……

　そして、再度演奏は始まった。

　坂田は順調。

　宗志も問題なし。

　七瀬と清花は、元から安定している。

　そして──歌。

　みんなは信じていた。

　今度こそ、リトル・スノウは歌ってくれると。

　そして、リトル・スノウはその期待に応こたえる。

　自分にしか出来ない。

　自分がしなければならない。

　重責を、果たすべく、勇気を振り絞しぼり──

　歌声が、響ひびき渡わたる……

　小さな声でも、マイクはしっかりと拡張してくれる。

　リトル・スノウの歌声は、とても綺き麗れいだった。

　これほど綺麗な声ならば、パンクなんかにせず、ただただ普ふ通つうに『ジュピター』を歌わせた方がよかったような気もする。

　その歌詞は、恋こいを歌っていた。

　思いを伝えたくて伝えたくて、どうすればいいのか分からない少女の歌。

　それは、リトル・スノウの思いそのものだったろう。

　幾いくつもの思いを重ね合わせて作られた思い。

　しかし──

　途と中ちゆうで、歌が途と切ぎれた。

　みんな驚おどろいたが、一番驚いたのはリトル・スノウだった。

「ぁ……なんで……」

　リトル・スノウは焦る。

　マイクトラブルだ。

　歌っているのに、周りの音に消されて、リトル・スノウの声は誰にも届かない。

　それでも必死に声を張り上げようとするが、足りない。

　あともう少しで終わりだったのに、残り三〇秒を歌い上げることが出来なかった。

　悔くやしくて、悔しくて悔しくて──
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　リトル・スノウは前に飛び出した。

　坂田よりも、清花よりも、七瀬よりも宗志よりも前に出て──

　そして最後の一小節を務め上げようとした。

　だが──間に合わずに曲は終わってしまった。

「ご、ごめん……なさい……あと、少しだったのに……」

　リトル・スノウは振り返り、宗志たちに頭を下げる。

　その声は、坂田にも聞こえていた。

「ちゃんと、声、出せてるぞ」

　宗志は顔をにやけさせた。

「え？　……あっ」

　驚いたリトル・スノウは自分の喉のどを押さえた。

　周りがうるさすぎて、声を届けようと必死になって、音楽が止まったのに、その音量のまま、声を出してしまっていた。

「やった甲か斐いがあったというモノだな」

　七瀬はそう言いながら、宗志に目をやる。

「でも、もう少しだったね」

　残念そうに坂田が呟つぶやいた。

「まだやりたりひんなー」

　清花と坂田は「ねー」と首を傾かしげて同調した。

　終わりの時間は決めていない。

　なあに、もう一度すればいいさ。

　そう、宗志が言おうとしたときだった。

「もう終わり？」

　観客の方から、声がした。

「まだまだ聴ききたいんだけど」

　とても、不満そうな声だ。

　せっかく足を止めたのに。

　せっかく聴いてやろうとしたのに、こんなにすぐ終わってしまうのか？

　そんな思いは、声にせずとも宗志たちに届いていた。

「…………アンコール」

　ぼそりと誰だれかが呟いたのを皮切りに──

　アンコール、アンコール、アンコール。

　みんなの声せい援えんに、期待感に、リトル・スノウは涙なみだがこみ上げてきた。

　どうして涙が出るのか、分からないでいた。

　でも、だけど……

「もう一度だけ、やってもいいですか？」

　リトル・スノウの懇こん願がんに、坂田と清花が同時にうんと頷うなずく。

「ああ、やろう」

　宗志の言葉に、七瀬は何も言わずに笑えみを浮うかべた。

　リトル・スノウは目の端はしに溜たまった涙をぐっと指で拭ぬぐい、客へと振ふり返る。

　そして、ありったけの声で、ありったけの思いで叫さけぶように言った。

「みんな、アンコールありがとうございますっ！　この一曲しか用意出来ていませんが……さっきは最後まで演奏出来なかったけど……今度こそちゃんと歌います。聴いて下さい──『メリクリ』っ！」

　カンカンカンカン……

　坂田の合図から、曲が始まる。

　リトル・スノウは、出来る限りの声で歌った。

　喉が嗄かれてもいい。声がもう出せなくなってもいい。

　そんな魂たましいの叫びのような歌声は、観客の胸を打ち、今度は最後まで歌いきることが出来た。

　喝かつ采さいを浴びながら、宗志は水を差すようで言わなかったが、こう思っていた。

（リトル・スノウ……………………曲名、間ま違ちがえたよな）








第四章　ソウル・ポゼッション









　ライブも終わり、次の土曜日がやってきた。

　祭りの後の、どこか寂さみしげな空気が、まだ、消えていない。

　あのあと、またみんなでライブをやろう。もっともっと、一いつ緒しよに遊ぼう。

　そう約束したのだが、あの日以来、リトル・スノウは温泉に現れはしなかった。

　何やら忙いそがしくなったのか、テストでもあるのだろうか。それとも時間帯が変わったのだろうか。

　こんなことなら、次のライブをちゃんと打ち合わせしておけばよかった。

「──ってことで、バランスを考えると、七なな瀬せと坂さか田たが組んだ方がいいってね」

　宗そう志しは清きよ花かと二人で、待機していた。

「ほんで、ウチがそーちゃんと組むことになったんやねぇ」

　清花は笑顔で頷きながら言った。

　ここは、以前より言っていた二つのルートの一つ。

　ライブの練習がなくなったので、ジムの前で四人集まって警けい戒かいするよりも、最初から二手に分かれて防衛した方がいいだろうという考えだった。

「そういうことだ。武器だけ、七瀬に作って貰もらった」

　ずらりと並ぶ、八〇〇のネコミミ。

　何が起こるか分からないため、最初から一〇〇〇人全部を召しよう喚かんするのを避さけたための人数だった。

「マスター。思ったより重いんで、持って貰ってもいいですかぁ～」

　弱音を吐はいて、ネコミミがぺたんと地面に腰こしを下ろす。

「ホント、変な召しよう喚かん獣じゆう持ってるねぇ」

　清花の後ろには、白ゴスロリの格好をした少女『キュベレー』がずらりと並んでいる。

　その数は、三〇〇〇。

　宗志と清花は、東西二ふた股またに分かれているうちの、東側を封ふう鎖さしていた。

　地形としては、以前『じぇじぇじぇのファランクス』と戦ったところに似ていて、左右切り立った崖がけに囲まれている。

　その崖の上に、キュベレー五〇〇ずつ。ネコミミの八〇〇は、ちょうど二列になって道を封鎖出来る兵の数だった。

　一列目には、移動するのも大変なほど重く大きな盾たてと、普ふ段だんから使っている小しよう剣けん。二列目は三メートルを超こえる長い槍やり。この編制は、敵の動きを止めるためのモノ。

　敵の勢いを盾と槍で止め、左右の崖上からキュベレーが仕留めるという形だ。

　崖の上に至る道はジム側からでないと行くのは難しい。

　ボルダリングの要領で崖を上がってきたとしても、その頂上にはキュベレーがいる。上がろうとしたところで、攻こう撃げきして落とすことが出来るだろう。

　坂田と七瀬が守る西側も、こことほぼ同じ地形。向こうはＳ字のようになっていて、さらに防ぼう御ぎよ力は上がっている。

　どちらかが突とつ破ぱされれば両方潰つぶされる。

　そんな責任感に、宗志は緊きん張ちようしていた。

「誰もこうへんかったらええなぁ」

「……そうだな」

　清花ののんびりとした願望に、宗志は即そく答とう出来なかった。

　誰が来るかは分からないが、必ず来るであろうと考えていたから。

　その後岩に座り込んで、のどかに清花と中学校の頃ころの話などで盛り上がっていたら──

「マスターっ！　来たっ！　なんか馬がっ！」

「……とうとう来たか」

　斥せつ候こうに出していたネコミミが一人、ライオンに乗ってやってきた。

「あっちゃー。ウチ緊張してきたわー」

　宗志と清花は立ち上がる。

「よし、ネコミミ。坂田たちの方へも連れん絡らくを。向こうで戦せん闘とうが行われていたなら、帰ってこなくていい。そのまま向こうの指示に従ってくれ」

「りょーかいっ！」

「どんくらいの敵が来るかな？」

「さあてね。それほど多くは来られないとは思うけど。ネコミミ！　総員戦闘配置！　そろそろ気合いを入れろ！　緊張感も持て！」

「「りょーかいっ！」」

　ざざざざ……慌あわただしい足音が、崖と崖に挟はさまれた道に反はん響きようする。

　蹄ひづめの音がして、やってきた一人の少女に、宗志は見覚えがあった。

「……リトル・スノウか」

「…………ぁ」

　リトル・スノウは、ネコミミとその向こうにいる宗志を見て、小さく驚おどろきの声を上げた。

「……また、あなた」

　ネコミミによって道を封鎖されていることを知り、リトル・スノウは馬の足を止めた。

「ああ、その節はどうも」

　宗志は小さく笑みを浮かべ、お辞じ儀ぎをする。

「………………ごめんなさい。ここを──取りますっ！」

「声、出せるようになったのはいいが──どうして急に、一人で来たんだ？」

「………………私は、西校のスパイにされてしまう」

「………………俺たちと、一緒にライブをしていたからか」

　宗志は、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　リトル・スノウがあのライブ以降温泉に現れなかったのは、止められていたからだ。

　俺たち西校の人間と連つるんでいたのを、あのライブで知った奴やつがいた。

　そいつが、リトル・スノウを糾きゆう弾だんしたんだろう。




「……そんなん、気にせんかったらええやん」

　清花はそんな二人のやりとりを聞きながら呟つぶやいた。

「だからっ！　ごめんなさいっ！　オーディンっ！」

　リトル・スノウから、オーディンが召喚され、ネコミミに襲おそいかかる。

　その数は──四〇〇。

　ネコミミの盾を構える第だい一いち陣じんと同じ数だった。

　オーディンの槍が、盾を叩たたく。

　ネコミミが普段生成している丸い盾は、以前この一撃で粉ふん砕さいされていたが──

　ギイイイィィィィン。と鉄のぶつかる音が響ひびき、槍を弾はじいた。

　あるオーディンは、ネコミミの巨きよ大だいな盾に馬の蹄を乗せ、踏ふみつぶそうとする。

　が、巨大な盾はビクともしない。

　ならばネコミミごと飛び越こえてしまおうとしたオーディンは、第二陣の長い槍やり衾ぶすまによって防がれた。

　そして──ぴたりとオーディンの突撃は止まってしまう。

「こんっにゃろおおおおっ！」

　そこへ、第二陣の槍が盾と盾の間からにょきっと突つき出され、オーディンは倒たおされていく。

　さらに、崖の上左右から、ネコミミたちの奥からキュベレーが火球を投げつける。

「いける。いけるぞっ！」

　宗志はぐっと拳を握った。

　あれほど強力だったオーディンが。トラウマを植え付けられそうだったあのオーディンを、一兵も失うことなく倒すことが出来た。

「……くっ、じゃあ今度は！　一〇〇〇体っ！　オーディンっ！」

　リトル・スノウは続いてオーディンを繰くり出してくる。

「そーちゃん！　また来るでっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　冷静な宗志の言葉通り、オーディンは同じように突撃をして、同じように突撃を止められる。

　一番前が詰つまってしまっては、その後に続く兵は前に倣ならえで止まっていくしかない。

　そこへ、火球。

　キュベレーの炎ほのおは、オーディンには防ぎようもない攻撃だった。

　召喚獣は、剣なら剣。槍なら槍しか作れない。

　オーディンがもし、『盾』を作れていれば、対応出来たかもしれない。

　密集し、四方のどこにも逃にげ場はなく、頭上からやってくる防御不能の一撃必殺攻撃。

　一〇〇〇のオーディンが、また全すべて消えていくのを、リトル・スノウは驚きに満ちた目で見つめていた。

「……っ」言葉にならない焦あせり。どうすればいいのか、リトル・スノウは分からない。

「オーディンっ！」

　もう一度、リトル・スノウは召喚する。

　その数──一〇〇〇〇。

　所ところ狭せましと現れたオーディンが、ネコミミに殺さつ到とうする。

「慌てず同じ対処でいいっ！　清花っ！　纏まとまったところを狙ねらえっ！」







　大地を叩く蹄の音が、重なった。

　どどどどどどど……

　切れ間のないリズム。まるで、洪こう水ずいが草木を踏み荒あらしているかのようだった。

　それもそのはず。

「今度は……三〇〇〇〇っ」

　兵力三〇〇〇〇の騎き馬ば隊。

　今までは川沿いを走っていたが、今度は川の中をも駆かけ上がる。

「……ぶちかませ……吹ふき飛ばせ……オーディンっ！」

『リトル・スノウ』は命令を下す。

　三〇〇〇〇体ものオーディンが駆ける。

「こんっ！　にゃあああああっ！」

　どどどどど……どど……

　オーディンの進軍が『また』止められた。

「また……どうして……」

　リトル・スノウは意味が分からなかった。

　召喚獣『オーディン』の突撃が、何な故ぜこうも簡単に止められてしまうのか。

　立ち止まったところに炎の玉が飛んできて、オーディンを焼く。

　広がれる兵の数が少なすぎる。

「このままじゃ……このままじゃ……」

　リトル・スノウは嘆なげいた。

　どうすればいいのか、分からなかった。

「うわぁ……」

　見み渡わたす限かぎりがオーディンで埋うめ尽つくされた光景に、清花は何も言えなかった。

「大丈夫だ」

　清花の気持ちを悟さとって、宗志は優やさしく呟いた。

「ほんまにっ？」

　三〇〇〇〇の騎馬兵を前に、清花は恐きよう怖ふしていた。

　さっきの一〇〇〇〇でもぎりぎりだった。

「リトル・スノウは、どうやら用兵術には疎うといみたいだ」

「そうなん？」

「見てみろ。オーディンの動きはそれぞれがバラバラ。兵が多すぎて、互たがいが互いの行動を邪じや魔ましてしまってる。そして、攻撃をしてくるときもバラバラだ。まるで纏まりがなく、せっかく追加した兵を投入する場所も、『オーディンがやられたからそこに補ほ充じゆう』するだけ」

「言われれば……ほんまやねー」

「彼女が今やっているのは、ただの戦力の逐ちく次じ投入。兵法としては、最も愚ぐ策さくと言っていい代しろ物ものだ」

「へえ、でもこう……連続で攻撃するのって凄すごいんやないの？　兵力があるなら波状攻撃がええって七瀬が言うてたんやけど」

「やられたのを見てから次の兵力を投入するのでは、波状攻こう撃げきにはなり得ない。そして、そのことも知らないんだ。前の戦いのとき、圧あつ倒とう的な力で勝ってしまったから」

「じゃあ、楽勝なんやね」

「このまま行けば──ね」

　ネコミミがオーディンを押し返す。

　リトル・スノウはオーディンを馬から下ろし、押しくらまんじゅうのような要領で歩兵による圧力を掛かければネコミミの八〇〇など押し込めるのだが、それすらも出来ず、ただ騎き馬ば突とつ撃げきを繰り返していた。

　戦術家、戦略家としては、無能。ただただ突撃を指示するだけ。

　愚策中の愚策。

　三〇〇〇〇のオーディンでさえ、ネコミミは一兵も欠けることなく撃退に成功する。

（清花と七瀬が味方でよかったな）

　キュベレーの火球は、あまりにも強い。義よし経つねの作る武装は、あまりに硬かたい。

　宗志だけでは、増えるオーディンを防ぎきれなかったろう。

　だが、このチームなら、戦える。

　そして──三〇〇〇〇のオーディンを防ぎきったときだった。

　青白い光が、天に向かって立ち上る。

　数いるオーディンのその向こうで、光が爆ばく発はつし、息が出来ないほどの風圧が辺りに広がった。

「何？　今のん」

　清花が、その異様な感覚に、ぞくりと体を震ふるわせる。

「……今のは、まさか……」

　宗志はごくりと喉のどを鳴らした。

　そして、またオーディンの突撃が始まる。

　先ほどまでと同じ──ではない。

　全て騎馬隊。バラバラの陣じん形けい。真まっ直すぐランスチャージ。

　そこまでは、同じ。

　違ちがったのは二点。

　兵力が、五〇〇〇〇だったことと、オーディンたちの先頭にいるのが──リトル・スノウ本人だったこと。

「ネコミミいいぃぃっ！」

　慌あわてた様子の宗志は、急いで召しよう喚かん術を使う。残り二〇〇を全て出し切った。

「ど、どないしたん？」

「今すぐ出せるだけのキュベレーを召喚してくれっ！」

「ええ！　ここに？」

「いいから早くっ！　あのリトル・スノウを、止めるんだっ！」

　リトル・スノウはオーディンの馬に乗り、オーディンの槍やりを持っている。

「どしたん急に……」

「早くっ！」

「お、おいで！　キュベレー」

　宗志に急せかされ、清花は全力で召喚術を使う。

　だが、その判断は少し遅おそかった。

　リトル・スノウが、ネコミミと衝しよう突とつする──瞬しゆん間かん、馬の背からジャンプして、槍やり衾ぶすまに飛び込む。

　腕うでや太ももを槍先が掠かすめ、血を滲にじませながら、オーディンと同じ槍を払はらう。

　めきめきと、ネコミミの持つ長槍が折られていく。

　それでも押し返され、リトル・スノウが着地するのは、ネコミミの盾たての上。

　どん、と爆発したかのような音がして、大盾は煎せん餅べいでも叩たたいたかのように粉ふん砕さいした。

「えっ」驚おどろきの声を上げたのは、清花だった。

　瞬まばたきをしていて、インパクトの瞬間は見られなかった。

　気がつけば、ネコミミ隊に、穴が一つ開いていた。

　そこへ、先ほど召喚したばかりの二〇〇のネコミミが殺到する。

　出来たばかりの穴を、塞ふさぐように。

　だが、新たに召喚したネコミミたちは、通常装備。七瀬から貰もらった武器ではない。

　オーディンと対たい峙じすれば、蹴け散ちらされるのはネコミミである。

「リトル・スノウを仕留めれば、それで終わりだ！　急げっ！」

「こんっっっっっなろおおおおっ！」

　ネコミミの一人が、リトル・スノウに斬きりかかる。

　その小しよう剣けんは空を切り、リトル・スノウの槍で一撃。盾による防ぼう御ぎよは、何の意味も成さなかった。

　その間に、横からまたネコミミがリトル・スノウに襲おそいかかろうとしたが、オーディンが間に入って防御する。

　主君を守ろうと、防御も攻撃も捨てて、ただ捨て身で盾となるオーディンたち。

　そこへ、やっとキュベレーの火球が襲いかかる。

　一いつ斉せいに消しよう滅めつしたオーディンたち。だが、そこにリトル・スノウの姿はすでになく、戦線を離り脱だつしていた。

「な、なんなん！　あれ、なんなんよっ！」

　清花は宗志の服の袖そでをぐいっと引っ張り説明を求めた。

「あれは──ソウル・ポゼッションだ」

「ポゼッション？」

「召喚するために必要な材料は、『魂たましい』と呼ばれている力だ」

「うん」

「それは、元々人間が持っていた力。気とかオーラと言った類たぐいの力だ」

「うんうん」

「オーラや気なんかに頼たよらずとも、脳はすでに、一〇〇％の力を使っていた」

「あ、その辺はなんか授業で聞いた」

「じゃあ、火事場のクソ力という奴やつは、どうやって出来ていたと思う？」

「あ、魂の力ってことやんな？」

「そう。魂の本来の使い方は、人間本人を強化することなんだ」

「それが──ソウル・ポゼッション……」

「魂を召喚獣じゆうとして具現化したあと、その召喚獣を体内に取り込むことで、任意に火事場のクソ力状態を作り出す」

「……ほぇー。そんなん出来たんやー」

「普ふ段だん、魂は垂れ流し状態だった。それでも、タンスを軽々と持ち上げたりすることが出来たんだ。召喚石を手に入れて、固定化された魂だったら、戦車だって軽々と──」

「なあなあそーちゃん」

「ん？」

「なんでそんなん詳くわしいん？」

「…………聞いたことが、あるだけだ」

　そう。聞いたことがあるだけ。

　そのとき聞いた話では、『ソウル・ポゼッション』は学校では習わない。

　使える生徒は、恐おそらく一人もいないだろう。

（話が、違うじゃねえかよ……）

　宗志は、この島にある『首席特典』という裏のルールを、島に来る前から知っていた。ソウル・ポゼッションの存在もまた、聞かされていた。

　その方法も、その運用法も。

　宗志は今、そんな『切り札』を、自分も使うべきか悩なやんでいた。

　汗あせが、熱い。

　オーディンはどれだけ追い返しても湧わいてくる。

　終わりの見えない戦い。

　戦略でも戦術でも、宗志はリトル・スノウを上回っている。

　だが──またリトル・スノウが突撃を仕掛けてきたら。

　盾の兵が減れば減るほど、守ることは困難になる。

　このままでは、じり貧。どんどん状じよう況きようは悪くなっていくだろう。

　まだ陽ひは高い。二〇時までなんて、とても持たない。

（どうすればいい？　どうする？　こっちも奥の手を──ソウル・ポゼッションをするしかないのか？）

　ソウル・ポゼッションによる攻撃で鉄てつ壁ぺきの守りは崩くずされてしまった。

　次に同じ攻撃を受ければ、確実に防御陣は崩れる。

　崩れた瞬間、オーディンに蹴散らされるだろう。

　となれば、こちらもソウル・ポゼッションをして、リトル・スノウを迎むかえ撃うつか？

　いや、こちらから出て行くのはリスクが高すぎる。オーディンに囲まれては、逆に宗志がやられてしまうだろう。

　思考がぐるぐると回る。

　考える時間は、どれだけあるだろうか。

　宗志は、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

　何な故ぜ、こんなに早く出会ってしまったのか。何故、自分がこの島に来たときに、彼女もこの島に来たのだろうか。神様を、運命を呪のろいたくなる。

「リトル・スノウ……」

　恨うらみ節のように呟つぶやく。

「宗志もやればいいんじゃないかな」

　その声は、毎日聞いている声だった。

「えっ！」

　宗志は驚き、振ふり向いた。

　そこには、坂田の姿。ネコミミと一いつ緒しよにライオンに跨またがった、坂田がいた。

「お前！　どうしてここにっ！」

「七瀬が、こっちの様子を見てこいってさ」

「あっちは、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。幽ゆう幻げん道士のスイカ頭かって感じのマッシュルームカットの連中が三人ぐらい来たんだけど、宗志の作戦で何度か撃げき退たいしたら、諦あきらめたみたいで」

「よし──坂田……アークエンジェルを出してくれ」

　宗志の決断は早かった。

　坂田のアークエンジェルは、ソウル・ポゼッション以上の奥の手。出来れば使わせたくないし、誰だれにも知られる訳にはいかない召喚獣。

　知られてしまえば、その優位性から、必ず大量に召喚するように言われ、坂田が適合していないことがバレるどころか、坂田自身を死に追いやる。

　アークエンジェルの使用は、よほどのことがない限り使うべきではない。

　が──宗志は坂田の姿を見るや、それを選せん択たくした。

「え？」

「俺は、負ける訳にはいかないんだ。リトル・スノウを、空から強きよう襲しゆうする。むきむきジャッキーのときのように」

　どれだけ陣形を固めても、真上からの攻こう撃げきは防ぎようがないはずだ。

「…………いいよ」

　坂田は笑え顔がおで答えた。

　それが、自分の命を縮める行こう為いだとしても、そもそも宗志がいなければ、毎日使わされていただろう。坂田は宗志と同じ部屋になったとき。

　協力してくれると言ってくれたあのとき、すでに──

　アークエンジェルは、宗志のためだけに使うと決めていた。

「清花っ！　ここは任せる」

「任せんのっ！　えぇ～。そーちゃんはどうすんのさ。あれ！　いつの間にか、もんちゃんもおるっ！」

「オレは坂田と起死回生のギャンブルに出るっ！　その間、ここを突とつ破ぱされないよう頑がん張ばってくれっ！」

「……なんか面おも白しろそうやん」

「失敗したら、すまん」

「よしっ！　行ってこい！　男の子っ！」

　ばしんと背中を叩かれ、宗志は苦笑いを浮うかべた。

「行くぞ坂田。こっち来いっ！　ネコミミも一人来てくれっ！」

　宗志は坂田の手を取って、陣じんから飛び出した。

　森に入り、戦場が見えなくなるまで走る。

　リトル・スノウにアークエンジェルを見られたら、作戦は失敗するからだ。

「ま、マスター。どうして私一人だけ呼んだんです？」

「ソウル・ポゼッションには、ソウル・ポゼッションで返すしかない。やるぞ、ネコミミ」

　その言葉に、ネコミミは耳まで真っ赤に染めた。

「そ、そそそそそそそれって……えっと！　その……やるんですか？」

「やるしかないだろ」

「心の準備が……でも……やるしかないんですよね」

「覚かく悟ごを決めろ」

「分かりましたマスターっ！　恥はずかしいけど頑張りますっ！」

「よし、アークエンジェルを出してくれ」

「うん。何をする気なのかな……アークエンジェルっ！」

　坂田が天使を一体召しよう喚かんする。

　白い翼つばさをはためかせ、両腕うでに坂田と宗志を抱だいて飛んだ。

　一気に、島が小さく見える。

　雲を突つき破るほどの高さ。急に体が冷える。

「アークエンジェルっ！　リトル・スノウ本人に落としてくれ！」

　アークエンジェルによる、垂直落下。

　リトル・スノウに目視される前に、すっとアークエンジェルは消え去り、坂田が落ちる。

「ごっ！　……ぐふっ」

　着地に失敗し、坂田は地面を転がった。

　突然空から人間が降ってきて、リトル・スノウは驚きよう愕がくし、固まった。

「……ぇ……なんで……」

　どこから来たのか。何故来たのか。そして何故着地に失敗したのか。何もかもが分からず、混乱している。

「リトル・スノウおおおおおお！」

　叫さけびが聞こえて、リトル・スノウは顔を上げる。

　そこには、宗志がいた。

　どどん。と地面に激突して、砂すな埃ぼこりが舞まう。

　そして──

「ヨーコさんっ！」

　宗志は召喚術を発動させた。

　ネコミミは出し切ったが、ヨーコはまだ、二〇〇ほど出せる。

　ビキニの上からライダースーツを着たようなネコミミが現れる。

「へっ！　あんときの借り、返させて貰もらうぜ！　こんっのボケ共がっ！」

　ヨーコの両手には、筒つつ。その筒から、光の棒が伸のびる。

　オーディンに囲まれた状態ではあったが、陣形を組んでいる訳でもない、ただバラバラにいるだけのオーディンに、この急な出来事に対応するのは難しかった。

「ヨーコさん！　ネコミミ方円陣──車くるま懸がかりで行くぞっ！」

「あいよっ！」

　宗志の周りに出てきたヨーコは、宗志を中心にぐるぐる回りながらオーディンを攻撃していく。

「……くっ。……オーディンっ！」

「ネコミミっ！」




「「ソウル・ポゼッションだっ！」」




　宗志と、リトル・スノウの声が、重なった。

　リトル・スノウは、オーディンの槍やりを取り、手を取り、そのオーディンの指を囓かじる。煙けむりのようになったオーディンが、リトル・スノウにまとわりつく。

　宗志に言われた一人のネコミミは、宗志に小しよう剣けんを渡わたしたあと、ぐっと唇くちびるに口づけをする。煙のようになったネコミミが、宗志の体にまとわりつく。

　ドン。と爆ばく発はつ音がして、青白い光が立ち上る。

「今度こそっ！　今度こそっ！　──潰つぶすっ！」

「潰されて堪たまるかっ！　金玉も、ここもなっ！」

　オーディンとヨーコがぶつかる。その召喚獣じゆうたちの脇わきから、宗志とリトル・スノウが飛び出した。

　宗志はこの勝負、リトル・スノウを倒たおすしかないと考えていた。リトル・スノウはただ馬に乗って逃にげるだけで、オーディンに囲まれた宗志を倒せるのだが、のこのこ目の前にやってきた宗志を自分の手で潰そうと、前に出てしまった。

（行けるっ！　絶対にっ！　倒すっ！）

　宗志はリトル・スノウに剣を振るう。リトル・スノウは左腕で受け止め、右手に持った槍を宗志に突き刺さした。

　ぶしゅっと腹から血が噴ふき出し、宗志は目を丸くする。

（つ……強いっ！　なんだこいつっ！）

　ソウル・ポゼッションをした召喚士に、並の召喚獣では太た刀ち打うち出来ない。だからこそ、宗志もソウル・ポゼッションで対たい抗こうした。これで、互ご角かくだと思った。

　だが、宗志は知らなかった。ソウル・ポゼッションは、『魂たましいの質』で強さが変わることを。

　宗志の魂は、ネコミミ一〇〇〇人、ヨーコ一〇〇〇人を召喚出来る程度で、対してリトル・スノウの魂は、これまでにオーディンを五〇〇〇〇召喚出来るほどである。

　一撃の重みが、違ちがう。

　宗志は、手加減していない。リトル・スノウの腕を切り落とす──まではいかないが、使えなくなるだろうと思って攻撃した。

　それが、無傷。オーディンの槍で受けられたのなら、まだ納なつ得とくも出来る。

　だが──生身に当てて、無意味。逆に、リトル・スノウの槍は簡単に体を貫つらぬいてくる。

　痛む腹を気にせず、宗志は剣道のように、小剣を構える。

「これだけは……したくなかったんだが──なっ！」

　それは、『無む明みよう剣けん』と呼ばれる剣技だった。

　神速の三段突き。喉のど、額、鳩尾みぞおち。急所をほぼ同時に突くという神かみ業わざ。

　新しん撰せん組ぐみでお馴な染じみの、『沖おき田た　総そう司じ』が使ったという、必殺剣だった。

　だん。という踏ふみ込む音が聞こえただけ。突いて、引いて、突いて、引いて、突く──という動作が、まるで一挙動であるかのように思えるほどの速さ。

　これは、宗志が自己流で編み出した、急所を出来るだけ速く突くための技わざだったが、これを見た人から──『沖田だ！　沖田！』と言われ、封ふう印いんしてきた技だった。

　イリヤとのフェンシングでも使わなかった、奥おう義ぎだ。

　武芸に秀ひいでている訳ではないリトル・スノウに、避よけられる訳もなく、まともに食くらって一歩下がりながらよろけた。

　さらに追い打ちを掛かけようとしたとき──側面からオーディンによるランスチャージを受ける。

　あまりの衝しよう撃げきに、体はぽーんと宙を舞い、地面を転がる。

　剣は手から離はなれ、大の字になって寝ね転ころがる。ずきずきと、腹が痛み、どくどくと血が流れ出るのが分かる。

「宗志っ！　大丈夫っ！　宗志っ！」

　見慣れた顔が空を遮さえぎった。

「坂田……」

「ボクも……ボクも宗志とちゅーしたら、強くなれるかな？」

「……は？　おま──」

　ちゅ。

　初めて触ふれた坂田の唇は、あの日、あの夜、あの時、触れたくて触れたくて仕方がなかった唇は、想像していたよりずっと柔やわらかかった。

　痛みも疲つかれも、今この状じよう況きようさえも忘れてしまいそうになるほど甘美だった。

「よしっ！　行くぞっ！　ヨーコさんっ！」

　そして坂田は走り出す。

（バカか……本当に……あのバカっ！）

　ソウル・ポゼッションは、自分の魂でなければ出来ない。

　爆発音のような音もしなかった。坂田は、出来ていないことに気付いていない。

　生身。ただの、人間としての突とつ撃げき。

　強くなれた気がしただけだ。

　だが、そのキスで、確かに、強くなっていた。それは、坂田の方じゃない。

　宗志だ。

　立ち上がり、リトル・スノウ目がけて走る。

　剣を拾う暇ひまもない。その間に、坂田は──死ぬかもしれない。

　リトル・スノウに斬きりかかった坂田の姿が見える。

　リトル・スノウの槍に、体を貫かれる坂田の姿が見える。

「うおおおおっ！」

　宗志は跳とんだ。

　風のような速さで、坂田よりも速い速度で、リトル・スノウに殴なぐりかかった。

　坂田に深く突き刺したため、引き抜ぬく動作に手間取ったリトル・スノウの、その少しほんのりと紅潮した頰ほおに、宗志の拳こぶしが激突した。

　容よう赦しやのない、一撃。

　もう一撃殴なぐろうとしたが──逆に殴り返された。

　リトル・スノウは槍を引き抜くことを諦あきらめ、素す手でで戦いを挑いどんできたのだ。

　素手の勝負でも、リトル・スノウの方が圧あつ倒とう的に強い。体を仰のけ反らせながら、宗志は一歩後ろに踏み込んで、倒れないように耐たえる。

　そんな宗志に、一発。さらに一発。

　三発目の攻こう撃げきは、来なかった。

「……ぅっ……くっ」

「今だっ！　宗志いいいっ！」

　坂田が、リトル・スノウを背後から羽は交がい締じめにしていた。

　もみゅもみゅと、大きな胸を揉もみしだく。

「…………あ……んっ……」

「坂田っ！　そのまま押さえてろっ！」

　宗志はリトル・スノウに飛びかかる。

　股こ間かんを握にぎられた坂田と、羽交い締めにされたリトル・スノウは一いつ緒しよに倒れ込み、二人を宗志が組み敷しく。

「ぁぅ……」

　リトル・スノウの声は、まるでしんしんと降る雪のような、聞き取れないほどの小さな声だった。

「召しよう喚かん石は……どれだっ！」

　制服をもぞもぞと漁あさる。

「お、オーディン」

　その言葉だけが、聞こえた。

「マズイっ！」

　スカートの中に手を突つっ込んだ宗志の顔面を、オーディンの馬が後ろ足で蹴けり飛ばす。

　鼻の骨が折れる衝撃だった。

「そ、宗志っ！」

　坂田が叫さけぶ。

　作戦は、失敗した。

　もう、勝ち目はない。

　そう思った瞬しゆん間かん──

　オーディンが、消えていく。

「……ぁ」

　リトル・スノウは何が起こったのかを理解し、スカートをたくし上げた。

　太もものところに着けていたホルダーに、スマホがない。

「終わりだ、リトル・スノウ」

　ぼたぼたと鼻血を出しながら、宗志はほくそ笑えんだ。

　リトル・スノウの召喚石を無力化し、オーディンが消えていく中──宗志が勝ち誇ほこったように拳を突き上げる、坂田が飛び込んで来た。

「やったっ！　勝ったよ宗志っ！　オレも一緒にっ！」

　坂田は嬉うれしかった。共に戦えたこと。共に勝利を得たという実感が、何よりも嬉しかった。

　抱だきついて、ぴょんぴょんと跳はねる坂田を、宗志は肩かたを押さえて宥なだめる。

　坂田の腹を貫いていたリトル・スノウの槍も、オーディンと同じく消えていた。








エピローグ　二人きりの全裸ライブ









「あぅ……そんな……また一週間も……温泉を……使えないなんて」

　大の字になって寝転んだまま、リトル・スノウは怯おびえた表情を見せた。

「…………あれ？　もしかして、お前の目的は温泉だけだったのか？　戦略的価値を見いだしてここを取りに来たんじゃなくて」

　こくりとリトル・スノウは頷うなずいた。

「スノウ家家訓。──家族以外に裸はだかを見せてはならない」

「なるほど、お前も、大浴場に入れない理由があったのか。でも、他ほかにも温泉ぐらいあるんじゃないか？」

「……東校から一番遠いここなら、誰だれも来ないから……見られる可能性が低い」

「もし、裸を見られたらどうするの？」

　坂田が素そ朴ぼくな疑問を投げかけた。

「スノウ家家訓──見られたならば、相手の金玉を破は壊かいせよ」

「…………あっ！　それで！」

　リトル・スノウが執しつ拗ように金玉を狙ねらってくるのは、家訓のせいだったのだ。

「それで……今日もここへ来たの？」

　坂田が傷口を押さえ、痛みに顔を歪ゆがませながら言う。

「え？」

「宗志の金玉を破壊するために、来たの？　だったら、ボクが許さない」

　坂田らしくない、怒いかりの表情だった。

「……今日は……ここを取らなければ──もうここには来ちゃダメだって言われたから」

　リトル・スノウはそんな坂田から目を逸そらした。

「スパイ扱あつかいされたから、か」

　なるほどな、と宗志は頷き、溜ため息いきを吐ついた。

「そう……やるしか、なかった。やらなければ私は──でも、あなたたちを裏切ることにもなるから、今はどうすればいいのか……分からない」

　リトル・スノウは、悔くやしそうに頷いた。

「スノウさんは、ボクたちとはもう遊べないってことか」

　坂田はやっと事情を飲み込んできたようだった。

「それは……イヤ。私は、ここへ来てあなたたちに出会い、初めて楽しかった。出来れば──また、遊びたい。でも──そうしたらまた、私はスパイ容疑を掛けられる」

「……じゃあ、毎週ここに攻せめに来いよ」

「え？」

　宗志の思いがけない言葉に、リトル・スノウは上体を起こした。

「いや、毎日ここを攻めればいい。オーディンを引き連れて、ここで戦えばいい。俺たちは、何度でも戦ってやるさ。──ただし、お前が負けたら、また温泉に一緒に入って貰もらう。お前は俺たちと通じているから遊ぶんじゃない。俺に負けたから、仕方なく俺の命令で遊ばされるんだよ」

　宗志の提案に対して、リトル・スノウは少し頰を染めて言う。

「…………一緒に、入りたいの？」

「あっ、まあそこは何というかまあ」

　例として挙げただけだったのだが、そこに本能が混じってしまっていた。

「……でも、うん。その案に乗りたい」

「じゃあ、これからもスノウさんと遊べるんだね！　……そう言えば、スノウさん。婚こん約やく者に、言えたの？」

　坂田はさっきとは打って変わった、いつもの笑顔を見せていた。

「まだ」

　リトル・スノウは首を横にふるふると振ふった。

「そっか」

　宗志も坂田も、こう思った。

　それも、スパイだと疑われたことで出来なかったのだろうと。

　だが──違ちがった。

「今から、する」

「ん？」

「宗志……私と、結婚して下さいっ！」

　その声は、ライブの時以来の、大きな声だった。

　ばさばさと鳥が羽ばたいて逃にげていく音が聞こえるほどに。

「……………………は？」

　宗志は、あまりに突然のことで、驚おどろき戦おののいた。

　今までで一番大きな声だったが、今までで一番耳を疑った。

「スノウ家家訓。──家族以外に裸を見せてはならない。見られたならば、相手の金玉を破壊せよ」

「うん」

「だから、私の家族になって下さい」

「…………ちょ、ちょっと待て。お前の婚約者って──俺のことだったのか？」

「そう」

「俺に告白するために、ライブをやった？」

「そう」

「……だとしたら、最初の段階で出来たんじゃ？」

「……だって、ここぞという告白を小さな声でするような子と、結婚してはくれないでしょう？」

「今日だって俺の金玉を破壊しに来たんじゃないのか？」

「それこそ、ライブの練習のときにでもやってる」

「それは、七瀬や清花がいたからで、てっきり機を窺うかがってるだけだと」

「金玉を破壊する気なら、あなたの謝罪を受け入れたりはしない」

「………………なるほど」

　リトル・スノウは、宗志の手をぎゅっと握る。

「ずっと言えなかったことを、言わなければならなかったことを、今言います」

「は、はい」

「ありがとう。私は、この言葉をずっと言いたかった。私のために、ありがとう。本当に──ありがとう」

　宗志がリトル・スノウに謝罪の言葉を言わなければならないのに言えなかったのと同じように、リトル・スノウも感謝の言葉を言うタイミングを逃のがし続けて後こう悔かいしていた。

「でも、結婚と言うが、それは好きという気持ちが大事でだな」

「今、私はあなたが好き。だから、言っている」

「………………なるほど」

　坂田はそんな二人を、ただただ呆ぼう然ぜんとアヒル口で見ていることしか出来なかった。







　リトル・スノウと別れ、宗志たちは寮りようへと帰ってきた。

　ソウル・ポゼッションは体への負担も大きく、全身筋肉痛で立っているのも辛つらい。

　坂田も、リトル・スノウに刺さされた傷が癒いえてはいない。

　今日はもう、寝ねてしまおう。

　そう思っていたが──

「ねえ、宗志。ちょっと付き合ってよ」

　と、部屋に戻もどろうとする途と中ちゆうで坂田が立ち止まった。

「ん？　どこへ？」

「屋上。今日はもういっぱい疲つかれたからさ。リフレッシュしたいんだ」

　屋上。という言葉に、宗志は少し引っかかる。

　屋上は、坂田が何度か裸になっている場所。

　このお誘さそいは、もしや──一いつ緒しよに裸になろうということなのだろうか？

「宗志はさ。スノウさんと一緒にお風ふ呂ろに入ったんだよね？」

「…………まあ、そうだな」

「ボクとは入ってくれないのに」

「リトル・スノウと入ったのは、たまたま偶ぐう然ぜんのバッティングであって、入りたかった訳じゃないんだが」

「宗志。ボクがここで上手うまくやっていくのを手伝ってくれるって言った時、ボクはこう言ったんだ。『ボクが宗志を変態にする』って」

「言ってたような気もするな」

「でも──ボクはそれを全然出来てない。いつも、宗志に助けられてばっかりで」

「いや、お前にも助けられてるさ」

「だから──今から変態になりに行こう！」

　坂田は、満面の笑えみを浮うかべた。

　その笑みに──それはただお前がやりたいだけなのでは？　と思ったが──

「まあ、たまにはいいか」

　宗志は、坂田についていくことにした。

　坂田の表情が、真しん剣けんなモノだったから。

　屋上には、誰もいなかった。

　宗志は念のため鍵かぎを掛かけ、ネコミミを階段のところで警けい戒かいさせておく。

　鍵を掛けて振り向いたら、もう坂田は全ぜん裸らになっていた。

「んーっっ！　きっもちいいーっ！」

　坂田は両手を広げて、大きな声で言った。

「お前は……全く」

　そう言いながら、宗志も服を脱ぬぎ始めた。

　涼すずやかな風が、全身を撫なでつける。

「そわそわするけど、まあ開放的ではあるかな」

　屋上の床ゆかは、ひんやりと冷たかった。

「ねえ、宗志」

　坂田は屋上を囲む柵さくに寄りかかり、月を見上げながら言った。

「ん？」

「どうして、スノウさんの告白、受けなかったの？」

　そう。宗志はあの後、リトル・スノウの告白を断った。

　結婚なんか、まだ考えられない。

　それはつまり、これからも金玉を狙ってこいということになるが、それも、スパイの件と同じように、『ずっと狙っている体てい』でいればいいさと説得した。

「どうしても何も」

「ボクなんかと違って可愛かわいくて、ボクなんかと違っておっぱいも大きくて、ボクなんかと違って歌も上手いのに」

「坂田……」

　宗志は、まさかと思っていた。

「スノウさんでもダメだったら、ボクなんかじゃ絶対ダメじゃんか」

「おい坂田」

　この展開。この言い方。

　坂田がこれから何を言おうとしているのか、それを宗志はもう、分かっていた。

「でも……うん。やっぱり、ボクは我が慢まんが苦手なんだと思う」

　坂田は真剣な目を宗志にぶつける。

「…………うん」

「やっぱり、宗志が好きっ！　大好きなんだっ！」

　坂田はぎゅっと拳こぶしを握にぎって胸に当てながら、強く言った。

　これを言って、嫌きらわれるのが怖こわい。

　今までと違う関係になってしまうのが怖い。

「そうか」

　宗志の小さな返事に、坂田は目を逸そらした。

「ボクなんかじゃ、宗志に釣つり合わないけど、でも知っていて欲しかったんだ」

「じゃあお前にも知っていて欲しいことが一つあるな」

「え？」

「俺も、お前が大好きだよ」

[image: ]

「ホントに？」

「じゃなければ、一緒に屋上で裸はだかになんかならねえよ」

　そう言った宗志に、坂田は飛び込んだ。

　まるで犬のように。
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　皆みなさんこんにちは。冬の暖だん房ぼう器具は布団のみの木き村むらです。

　布団だけで余よ裕ゆうで暮らせます。キーボードを打つ手は悴かじかむけど、私は元気です。

　こたつもストーブも、もちろんエアコンも起動していません。むしろ扇せん風ぷう機きを片付けていないぐらい、夏仕様の部屋です。

　外に出るときも、小学生のような薄うす着ぎで出ます。

　パーカーにジーンズにクロックス。

　寒くないなんて強がりは言いません。

　寒いです。

　寒いけど、まあいっか。ぐらいなもんです。

　っていう話を知り合いにして、「お前は凄すごいなー」と言われた次の日に──

　風か邪ぜを引きました。

　やっぱり寒いんやんけ！　暖かくしろや！

　と怒おこられました。

　いや、マジで平気なんだって。

　確かに風邪引いたけども。

　毎年暖房器具使ってないんだから。

　たまたま風邪引いただけなんだって。

　私は頑がん張ばりましたが敗北を喫きつして──布団の上から毛布を被かぶることにしました。

　毛布って、布団の下より上の方がいいんだって。上でも下でもどっちでもええわ！

　冬は布団一枚あれば十分だ。共感出来る人、スイッチオン。




　さて、そんなこんなで謝辞を。

　この本を手にとって下さった皆様。誠にありがとうございます。

　馬ば鹿かなことをやってんなーと楽しんで頂ければ幸いです。

　イラストレーターの希望つばめ様。本当にありがとうございます。

　ネコミミのイラストが好きなので、もっとネコミミの出番を増やしたかったです。

　この本作りに携たずさわって下さった皆様。大変ありがとうございます。




　あとついでに、ＰＳＯ２で一いつ緒しよに緊きん急きゆう回ったりマルグルしてる皆様。ありですー。
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